















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「五ご色しきさん達、笑われてる？」

　隣となりに立っていた灰はい松まつ五色が話し掛かけてきたので、京きよう塚づか結ゆい人とは同意するように深く頷うなずいた。

　関係者と観客を仕切るためのロープが飛行場の中に張り巡めぐらせてある。

　重そうなカメラのファインダーから目を外した中年の男性の顔がにやけていた。どっしりと地面に腰こしを下ろして腕うでを組んでいる気難しそうなおじいさんですら笑いを堪こらえている。小さい子供は遠えん慮りよなく結人達を指差して笑ったり、飛び跳はねたりしている。

「結人さん、帰りたいよぉ」

「今さら無理だ」

「恥はずかしすぎますよぉ」

　結人は自分の着ていた囚人服を眺ながめる。

　これじゃ、パイロットじゃなくてコスプレだった。

　ＡＣ先進航空戦闘ＴＳ兵訓練学校は民間のパイロット養成学校。

　普ふ段だんは制服やパイロットスーツを着るのだが、今の恰かつ好こうをしていれば誰だれもパイロットだと思ってくれないだろう。

　長なが野のの松まつ本もとに設置された航空兵器演習場にて開かい催さいされた防衛省主しゆ催さいの航空祭に、ＡＣＴＳの生徒達は参加していた。

　航空隊の活動内容を世に広めるために、軍用機を使った様々な催もよおしが公開される航空祭。

　その航空祭のイベントの一つにぜひとも参加してほしいと要よう請せいを受けて結人はいまここにいる。

　駐ちゆう機き場に並べられたＦ─３５Ａ〈ライトニングⅡ〉三機、ＦＨ─〇２〈コクレア〉五機に交じって、結人達パイロットも整列しつつ、会場のアナウンスを聞いていた。

『これからご覧いただきますのは、我が航空自衛隊の精せい鋭えいパイロットによるテロリストの掃そう討とう作戦です。凶きよう悪あくな犯罪者が操あやつるヘリコプターを、我が主力戦せん闘とう機により即そく座ざに撃げき墜ついいたします。国防の民間委い託たくが盛さかんな昨今ですが、みなさまの平和をお守りする中心となっているのは、我々航空自衛隊であることをお見せしたいと思います』

　航空自衛隊ＶＳテロリスト。

　正義対悪をわかりやすくするための演出がパイロット達に施ほどこされていた。

　おろしたての美しい正装を身に纏まとう三人の自衛隊パイロット。

　それに対して、ＡＣＴＳの生徒十人が着ていたのは、白黒横よこ縞じま模様の囚しゆう人じん服だった。しかも足あし枷かせと鉄球のおもちゃまで付いている。

　チームテロリストの列に加わっていた燕子花かきつばた呉くれ羽ははいつもの明るい性格はどこへやら暗い顔で俯うつむき、国府こうの宮みや沙さ羅らは無表情で首を横に振ふっている。

　晴れの舞ぶ台たいだと聞いて張り切って長野までやってきたのに、嚙かませ犬役を命じられれば誰だっていい気分にはなれない。しかし、チームテロリストの中のただ一人だけは、みなぎるようなやる気に満ちていた。

　新人パイロットの京塚結人だった。

　周囲の嘲ちよう笑しようなどどこ吹ふく風で、歩み出た結人は、チーム航空自衛の隊長と握あく手しゆを交かわした。

「今日はありがとう。サンドバッグ役を引き受けてくれて」

　真顔で言った隊長の言葉は、冗じよう談だんなのか煽あおりなのかわからなかった。

　だが、結人にとってはどちらでもかまわない。

「いえ、こんなお客さんがたくさんいる中で飛べて嬉うれしいです。全力で頑がん張ばります！」

　こいつバカか？　という顔をした後、航空自衛隊の隊長は言った。

「張り切りすぎて事故るのだけはやめてくれよ。せっかくの航空祭が台無しだからな。とにかくお前達は空に浮うかんでいればいいんだ」

「もちろんです。航空祭を台無しになんてしませんよ」

　自信に満ちた結人の立ち振ふる舞まいに、隊長は少し怪け訝げんそうな顔をしてから、踵きびすを返した。

　チーム航空自衛隊の三人は、灰色の単発ステルス機に向かって歩き出す。

　チームテロリストの十人は、黒い戦闘ヘリコプターに向かって歩き出す。

　Ｆ─３５×三機　ＶＳ　ＦＨ─〇２×五機。

　機体数も人数も結人達が勝まさってはいるが、ヘリコプターで高性能ステルス機を相手にするのは分ぶが悪すぎる。

「とにかく逃にげるか？」「どうせやられるんだし逃げても無む駄だじゃない？」「とりあえず編隊を組もうか」「一機余る……」「敵は見えないし、どうせボロ負けだ」「無事に飛ばすだけでも十分だよー」

　囚人服を着たＡＣＴＳの生徒達はテロリストらしからぬ発言を口々に漏もらした。

「そんな弱気じゃ負けちゃうんじゃないのかな」

　結人が何気なく口にすると、みんなは正気を疑うような目を向けてきた。

「俺達はやられ役なんだぞ。なんでお前は勝つつもりでいるんだよ」

「遠くからミサイルロックされて終わりさ。こっちはレーダーのリーチが短いし、そもそも敵がレーダーに映らないから何もできない」

「京塚はまだ新人だからわからないんだろ」

　寄ってたかって反論された結人は、頭を搔かきつつ首を捻ひねる。

「でも……勝てるなら勝ってもいいんでしょ？」

　結人がそう言うと、先せん輩ぱい達は、

「だから勝てるわけないっつーの」

　アナウンスで名前と階級を紹しよう介かいされていく度たびに、自衛隊のパイロット達には拍はく手しゆと賛辞が贈おくられる。テントの下に設置された来らい賓ひん席には、防衛省の幹部や海外から来た軍ぐん需じゆメーカーの重じゆう鎮ちん達が座っていて、彼らもパイロットに惜おしみなく拍手をしていた。

　おそらく誰もＡＣＴＳの生徒達を応おう援えんなどしていない。

　台本はないのに、この試合の結果はすでに決まっている。

「たとえ勝てる可能性が低くても、最後まで諦あきらめないのがパイロットなんじゃないんですか？　パイロットは負けることが許されない。学校でそう教えられてきたじゃないですか」

　結人は学んだばかりの校訓を口にした。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、みんなの表情が何かを思い出したように明るくなっていく。

　燕子花は感かん銘めいを受けたように何度も頷き、国府宮は無表情で親指を立てる。

「確かに負けること前提で飛ぶのはよくないかも」「頑張ってみるか」「そうだよ。まずは足あ搔がいてみようぜ！」「一機ぐらいは落としたいな」

　やる気になってきた先輩達に向かって、結人はさらに発破を掛ける。

「勝てますよ！　絶対！」

　急に活気立った囚人服の集団に、観客達は一瞬動どう揺ようしたが、しばらくするとＡＣＴＳの生徒達にも拍手を送った。

　それは悪役をはりきって演じようとする心意気に贈られたものであって、決して勝負を頑張って欲しいと願われたものではなかった。

　だが、結人達は勘かん違ちがいしてさらに勇気を得るのだった。

　チームの輪から少し離はなれた場所にいた五色は、ヘリのローターにとまっていた蝶ちよう々ちようを見上げていた。五色が手を伸のばすと、蝶々はその指先に舞い降りる。春のそよ風にそれを逃がした五色は、結人達を眺めながら不安そうに呟つぶやいた。

「テロリストが勝っていいのかなぁ……」




　結人達のチームには逃げる時間が与あたえられた。

　航空自衛隊チームは五分間遅おくれてから離り陸りくしてくる。

　レーダーか赤外線でロックされれば、ミサイルが命中したという判定になり、その機体はゲームオーバーとなる。先に全ぜん滅めつしたチームが敗北というわけだ。

　チームテロリストが太たい平へい洋よう側、もしくは日に本ほん海かい側の海岸線を越こえてしまうと、航空自衛隊の任務失敗となるルールも存在する。しかし、結人達が時速三〇〇キロで最短ルートを飛行したとしても、日本海に辿たどり着くには二〇分必要なので逃げ切るのは不可能に近い。

　Ｆ─３５は離陸と同時にアフターバーナーをどかんと噴ふかして、一瞬で音速を超こえてくるし、レーダーの射程は一五〇キロ以上あるので、瞬殺される。

　飛行場を飛び立ったチームテロリストは、三機が北西へ、二機が南西へと向かう作戦をとった。

　北西へと向かった結人と五色が乗る一号機は、三〇〇〇メートル級の山々が連なる過か酷こくなルートを辿っていた。

　ヘリは空気の薄うすい四〇〇〇メートル以上を飛行すると、極きよく端たんに性能が落ちるので、両りよう端たんが崖がけになっているＶ字谷の底を低空飛行した。操そう縦じゆう桿かんを持つ右手が狂くるって、機体が横よこ滑すべりでもしてしまえば、崖に激げき突とつして粉々になってしまうが、勝つためには多少のリスクは覚かく悟ごしなければならない。

　揺ゆらめくような影かげを谷に沿うように描えがきながら、無骨な黒い戦闘ヘリコプターは右に左にと忙いそがしく針路を変えていた。

　ＦＨ─〇２〈コクレア〉の前席で操縦桿を握にぎっていた結人は、後席で兵装システムやレーダーを操作していた五色を振り返った。

「もう飛行機恐きよう怖ふ症しようは大だい丈じよう夫ぶ？　辛つらくないかな？」

「他の人の操縦だとまだ気を失いそうになることがあるけど、結人さんの操縦は慣れたから平気ですっ！」

「それはよかった」

　つい最近まで重度の飛行機嫌ぎらいを煩わずらっていたが、元気そうな五色の声を聞いて結人は安心した。

「でも、こういうチーム対たい抗こう戦みたいなのって、五色さん苦手」

「チームワークとか苦手？」

「そいうのではなくてですね、運動会とか適当に白団、赤団に分けられたりするでしょ。別に恨うらみもないのに、敵だと思えなんて言われても、五色さんには難しかったなぁ」

「優やさしいんだな……」

「いえっ、そんなことないです」

「でも、これは、大事な訓練なんだからさ。手加減なんてしないでくれよな」

「はい、頑張りますっ」

「頼たよりにしてるよ」

　結人達が現在搭とう乗じようしている〈コクレア〉をデザインした設計士、それが灰松五色だった。誰よりも機体を知り尽つくしている彼女が一いつ緒しよであれば、この絶望的な勝負にも勝てるかもしれない。

「この機体って、ステルス性ってないのかな」

「ないですねぇ。安く作れて、お手軽に整備できるようにって注文を受けて作ったので」

「そっか。じゃあ、このヘリのレーダーって、ステルス機は絶対に見えないの？」

「レーダーでは無理ですね。でも、手動でぐりぐりってアンテナ角をいじっていたら、当たり所がよくて偶ぐう然ぜん敵を見つけちゃうことはありますね」

「偶然ってどれくらいの確率？」

「うーん、朝四時のコンビニにあんまんが売ってるくらいの確率かなぁ」

「えっ、何の話？」

「五色さん、毎日朝の四時にコンビニ行くんです。買い物のついでにあんまんあったらいいなーってあの温める機械を覗のぞき込むんですけど、二ヶ月に一回ぐらいしか売ってない。悲しい……」

「あんまん好きなんだ……」

「はい。両手に持ってぱくぱくしたいから二つ買うんですっ！」

「かわいい……じゃなくて、結局ステルス機が見つかる確率ってどのくらいなの？」

「見つかったらラッキーって感じです」

「じゃあ、無理か……」

「ですねぇ」

　五色の独特な表現に結人は戸と惑まどう。

　やはり天才は変人が多いのだろうか。

　五色の開発した機体はコクレアだけに留とどまらず、現行の新しん鋭えい機を遥はるかに凌しのぐような高性能機を生み出せる才能を持っている。その才能を狙ねらわれ、一ひと月つき前、五色はテロ組織に誘ゆう拐かいされた。弱じやつ冠かん十七歳の少女ただ一人だけに、なぜそのような特別な才能が具そなわっているのだろうか。

　航空工学を学ぶために努力したからとか、環かん境きようがよかったとか、彼女は教えてくれたが、結人は未いまだに納なつ得とくしていなかった。隠かくし事が多い五色のことだ。結人が知らない秘密を抱かかえていることは間違いなかった。

「奈な雲くもさんがチームにいてくれたら心強かったですよねぇ」

　五色が残念そうに呟いた。

　結人の幼おさな馴な染じみだ。数年ぶりに再会した奈雲は昔と違ちがってなぜか結人に冷たい態度を取ることが多い。結人は奈雲とうまくいっていなかった。だが、ＡＣＴＳのエースパイロットである奈雲が共に戦ってくれれば、心強いのは間違いない。

「なんで奈雲は参加しなかったんだろうな」

「奈雲さん、こういうの絶対にやらなそうじゃないですかぁ？」

「どうして？」

「囚しゆう人じん服なんて着てくれないし、テロリスト役も引き受けてくれないでしょ」

「それって美人でプライドが高いからこんな仕事やってくれないってこと？」

「そんなこと言ってないよぉ。まるで五色さんが奈雲さんの悪口言ったみたいになるじゃないですかぁ。殺される……」

「悪い、悪い、そんなつもりじゃ」

　間が悪いことに、無線から通信が入る。

　ヘルメットの内部スピーカーから響ひびいてきたのはこのコクレア一号機のメインパイロットの声だった。

　結人と五色は顔を青くする。

『一号機、調子はどう？　ユイ君が操縦席にいるんでしょ？』

「あっ、はい。どうしました……」

『後ろの席にはどの女が乗ってるのかしら？』

　浮うわ気きを咎とがめるような奈雲の口調に、結人は怯ひるんでしまう。

　別に奈雲とは付き合っていないのに。

「なんで女だって決めつけるんだよ！」

『男なの？』

「いや……そういうわけでは……」

『なんで、隠すのよ』

「な、なんで隠す必要が？」

『女なんでしょ？　誰だれ？』

「……………………五色だけど……」

『やっぱりね』

　それまで息を潜ひそめるように黙だまっていた五色が口を開いた。

「結人さんが一緒に乗ろうって誘さそってくれたんですよぉ。君がいいって」

『ふーん、ずいぶんと仲のよろしいことで』

　どことなく奈雲の機き嫌げんが悪そうなのを察知して、結人は言った。

「一号機に他人を乗せたくなかったならこっちの仕事すればよかったんじゃないか？」

『私には別の大事な仕事があったの』

「なら仕方ないんじゃないか？」

『今は後こう悔かいしてるわ。無理にでもそっちに行っとけばよかったってね』

「なんで後悔を……ていうか、何の用事なんだ？　模も擬ぎ戦始まっちゃったから忙しいんだけど」

『それが終わったら、こっちを手伝ってくれない？　ヘリの体験試乗のパイロットが足りないのよ』

「お客さんを乗せて飛ぶのか。そっちの方が得意だからいいけど」

　そのとき、友軍機（五号機）が撃げき墜ついされたことを知らせるアラートが鳴った。

　結人が乗る一号機と進行方向を共にして、五キロの距きよ離りを保って飛行していた機体だ。

　レーダースコープ画面に目を落とすが、敵の姿はどこにもない。

「どっから撃うたれた!?　全然見えないぞ！」

　レーダーは使い物にならないことを思い出し、結人は肉眼で周囲を見み渡わたす。

　ギザギザした山の稜りよう線せんの向こうには、どこまでも青い空が広がっている。

　小さな鳥すら見み逃のがしそうにない綺き麗れいな空だったが、何も見えなかった。

「無理だよ結人さん。たぶん、一〇〇キロ以上先からロックされてる」

　五色がＩＲＳＴ赤外線センサーや電波傍ぼう受じゆ装置を操作しながら言った。

『ユイ君、どうしたの？　私のこと手伝ってくれるの？』

「悪い奈雲。今、忙しいからまた後で」

『そんなっ、ひどっ──』

　奈雲との通信を無理矢理切って、燕子花と国府宮が乗る三号機に連れん絡らくを取る。

「こちら一号機。そっちには敵が見えてるか？」

『結人君……何も見えないよ。とっても怖こわい』

　いつもは気の抜ぬけた声をしている燕子花が緊きん張ちようしていた。

　いつ、どこから、どの敵に狙われるかわからない状じよう況きようが続いている。

　目め隠かくしされたまま、猛もう獣じゆうの檻おりに放ほうり込まれたような恐きよう怖ふを味わっているようなものだ。彼女達の緊張が解けることはないだろう。

『ぎゃぁぁぁぁ、ちくしょう、見つかった！』

　六号機の悲鳴が聞こえた後、その機体が撃墜されたことを知らせるアラートが鳴った。

　燕子花達と同じく南下ルートを辿っていた機体だった。

　北にも南にも逃にげる場所はないようだ。

　航空自衛隊は易やす々やすとこちらの位置を見つけ出し、長距離ミサイルを当ててくる。

　このままだと一方的に負けてしまうだろう。

「まずいな。みんな高度をちゃんと下げてる？」

　結人は生き残っている他ほか三機に呼びかける。

『…………うん、地面すれすれ。ちゃんと障害物に隠れながら飛んでる』

　国府宮が冷静に状況を報告してくる。

『当たり前だ。低高度アラーム鳴りっぱで耳がいてぇよ。それはそうと近距離勝負に持ち込むんじゃなかったのかよ。京塚が立てた作戦なんだぜ。なんとかしてくれよな』

　四号機からも連絡が入る。

「ちょっと、作戦変えます……」

　複雑にうねる谷の間をすり抜けながら、結人は考える。

　操縦に手て一いつ杯ぱいでうまく頭が働かない。

　Ｆ─３５は優すぐれたステルス性能を備えている。

　レーダー波をほとんど正面に反射しない機体を見つけようとするのは無理だ。

　物理的に大きく出力が強力なレーダーがあれば話は別だが、ヘリに積める程度のレーダーでは焼け石に水にしかならない。

　となると、手っ取り早くステルス機を見つけるには、近づくのが一番だ。

　だが、当てもなく近づこうとしても、その隙すきに撃ち落とされるだけだ。

　撃墜された味方のことを思うとすぐにでも飛び出したくなるが、ここはぐっと我が慢まんするしかない。

　まずは均きん衡こう状態を作ろう。

「これで消えてくれればいいんだが……」

　結人はそう呟つぶやいて、操そう縦じゆう桿かんを引き、フルブレーキを掛かけた。

　後ろに大きく傾かたむきつつ減速する機体の中で、五色が不思議そうに聞いてきた。

「なんで止まるんですかぁ？　降参？」

　速度計がゼロになっても、結人はそこから何もしなかった。

「五色、このヘリの発熱って減らせるよな」

「はい、サイレントモードを使えば」

　市街地での低空飛行時に使うために用意されたサイレントモードは、エンジン出力が抑おさえられる代わりに、騒そう音おんと発熱をカットできる。市民からの苦情対策のための機能だったが、隠おん密みつ作戦時にも頼れるシステムだった。

「じゃあ、やろう」

「えー、サイレントモードにするとタービンブーストで急加速できなくなっちゃいますよ？」

「ヘリコプターじゃどう急いでも逃げるのは無理だ」

「でも止まってたら狙い撃ちされませんか？」

「一か八かだ。試ためしてみる」

「あ、わかった……鬼おにごっこ作戦がだめなら、ダルマさんが転んだ作戦ですね」

「その作戦名はどうかと思うけど、まあそういうこと」

　さすがは航空工学の天才だった。

　この作戦の意図をすぐに五色は見み抜ぬいた。

　結人は航空工学に詳くわしいわけではなかったが、ヘリでジェット戦せん闘とう機に勝つための方法を知っていた。

　ヘリパイロットの父親から小さいときに聞いた話を結人はよく覚えていた。

　Ｆ─１５〈イーグル〉の最大の天敵はヘリコプターだと。

　格闘戦で無敵を誇ほこる傑けつ作さく戦闘機が、なぜヘリには弱いのか、結人はこの学校に来てようやく実感することができた。

　五色がサイレントモードのボタンを押して、緑色に点灯させた。

　機体の振しん動どうがなくなり、エンジン音が消え、激しく回転していたローターが緩ゆるやかなリズムを刻み出す。

　直下の木々をなぎ倒たおすような勢いで浮ういていた黒い戦闘ヘリが急に大人しくなる。

　それは自然に溶とけ込むような優やさしい印象さえ感じさせた。
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　南北の海岸まで見渡せるような高空を飛んでいたＦ─３５Ａ〈ライトニングⅡ〉の一番機。

　一人乗り用のコクピットで、菅すが原わら隊長は腕うで組ぐみしながら目の前の巨きよ大だいなタッチスクリーンを見つめていた。

　四〇キロ離はなれた友軍の三番機が、〈コクレア〉四号機をレーダーロックしたという情報が表示される。

「こちら一番機だ。三番機のミサイルは残り少ない。こっちで撃墜する」

『一番機、了りよう解かい』

　優ゆう雅がに腕を組んでいた菅原隊長は、そこでようやく右手を伸のばしてサイドスティックを握にぎり、左手で眼前のタッチスクリーンを触さわる。

　長距離ミサイルを選せん択たくして、友軍がレーダーロックしたデータを自分のミサイルに記き憶おくさせる。

「フォックススリー、発射」

　右親指でミサイル発射ボタンを押した。

　ほどなくしてテロリストの戦闘ヘリが撃墜判定された。

　タッチスクリーンの右みぎ隅すみに開いた小さなウインドウには、航空祭の観客達が喜んでいる映像があった。

　菅原隊長は満足そうに頷うなずいて、給水チューブからコーヒーを吸い込んだ。

「ふう、ミサイルを撃った後のコーヒーは格別だな」

　現代戦闘機の戦いは至って静かだ。

　遠距離から先に敵を見つけて、ミサイルを先に撃ったほうが勝つ。

　格闘戦になるまで戦闘を長引かせるのは無能のやることだというのが菅原隊長の信条だった。

　ただ画面を見て、指先だけを動かすのはさながらゲームのようだったが、不満などない。

　きついＧに襲おそわれながら汗あせを搔かくのがパイロットの仕事だと思っている遺物は、今の時代生き残れないだろう。

　どこまでも澄すんだ青空に包まれながら、菅原隊長はまたコーヒーを味わう。

「残りは二機か。楽しい狩かりの時間もそろそろおしまいだな」

『あの、隊長、不可解なことが』

　南ルートを監かん視ししていた二番機から連絡が入る。

「どうした？」

『三号機の機き影えいが消えたり、見えたりを繰くり返しています。なんなんでしょう』

「障害物に隠かくれているんだろう。別の角度から狙ねらえば問題ない」

『はい……でも、あれ？　三号機、完全に消失しました』

「チャフをばらまいているのか？」

『いえ、電波妨ぼう害がいではありません』

「索さく敵てきを続けろ。すぐに見つかるはずだ。一号機の行方ゆくえはわかったか？」

『さっきからまったく姿が見えません。高度を下げる許可を』

　タッチスクリーンに表示される現時刻を恨うらめしそうに菅原隊長は睨にらんだ。

　一号機の動きがまったく読めない。

　そろそろ見つけておかないと、日本海側に逃げられる可能性がある。

「わかった。地面反射のノイズに隠れているのかもしれない。赤外線センサーに加えて肉眼でも警けい戒かいを怠おこたるな」

『了解。降下を開始します』

　ＦＨ─〇２〈コクレア〉はステルス機とは正反対の、どうぞ見つけてくださいと言わんばかりの角張ったフォルムだ。レーダーに映らないというのはありえない。

〈コクレア〉のレーダー反射断面積ＲＣＳもしっかりと自機に登録してある。

　Ｆ─３５ほどの高性能レーダーが捉とらえられないとは、いったいどんな手を使って隠れているのだろう。

　ステルス機同士の対戦経験は豊富だったが、ヘリコプターとの対戦は菅原隊長にとって初めてだった。

　音速を超こす戦いが常の戦闘機にとって、回かい転てん翼よく機など敵にすらならないはずだった。

　だが、ウサギと亀かめの戦いのように、万が一もありうる。

　──嫌いやな予感がする。

　菅原隊長は自らも高度を下げ始めた。

　念のため、ランダムに機首の向きを変えながら。

　レーダー波の当たり所を変えながら飛行すれば、ステルス機はさらに見つかりづらくなる。

『三号機を発見！　北上しています。あ、また消えました。追いかけます』

　友軍の二番機からの連れん絡らく。

「北上？　一号機と合流するつもりか？」

　わからない。

　なぜ、消えたり現れたりできるのかもわからないし、彼らの作戦も見えてこない。

　菅原隊長は右手でスティックを強く握り、レーダースコープと赤外線探知装置を交こう互ごに確かく認にんする。

　さっきまでの余よ裕ゆうはどこにもなかった。

　兵器対兵器の戦いをしていたはずだったのに、いつのまにか人対人の戦いに巻き込まれている。

　コクレアの絵しか頭になかったはずなのに、今では京塚結人の顔ばかりが頭に浮かぶ。

　あいつ、何をやるつもりなんだ？

　さっさとミサイルをぶちこんでやりたい焦しよう燥そうに駆かられて、菅原隊長は歯は嚙がみする。

『しまった！　赤外線探知されました！』

　友軍三番機からの叫さけび声。

　Ｆ─３５Ａ〈ライトニングⅡ〉三番機が撃げき墜ついされたという警告が表示される。

「赤外線だと!?」

　ステルス機はレーダーには映らないがエンジンの熱だけは完全に隠しきれない。

　だが、赤外線探知をするには相当に距きよ離りを詰つめなければならない。

　相手が近づいてくるならば、こっちはなおさら敵を発見しやすくなるはずなのに。

　Ｆ─３５はコクレアを見つけられなかった。

　故障でもしてるのか？

　画面上に異常警報は表示されていないがどうも怪あやしい。

　もうレーダーは信用できない。

　菅原隊長は機体を加速させて、友軍が撃墜された地点に急行する。

　近距離にいたのならば、京塚結人が乗る一号機の居場所はわかったようなものだ。

「こちら一番機。二番機、援えん護ごしてくれ。赤外線短距離ミサイルを使う…………おい、二番機どうした？　返事をしろ」

　二番機が撃墜されたことを示すアラートが鳴った。

「噓うそだろ？　相手はヘリコプターだぞ!?」

　航空祭の観客達が騒そう然ぜんとしている様子が、菅原隊長の目に少し映ったが見なかったことにした。テロリストに蹂じゆう躙りんされる自衛隊などあってはならない。

　残るのは自分が操縦する一機だけ。

　ここで挽ばん回かいすれば、まだ航空自衛隊のメンツは保てる。

　これくらいのアクシデントは余興には丁度いいくらいだ。

　菅原は全方位赤外線画像をヘルメットのバイザーに投映させる。

　これによって機体の真下や後ろの先まで、鮮せん明めいに視し認にんすることができる。

　昼でも夜でも、あらゆる方角を見通せるまるで神様の目だ。

　しかも、何か標的がいれば、コンピューターが勝手にマーキングしてくれるので、ラジコン一機すら見み逃のがすことはない。

　レーダーのように一〇〇キロ先の敵を見つけ出すようなリーチはないが、近距離戦闘であれば、赤外線画像は強力な武器になる。

　高度三五〇〇メートルまで降下した菅原の目に映ったのは、日本アルプスの過か酷こくな渓けい谷こくだった。ダムの水面みなもや山やま肌はだの木々を波打たせながら、低速で低空飛行する。

　低速、低高度、そして旋せん回かい性能が要求される複雑な地形は、ヘリコプターの得意分野だ。

　凹おう凸とつの激しい不細工な景色には、コクレアがよく似合う。

　Ｆ─３５は空気の澄んだ美しい高空にいるべきだ。

　言ってみればここは敵の縄なわ張ばりだ。

　居い心ごこ地ちが悪いまま、菅原隊長は首を忙いそがしく回して、ヘルメットのバイザーに投映されるモノクロの映像を警戒し続ける。

　さっき友軍の二番機が撃墜された座標を通り過ぎた。

　敵が近くにいるのは間ま違ちがいない。

　これだけ高度を下げる機会はなかなかない。

　戦車や対空車しや輛りようなどの地上目標を狙う爆ばく撃げき訓練のときぐらいだろう。

　地上目標には遠くからレーダーを当ててもなかなか発見できない。

　レーダーは跳はね返ってきた電波によって遠くに何があるかを判別する。

　だが、レーダーは雲や地面から跳ね返ってきた電波も拾ってしまう。

　そこで航空機を発見しやすくするため、移動物体だけを感知するのがドップラーレーダーだ。高速移動するのは飛行機ぐらいなので、鳥や雲と間違えることはない。

　だが、これには弱点があり、停止している物体は検出できない。

　地上で徐じよ行こうしている車輛はもちろんドップラーレーダーには映らない。

　高速道路をかっ飛ばしている違い反はん車輛はレーダーに映ることはあるのだが……。

　味方の支し援えんなしで行う爆撃作戦は、レーダーではなく、赤外線画像や肉眼で狙いをつけるのが基本だ。

「レーダーには映らない、か……もしかして……」

　菅原隊長の鼓こ動どうが早はや鐘がねのように鳴り響ひびく。

　自分はとんだ間違いを犯おかしていたことに気付いた。

　ヘリコプターは航空機だ。

　もちろんレーダーには映る。

　だが、ヘリコプターは空中停止ホバリングすることができる。

　もしも、敵が動かずにじっと待っていたとしたら。

　レーダーには映らないのではないだろうか？

「!?」

　敵のコクレアをレーダーが捉とらえた。

　四時の方角、距離二一キロ。

　消えたり現れたりを繰り返していた三号機だ。

　おそらく、低速飛行と高速飛行を繰り返してこちらを惑まどわすつもりだったのだろう。

「なめるなよ」

　菅原隊長は機体を反転上じよう昇しようさせて、素す早ばやく三号機がいる方角に向かった。

　またレーダーからは消えたが、わずかなエンジンの熱を逃のがさずロックし、赤外線誘ゆう導どうミサイルを発射した。

　コクレア三号機は回避機動を行い、遠くに離れていく。

「逃がしたか」

　危うく伏兵に襲われるところだった。

　少し緊きん張ちようが解けたそのときだった。

　背後に敵が現れた。

　距離は四キロもなかった。

　菅原隊長は首を回して背後の景色をヘルメットのバイザーを通して眺ながめる。

　山さん稜りようの陰かげからコクレア一号機が飛び出してくるのが見えた。

「三号機を囮おとりにして後ろから狙うつもりだったか。だが、甘かったな」

　全周警戒装置を装備しているＦ─３５に不意打ちは通用しない。

　パイロットが気を抜ぬいていたとしても、システムが勝手に敵を見つけ出してくれる。

　反射速度や集中力などは、現代のパイロットには不要だ。

　機体の性能こそが戦いに勝利できる唯ゆい一いつ絶対の条件なのだ。

「ぐわっ!?」

　何が起きた!?

　視界が真っ白になった。

　無骨な黒いヘリコプターが、突とつ然ぜん、発光する鳥のようなシルエットに変わった。

　菅原隊長は思わず目を閉じてしまった。

「ちくしょう、フレアを焚たきやがった」

　赤外線ミサイルを妨ぼう害がいするための、花火だ。

　強きよう烈れつな熱と光を放つそれは、防ぼう御ぎよ用の兵器だったが、赤外線画像を覗のぞき込んでいた菅原隊長の目には毒だった。

　早く反撃しなければやられる。

　だが遅おそかった。

　再び目を開いたときには、自機は撃墜されていた。

「くそ！」

　前方のタッチスクリーンを殴なぐろうとして、超ちよう高価なハイテク機材だということに躊躇ためらい、横のキャノピーを殴る。

　高性能ステルス機に乗っておきながら、機体のせいにはできない。

　航空祭会場の映像を画面から消し去り、菅原隊長は眠ねむるように目を閉じた。

　Ｆ─３５Ａ〈ライトニングⅡ〉の性能を引き出せる国内有数のライトニングドライバーとして、この晴れの舞ぶ台たいを任されたが、大失敗に終わってしまった。

　相手のパイロットが規格外の才能を持っていた。そして、自分はうまく乗りこなせなかった。決して機体の性能に問題があるわけではない。そう、上官には説明するつもりだ。

　それが長年連つれ添そった愛機に対する礼れい儀ぎというものだった。
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「結人くん、いえーい！」

　航空祭の会場に降り立った結人は、歓かん喜きの笑えみを浮うかべる燕子花とハイタッチを交かわした。

「私、役に立てたかな？」

「ああ、ありがとう。囮になってくれたおかげで簡単に撃墜できたよ」

「やったー。どういたしまして」

「私も………………」

　無感動な顔で突つっ立っていた国府宮の頭を、結人はなでなでする。

「助かったよ。えらいえらい」

「……………………ふにゃぁ」

　と、声を出す国府宮。

　猫ねこみたいで可愛かわいかった。

「この野や郎ろう！」「ハラハラさせやがって」「よく勝てたな」

　後から走ってやってきた先せん輩ぱい達から、結人はどつかれたり担かつぎ上げられたり熱い祝福を受けた。

「五色ちゃんもいえーい」

　燕子花がハイタッチを求めるが、五色は気まずそうにロープの仕切りの向こうにいる観客達を見つめていた。

　誰だれもカメラを構えていないし、歓かん声せいも拍はく手しゆも起こらなかった。

　テントの下でパイプ椅い子すに座っている背広の集団は、こちらを睨にらんでいたり咳せき払ばらいを繰くり返したり、不ふ穏おんな空気を醸かもし出している。

　Ｆ─３５から出てきた暗い顔をした正装姿の航空自衛隊。

　コクレアから出てきた喜びに沸わく囚しゆう人じん服姿のテロリスト。

　桃もも太た郎ろうを見に来たはずなのに、鬼おにが桃太郎に勝ってしまう劇を見せつけられたような。

　衝しよう撃げきの展開を目まの当たりにした観客達は言葉と表情を失っていた。

　勝つことに一いつ生しよう懸けん命めいで、場の空気を読めていなかったことにようやく気付いた結人は、滑かつ走そう路ろを歩きながら頭を搔かきつつぺこぺこ頭を下げる。

「いやぁ、なんかすみません」

　この勝利を歓かん迎げいされていないことに気がついたＡＣＴＳの生徒達は、皆みな押し黙だまった。

『航空自衛隊精せい鋭えいパイロットによるテロリスト掃そう討とう作戦、いかがでしたか？　Ｆ─３５の活かつ躍やく、かっこよかったですよね。テロリストから私達を守ってくれたパイロットの皆さんに盛せい大だいな拍手をって……この原げん稿こう、ほんとに読み続けていいんですか？』

　アナウンスのお姉さんが途と中ちゆうで耐たえきれなくなり、思わず本音を口にしてしまった。

　ＡＣＴＳの校長兼けん、結人が所属するアポストロス飛行群の司令を務める、東ひがし村むら司令が防衛省の背広組に𠮟しつ責せきされているのが見えた。

　いつも冷たい顔をして生徒を律する立場の東村司令が頭を下げているのを見ると、いたたまれなくなり、結人は歩み寄る。

「テロリストが勝ってどうする！」

　と、𠮟しかられた東村司令は、頭を下げたまま表情を変えずに喋しやべった。

「この催もよおしは空対空戦せん闘とう訓練であり、生徒達には全力で戦えと指示しました。台本が必要であったのならば、事前に告知していただかないと」

「茶番は必要ない。だが、あれはやりすぎだ。空戦にも礼儀や格式というものがある」

「我々は民間軍事学校です。勝てない戦闘には意味がないと普ふ段だんから教育しております。今回は官民の結果に対する意識の差が表れた試合かと」

「それは私達に対する批判か？」

「滅めつ相そうもございません。以後、気をつけますので」

　結人の姿に気付いた東村司令は、強ごう引いんに話を終わらせて、テントの日ひ陰かげから出てきた。

「司令、俺のせいでごめんなさい」

　結人が謝ると、東村司令は結人の背中を叩たたきながら来らい賓ひん席から離はなれようと促うながしてきた。

「なぜ謝る？」

「だって、みんな怒おこってましたし」

「むしろよくやったと褒ほめたいくらいだ。彼らは負け惜おしみを言っていただけだ」

　笑顔を誰にも見せたことがないほど厳格な女性司令官。

　今ももちろん笑ってはいなかったが、そのポニーテールは歩く度たびに嬉うれしそうに跳ねているようだった。

「いいんですか？」

「強いパイロットは大だい歓かん迎げいだ」

　東村司令の足取りはどことなく軽い。

　出店が立ち並ぶエリアまでやってくると、東村司令は一息つくように立ち止まった。

　いか焼きや焼きそばの匂においが漂ただよってくる。

「君の任務は終わりだ。あとは、自由行動をしたまえ」

「天あま草くささんに、ヘリの体験試乗のイベントを手伝えと言われているんですけど」

　模も擬ぎ戦が終わったら、奈雲の仕事を手伝うように言われていたのを結人は思い出した。

「それは君には無理だ」

「やりたいのですが……」

「いや、無理だ」

「俺、実家が遊覧飛行のヘリを飛ばす仕事をしていたので、そういうの得意ですよ」

「どうしてもやりたいと言うのであれば止めはしないが……」

　結人を見つめる東村司令の顔が、少し不安げになる。

「君よりも、燕子花君や国府宮君のほうが助けになると思う」

「どうしてですか？」

「行けばわかる。暇ひまそうな女生徒がいたらつれていってほしい」

　役に立たないと言われているようで納なつ得とくがいかなかったが、結人は彼女達を奈雲の下もとにつれていくことにした。




　ヘリコプター体験試乗会場に辿たどり着いた結人は自分がなぜ役に立たないかを知った。

　お客さんによって形成された長ちよう蛇だの列れつの先頭にいた奈雲の恰かつ好こう。

　おへそやお腹なかが露ろ出しゆつした水着のようなセパレート衣い装しようを着ていた。

　胸の谷間や肩かたまで大だい胆たんに露出している。

　革かわのブーツと手て袋ぶくろというイベントコンパニオンのような恰好で、奈雲はお客を案内する。

「次に搭とう乗じようされる四人は手を挙げて、はい。天てん井じようが低いので頭をぶつけないように気をつけてお乗りください」

　兵員輸送用ヘリの後部座席へと案内されたお客が、鼻の下を伸のばして顔を赤くしながら乗り込む。

　長い列の中にいる誰もが、ヘリコプターではなく、奈雲の姿に見とれているように見えるのは気のせいだろうか。

「模擬戦よりも大事な仕事ってこれだったのか」

　結人が話し掛かけると、営業スマイルを浮かべていた奈雲は不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「遅い！　忙いそがしいんだから、ユイ君もあっちのヘリを飛ばして」

「いや、俺が飛ばしても、誰も乗ってくれないって」

「どうして？　機体が増えて早くヘリに乗れるのだったら嬉しいでしょ」

「みんな奈雲目当てで並んでると思うんだけど……その恰好、恥はずかしくない？」

「恥ずかしいわよ。でも、空軍のお堅かたいイメージ払ふつ拭しよくするための伝統だから、この衣装は欠かせないのよ」

　普段からギャルっぽい服を着こなす奈雲が顔を赤くするほど今の衣装は露出が多かった。

「こういう仕事って奈雲はすごく嫌いやがりそうな気がしたけど、意外だな」

「航空祭に来る人達は、みんな飛行機が好きでたまらない純じゆん粋すいな人達なのよ。せっかく来てくれたんだから、もっと飛行機の楽しいところを知ってほしいじゃない？　それだったら私も一ひと肌はだ脱ぬぐわよ」

　恥じらいながらもお客さんを信じていた奈雲は笑顔でそう言った。

「そうかなぁ」

　ヘリではなく奈雲にレンズを向けているお客を見ながら、結人はぼやいた。

「どっちにしろ俺には無理だから」

「手伝ってくれないの？」

「だから、代わりをつれてきた」

　結人に紹しよう介かいされて出てきた女子二人も、奈雲と同じくイベントコンパニオンのような恰好をしていた。

「これ恥ずかしいかも……」

　燕子花がへそを両手で隠かくしながら現れた。

「あなた、チアリーディングをやっていたんでしょ？　燕子花さん。何を恥ずかしがることがあるのよ。お堅い空軍のイメージを払拭したくないの？」

　奈雲が窘たしなめた。

「そんなことしたくないよー。お堅いカッコイイパイロットに憧あこがれてたのに」

　奈雲に向いていた視線とカメラが、一いつ斉せいに燕子花に向けられて、彼女は後ろに仰のけ反った。

「えっ、やだ」

「国府宮さんを見てみなさい。堂々としてるじゃない」

「……………………………………ふにゅ？」

　ボケーッと突っ立っていた国府宮は、名前を呼ばれて首を捻ひねる。
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「沙羅ちゃんは裸はだかでも人前に出られる変態さんでしょ」

「……………………………………ん？」

　氷のような表情だった国府宮の眉まゆ根ねがぴくりと動く。

「恥ずかしいよ。結人くーん、もうやめていい？　一いつ緒しよにお祭りまわろ？」

「燕子花さん？　恥ずかしいとは何？　このお堅い航空祭のイメージを少しでも明るくしようという気き概がいがあなたにはないというのかしら？」

「……………………………………仕事だから」

「結人くん助けてー」

　奈雲と国府宮に両りよう腕うでを摑つかまれている燕子花に向かって、結人は申し訳なさそうに手を振ふった。

「ごめん、頑がん張ばって」

　東村司令の命令を泣く泣く遂すい行こうした結人は、後で燕子花におごってやろうと思いながらその場から逃にげた。




『アクロバット飛行第一部では、米国のトップパイロットをお招きしての催もよおしとなります。日米の若きパイロット達の共演をご覧ください』

　青と白のブルーインパルス六機が並んで飛行している中に、灰色の機体一機が唐とう突とつに加わった。米国の旧型機、Ｆ─１６だった。

　六機のブルーインパルスがきちんと並んでまっすぐ飛ぶ中、Ｆ─１６が機体をぐるぐるロールさせながら踊おどるように舞まっていた。

　接せつ触しよくしそうなほど密集していた機体の間を縫ぬうように飛ぶＦ─１６は、さながらダンサーを従えた歌手のようだった。

　他の機体も素晴らしい飛行を見せていたが、米国から招待されたＦ─１６は一際輝かがやいて見えた。

「すげぇ」

　と、思わず声を漏もらしながら、結人も他の観客と一いつ緒しよに拍はく手しゆをした。

『七機は皆みな様さまの前で連続三回捻ひねりをお見せした後、四〇〇〇メートルまで急きゆう上じよう昇しよう致いたします』

　会場に大迫はく力りよくのエンジン音を響ひびかせながら、七機が翼つばさで地上のお客に手を振ふるように素早く三回転した。

　十分に観客を沸わかせた後、七機はそれぞれ散らばりながら空高く上昇していった。

　そのときだった。

　一機のブルーインパルスが真上を目指す仲間からはぐれて真横に飛行を始めた。

　誰だれが見てもおかしいとわかるような、ふらついた飛行だった。

　その機体は放物線を描えがくようにして緩ゆるやかに地面へと向かっていた。

　さっきまで軽快に解説を続けていたアナウンスが急に止まった。

　この異常事態の中、解説は続けられないのだろう。

　はぐれた機体の高度は下がり続けているのに速度は上がり続けている。

　このままだと墜つい落らくしかねない。

　結人には何が起こったのかおおよそ想像がついた。

　パイロットならば誰もが経験したことのある平へい衡こう感かん覚かくの喪そう失しつ。

　ヴァーティゴと呼ばれる症しよう状じようだ。

　これに陥おちいると自分がどこを目指して飛んでいるのかわからなくなる。

　一いつ般ぱん人には説明しがたいパイロットだけが知る恐きよう怖ふ。

　だが、日常生活でも似た症状に陥ることはある。

　電車に乗っているとき、駅に停まっているにもかかわらず、出発したと錯さつ覚かくする症状。

　周囲の電車が動くのを見て、まるで自分が動き出したと思い込んでしまう。

　止まっているのに動いたと思ってしまう。

　これと似た原理で、飛行機を操縦しているとき、上昇しているはずなのに実は下降していた、なんてことはよくある話だった。何かがおかしいと違い和わ感かんを覚えても、自分ではどうすることもできなくなる。

　ヴァーティゴから回復できないブルーインパルスは、相変わらず下降を続けていた。

　次の瞬しゆん間かんには墜落が想像できるほど、地面と接近していた。

　観客達が目を閉じる。

　そのとき、ブルーインパルスの目の前をＦ─１６が横切った。

　Ｆ─１６はお手本を見せるかのように墜落から逃のがれる軌き道どうを辿たどりながら急上昇する。

　目が醒さめたかのように、ブルーインパルスはＦ─１６を追って、急上昇を開始した。

　危うく地面とキスしそうだったブルーインパルスは、命の恩人に感謝を示すように翼を振った。

『えー、お騒さわがせいたしました、パイロットにちょっとしたミスがありましたが、アクロバット飛行を再開致いたします』

　会場全体が安あん堵どの溜ため息いきで溢あふれた。

　加速しながら墜落する機体を追い抜ぬく速度で救きゆう援えんに向かったＦ─１６のパイロット。

　あの米国パイロットの度胸や技術は本物だった。そして、あんなふうに仲間のために命を賭かけられるパイロットになりたい。

　結人は憧あこがれの眼差しで、Ｆ─１６の飛ぶ姿を追いかけていた。




　アクロバット飛行の第二部が始まってしばらくしたときだった。

「さっきの空中待機は素晴らしいアイデアだった」

　頭上から響くエンジン音が遠ざかった瞬間だったからなのか、その声はよく響いた。

　さっきの模も擬ぎ戦を見た人が声を掛かけてくれたのだと思い、周囲を見回したが声の主ぬしが見つからない。

　隣となりに背が高くて色白の美人が立っているのに気がついた。

　細いシルエットの黒ドレスを身に纏まとい、左目には黒い眼帯をしていた。

　航空祭には似つかわしくない恰かつ好こうだったが、それ抜きにしても、彼女は周囲から浮ういて見えた。

　さっき話し掛けてきた声は低くうねるような男性の声だったので、結人は彼女から目をそらした。

「褒ほめたつもりだったけど、気に入らなかったかな？」

　とても低い声だった。

　背の高い美人が、結人に視線を向けていた。

「あの、男性の方ですか？」

「そうだけど？」

「ごめんなさい。女性だと思ってました」

「よく間違えられる。名前も冥めいっていうし。女みたいだろ」

　冥は結人にウインクした後に苦笑いした。

　長い黒くろ髪かみを押さえながらのその仕草は美しい女性にしか見えなかったが、彼の太くて低い声が現実を教えてくれる。

「結人さん、君の操縦は素晴らしかった。ホバリングでレーダーから隠かくれるなんて大だい胆たんだ」

「詳くわしいみたいですけど、ヘリのことわかるんですか？」

「飛行機のことならたいてい知っている。俺もパイロットだ。アメリカの学校を前に卒業した」

「もしかして、さっきのＦ─１６のパイロットの方ですか」

「よくわかったな」

「あのっ、すごかったです。あんなすごいスピードで仲間のために突つっ込こむなんて」

「たいしたことないさ。結人さんの方がすごい」

「まさか」

「結人さんは味方の四機にも指示を出して敵を攪かく乱らんしていた。俺にはあんな芸当できない。まだ君は入学して間もないし、きっと同じチームの仲間のことをよく知らないだろ？」

「俺のことどうしてそんなに知ってるんですか？」

「アナウンスで紹介されていた。まだ新人だと」

「そうですね。まだ新人なので先輩達とはまだそんなに話したことないです。でも、同じ学校なんだし、よく知らなくても団結はできますよ」

「俺はよくわからない者のために、よくわからない者と戦うことができない。だから、首席で卒業しても正規軍には入らなかった」

「チームワークを取れないってことですか？」

「いや、目に見える範はん囲いの仲間のためなら戦える。だけど国や宗教が同じだからという理由で、俺は他人を仲間だとは思えない。同じように、国や宗教が違うからという理由で、他人を敵とも思えないんだ。そういう病気みたいなものさ」

　周囲の観客が拍はく手しゆしたのをきっかけに、二人も上空を見上げる。

　ブルーインパルスがそれぞれ違う色の煙けむりを曳ひきながら虹にじを描えがいたのを見て、冥は子供みたいに綺き麗れいだなーと呟つぶやいた。

「難しそうな病気ですけど、それで何か困ることってあるんですか？」

「国のために、何の恨うらみもない他人を殺す。今日会ったばかりの他人と協力して。それができなければ使えないパイロットになってしまう。俺は身近な人を守りたいだけなんだ。飛行機は好きだが、人殺しや戦争が好きなわけではない」

「同感です。俺も……例えばああやってアクロバット飛行で誰かに楽しんで貰もらえるような、誰かを幸せにできるようなパイロットになりたいです」

「気が合うな」

　年とし甲が斐いもなく照れたように笑う冥を見て、結人は目線を外してしまう。

　アメリカの学校を首席で卒業できるエースパイロット。

　そして、考え方も似ているし、好感が持てる。

　自分の目標にすべき憧れの存在が目の前に現れたのだった。

「あの、聞いていいですか？」

　結人は緊きん張ちようしながら聞いた。

　冥は微笑ほほえみながら優やさしく頷うなずいてくれる。

「どうやったらあなたみたいなすごいパイロットになれますか？」

「さっきも言ったけど、君のほうがすごい」

「それって……聞いちゃいけないかもしれませんけど……」

「構わない」

　結人は冥の片目を隠す眼帯を見ながら、

「目を怪け我がしたからうまく飛べない、とかですか」

「これは子供の頃にできた傷だ。怪我のあるなしは俺の実力に関係ない」

「そうなんですか」

「純粋に結人さんは俺より優すぐれているパイロットだよ」

「俺、まだ新人なんです。それに、さっきの模も擬ぎ戦はみんなのおかげで勝てたんです。一緒に乗っていたパイロットがすごく優ゆう秀しゆうだったので」

「結人さんのパートナーか。そんなにすごいのか？」

「はい、その子のおかげで、敵の位置もおおよそ把は握あくできたし、こっちの位置も知られずに済んだんです。コクレアの装備を完かん璧ぺきに使いこなせるのはたぶんあの子だけです」

「どうして？」

「それは……」

　半ば自じ慢まんげに、コクレアをデザインした天才設計士だからです、と答えようとして途と中ちゆうで結人は口をつぐんだ。

　灰松五色の正体は極ごく秘ひ中の極秘だった。

　会ったばかりの他人にそれを話すわけにはいかない。

　コクレアだけではなく次世代を担になう超ちよう兵器の開発もこなす五色は、軍事力を求めるあらゆる組織に狙ねらわれている。つい先日、五色はテロ組織に誘ゆう拐かいされて、結人は彼女を助け出すために命がけの戦いを強しいられた。

　いくら冥が憧れるべき存在だとしても、五色の秘密を簡単には話せない。

「すまない、意地悪な質問をしたみたいだ」

　結人の表情から事情を察したのか、冥は喋しやべるなとばかりに唇くちびるに人差し指を当ててウインクした。

「いえ、そういうわけじゃないんですけど……」

「優秀な人が君に協力してくれる。それも君の能力だ。優秀なパイロットにはいい機体と人間が自然と引き寄せられるんだ。きっとその子も、結人さんと組めてよかったと思っているはず」

「そうだったら嬉うれしいです」

「君はいい人間だ。会えてよかった」

　冥が差し出した手を結人は握にぎった。

「俺もです。また会えたらいいですね」

　冥の手は細くて真っ白だった。

　パイロットの手というより、学者や研究者の手だ。

「今度会えたらいい物を見せてやろう。結人さんならきっと驚おどろくはず」

「何でしょうね。楽しみです」

　二機のブルーインパルスが大空に煙でハートマークを描いたところで、観客達から大きな拍手が沸わいた。

　冥は上空に向けて投げキッスをした後、サングラスを掛かけて歩き出した。

　普ふ通つうの人間がやれば恥はずかしい仕草だろうが、彼がやると何もかもがかっこよかった。

　結人が冥の後ろ姿を見送っていると、買い物に出かけていた五色が帰ってきた。

　出店で買ってきたたこ焼きを抱えて満面の笑みだった。

「結人さん見て！　かつおぶしがたこ焼きの上でダンスしてる！」

「ほんとだ、すごく動いてる」

「冷めたらおいしくないかなって思って、急いで買ってきましたぁ」

「そっか、ありがとう」

「お祭りのたこ焼き初めて買えたぁ。嬉しい……アクロバット飛行、まだ終わりませんよね？」

「あんまり見てなかったからいつ終わるのかよくわからない」

「えっ、楽しみにしてたんじゃないんですかぁ？」

「すごくきれいなパイロットに会って、ずっと話してたんだ」

「きれいだったんですかぁ、女の人？」

「いや、背がすごく高くてよく見れば絶対男性なんだけど、でも女性に見える、みたいな」

「あはは、なんだろそれ」

　そうやって笑う五色も、背が小さすぎて女の子にしか見えないのだが、キャップを被かぶって変装している今は男の子に見える。

「あの人も、変装のために女性みたいな恰かつ好こうをしてたのかもしれないな」

　もう一度会えることを願いながら、結人はそう呟いた。
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　長なが野のの航空祭が終わって三日後。

　結ゆい人とはコーヒーカップを磨みがきながら、憂ゆう鬱うつそうに窓の外を見る。

　上空に向かって飛び立つ戦せん闘とうヘリコプターの姿が見えた。

　ヘリを操縦しているのは、結人と同じ若い航空学生だった。

　東とう京きよう湾わんの西方に位置する羽はね田だ基地を飛び立った彼らは、高層ビル群を眼下に見み据すえながら、地平線の向こうにうっすら見える富ふ士じ山さんに向かって訓練飛行を行う。

　訓練とはいえ、快晴の空を散歩するのは地上では味わえない快感が伴ともなうことだろう。

　一方の結人は、部屋の中で、延々とコーヒーカップ磨きだ。

　どんな汚よごれも落とすスポンジを使っているのに、カップに付いたコーヒーの染しみは消えてくれない。カップの持ち主が長い間まともに洗っていなかったのが原因だろう。

　先進航空戦闘兵訓練学校Advanced Air Combat Training School。通つう称しようＡＣＴＳと呼ばれる、トップパイロットを生み出すための学校に結人が入ることができたのはつい二ヶ月前のことだった。

　飛行機の数や予算には限りがある。

　新人訓練生の結人が空を飛べる時間は、そう多くはない。

　いまの結人に課せられた任務は、エースパイロット様のために用意された個室で、エースパイロット様が愛用されている食器類をピカピカに磨くことだった。

　燕子花かきつばたや国府こうの宮みやが一いつ緒しよに乗りたいと誘さそってくれたが、結人はやむなく断ってしまった。

　本当は彼女達と一緒に飛びたい。

　染みの落ちないカップをテーブルに置いた結人は、ソファに背中を預けて気け怠だるそうにあくびをした。

　さすがにやってられない。

「ちょっと寝ねるか……」

　そう呟いたとき、部屋の扉とびらが開け放たれた。

　入ってきたのは、この個室の主あるじだった。

　結人は姿勢を正して、コーヒーカップ磨きを慌あわてて再開する。

「いま、だらけてなかった？」

「だらけてない」

「掃そう除じもろくにできないようじゃ先が思いやられるわね」

「お前に言われたくない！」

　格式と権けん威いを感じさせるＡＣ先進航空戦闘ＴＳ兵訓練学校の正装が似合う、黒くろ髪かみロングの強気な女の子だった。

　天あま草くさ奈な雲くもは結人と同じ十七歳だった。

　それなのに、学校内での地位は天と地ほどの差がある。

　奈雲はエースパイロット、一方の結人はまだ練習生だ。

　この学校では、自分より実力のあるパイロットには服従しなければならないルールがある。学校内では、結人は奈雲の奴ど隷れいと化していた。

「どういうことかしら？」

「掃除ができないのはお前の方だろ！」

「上官に対してその口の利きき方は何？」

　奈雲はポケットからピンクカードを取りだそうとする。

　三枚与あたえられると強制退学させられる、学生にとっては恐きよう怖ふのカードだった。ランク上位の生徒は下位の生徒に対して自由にカードを与えることができる。

　結人はそのカードを見ただけで身み震ぶるいした。

「申し訳ありませんでした」

「わかればいいのよ」

「権力を与えちゃいけない人間っているよな」

「まさかそれって私のこと？」

「違ちがいます……」

　奈雲はやたら結人に辛しん辣らつだった。

　女性としての魅み力りよくもパイロットとしての腕うでも、何もかも完璧だったが、それ故ゆえに奈雲は傲ごう慢まんだった。

「なんで俺だけカップ磨きなんだよ。嫌いやがらせなのか？」

「なんで嫌がらせになるのよ」

「みんなが飛行訓練してるときにわざわざこんな命令するから」

「わざわざって何よ」

「奈雲って俺のこと嫌きらいなんだろ。今、一緒に暮らしてるし、俺に対してストレスが溜たまってるのかと思って。実は、一人暮らしするための物件探しを始めてるんだ」

　そこまで言って、奈雲の目が驚きに見開かれていることに結人は気付いた。

　稲いな妻ずまに打たれたみたいに奈雲は立ち尽つくしている。

「どうした？　俺、変なこと言った？」

「そこまで言うことないじゃない……」

「え？」

「……そうやってわかったように勝手に私の気持ちを決めつけるから腹が立つのよ」

「ごめん……よくわからないけど……」

「……嫌いな人に、自分の部屋触さわらせたくないし、家にも住まわせないわよ」

「でも、みんなと一緒に飛行訓練させないなんて、嫌われてるとしか思えないし」

「そんなにあの子達と飛びたいんだったら飛ばせてあげる」

　奈雲はがっかりしたように肩かたを落としていた。

「ありがとう。これで飛行時間が増える」

　結人は思わず笑えみを浮うかべる。

「飛行時間が増えるから嬉しいの？」

「そうだけど？」

「そうだったんだ……」

　奈雲は気を取り直したように腕組みをする。

「突とつ然ぜん引っ越こしたりしないでね。こっちにも段取りってものがあるんだから」

「うん。突然故郷から出ていって連れん絡らくも寄こさなかった奈雲に言われると腑ふに落ちないところがあるけどな」

「そこは……若気の至りってことで何も言わないでほしいわね」

　結人と奈雲はお互たがい気まずそうに目をそらした。

　なぜ奈雲は突然故郷を捨てたのか、その理由がはっきりわからなかった結人だったが、今の状じよう況きようでは聞きづらかった。

「それで……何で部屋に戻もどってきたんだ？　教官の仕事で忙いそがしいんじゃなかったのか？」

「あっ、そうだった。急きゆう遽きよ、招集が掛かったのよ」

「へぇ、じゃあ、いってらっしゃい。俺は真ま面じ目めに掃除してるよ」

「ユイ君も来るのよ」

「何で俺が？」

「司令直々の命令よ。何かしでかしたんじゃないの？」

　まったく思い当たる節がなかった結人は首を捻ひねった。




　彼女の性格を映したように、東ひがし村むら司令の個室は整理整せい頓とんが行き渡わたっていた。

　書類やパソコン、ティッシュの箱にいたるまで、区画整理された街のように一ミリの狂くるいもなく机き上じように並べられている。

　東村司令は背筋をピンと伸のばして椅い子すに座り、結人と奈雲を睨にらんでいた。

「𠮟しかられる前に謝ったら？」

　奈雲が小声で囁ささやく。

「俺、何もしてないって」

　とは言ったものの、東村司令の冷たい視線に結人の心は落ち着かなかった。

　二人を律するように咳せき払ばらいをした後、東村司令は話し始めた。

「航空祭ではよくやってくれた。今回呼び出したのは他ほかでもない。かの模も擬ぎ戦の勝利を評価されて、私達に依い頼らいがきたのだ」

　悪い話ではなさそうだったので、結人はほっとした。

「それでは今回の依頼者を紹しよう介かいする。お入りください」

　呼ばれて司令官室に入ってきたのは、年とし端はもいかない幼女だった。

　金色の長い髪かみ、レースをあしらったブラウス、フレアスカート、エナメルのストラップシューズ、お人形みたいな可愛かわいい外国人の女の子。

「私の名はクリスと申します。あなた達にお願いがあって、馳はせ参じました。どうぞよろしくお願いします」

　幼く可愛い声でしっかりとした言こと葉ば遣づかいをするクリス。

　結人と奈雲がぽかんとしているのを見て、東村司令が補足した。

「彼女は米国空軍学校回かい転てん翼よく機科のエースパイロットだ」

「え？　まだ子供に見えるんですけど何歳なんですか？」

　奈雲が信じられないとばかりに聞いた。

「十三歳です。あら、そのお顔は何ですか？」

　腰こしの後ろで手を組んで首を傾かしげる金きん髪ぱつ美少女。

「若すぎるわよ」

「ニッポン人は既き成せい概がい念ねんに囚とらわれすぎです。我が国は人種性別年ねん齢れい問わず、実力のある者はしっかりと評価される文化があります。ダイバーシティってご存じありませんか？　多様性の喪そう失しつが始まったときに社会の衰すい退たいが始まるのです」

「偉えらそうに言うわね」

「私の若さに嫉しつ妬としないでください」

「してないわよっ！　で、何の依頼をしにきたのよ」

「はっ」

　ちょっと自じ慢まんげに話していたクリスは、奈雲に本題を急せかされて、気を引き締しめた。

「ナガノでの模擬戦見ました、すばらしかったです。ステルス機をヘリで全ぜん滅めつさせるなんて驚おどろきました。ぜひ、私達のブロンコ飛行隊と、模擬戦で勝負していただけませんか？　先進的な空戦技術を追求し続けるＡＣＴＳとは、一度戦ってみたかったのです」

「というわけだ。他国との共同訓練は貴重な機会だ。お受けすることにした。京きよう塚づか、お前がもう一度隊長機に乗り、チームを編制しろ」

　東村司令が補足するように言った。

「おー、あなたが京塚結人なのですね。あのときのグレートキャプテン！　Ｆ─３５相手に大逆転したとき、私の心は震ふるえました！」

　エナメルの靴くつを鳴らして近づいてきた金髪美少女に、結人はどぎまぎしてしまう。

「そ、そうですか」

「好きです！　私と結けつ婚こんしませんか？」

「えっ、いきなり？」

「違う人種、優ゆう秀しゆうなパイロット、私、あなたの遺伝子欲ほしいです。多様性が大事だと先ほどお話ししました。結婚しましょう」

　両手を組んで祈いのるように迫せまってくるクリス。

「い、遺伝子って……」

　大だい胆たんなクリスの物言いに、結人は顔を赤くする。

　クリスを遮さえぎるように奈雲が血相を変えて割り込んできた。

「こらこらこら！　これだからアメリカ娘むすめは。気安く告白しない！」

「あら、いけませんか？」

「日本人は思いを秘ひめる奥ゆかしい恋れん愛あいが美徳なの！　そんなに好き好き言いまくる女性はお呼びじゃないわ。日本の文化を土足で踏ふみにじられたみたいで気に入らない」

「奈雲も見た目は日本人にみえないじゃないか」

　奈雲の青い瞳ひとみ、長い手足、真っ白な肌はだを見て、結人は言った。

「うるさい！　私はクォーターなの！　とにかく、大胆な告白は禁止！」

「結人、大胆な告白はお嫌いですか？」

　丸くて大きな目をパチパチさせながら首を傾かしげる十三歳の女の子。

　サクランボのような香かおりに誘さそわれて、結人はつい本能で答えてしまった。

「大好きです」

「こら！　ロリコン！」

　結人は奈雲に引っぱたかれた。

「痛い！　何するんだよ」

「相手は十三歳よ。最近まで小学生だったのよ」

「小学生か。それはやばいな。あんまり可愛かったから、つい」

「でしょ、犯罪よ」

「ところで、奈雲って、顔に似合わず奥ゆかしい恋愛をするタイプなんだ……なんか意外だった……」

　幼おさな馴な染じみなのにそういう話を一度も聞いたことがなかった結人は納なつ得とくしたように深く頷うなずいた。

　知られたくなかったことなのか、奈雲は口元を手で押さえながら、汗あせばんだ顔を結人から背そむけた。

「おー」

　クリスは結人と奈雲の関係を察したように一歩身を引いた。

　東村司令は興味のなさそうな顔でデスクの上の書類に目を通していたが、堰せきを切ったように話し始めた。

「米国空軍学校は世界最強のパイロットが集まる場所だ。格下の我が校が楽に勝てる相手ではない」

　クリスがえっへんと自慢げな顔で東村司令の話を聞いていた。

「恥はずかしい試合にならぬよう、模擬戦に向けて特別訓練を命じる。恒こう例れいとなっている春の合宿はいつもと違うものにしようと思う」

「合宿なんてあるんですね」

　今年入学したばかりの結人は、合宿をもちろん体験したことがない。

「普ふ段だんはトップパイロットを目指し生徒同士が争いあう授業が多いが、今回はチームワークを強化したい。実戦は編隊のコンビネーションが重要だ」

「チームワークか……」

　結人はそう呟つぶやいて、隣となりで思し慮りよ深そうに俯うつむいている奈雲を見た。

　この学校にチームワークがないことを彼女も理解していた。

　実力のある者が実力のない者に命令を下せる校則。

　そのせいで、生徒達は普段殺さつ伐ばつとしている。

　実際、結人も入学したばかりなのに、先せん輩ぱいに因いん縁ねんをつけられて、ガチバトルで決着をつけたことがあった。

　そんな生徒達が急に仲良くなれと言われても難しいのではないか。

　結人は隣にいる奈雲と目を合わせた。

　身近な幼馴染みのパイロットとさえ良好な関係を築けていない事実に気付いた二人は、互いに溜ため息いきをついた。







　学校が終わり、帰宅した結人と奈雲は入浴と夕食を済ませてリビングにいた。

　奈雲が借りている高級マンションに住まわせてもらった当初、結人は毎日のように緊きん張ちようしていたが、今ではすっかり自分の落ち着ける家となっていた。

　ソファに座ってテレビを見ながら、結人は少々浮かれていた。

「奄あま美み大おお島しまでの合宿。訓練と言っても旅行みたいなものだよな。楽しみだ」

　結人の隣に座っていた奈雲は膝ひざの上に広げた薄うす型がたパソコンを睨みながら、不ふ機き嫌げんそうに言った。

「テレビの音、小さくしてくれる？」

「なんで？」

「仕事中」

「家に帰ってまで？」

「奄美大島までの部隊移動計画書作ってるの」

　パジャマ姿でキーボードを叩たたき続ける奈雲に向かってごめんと言いながら、結人はテレビの音量を絞しぼる。

「部隊移動なんとかって何？」

　結人が聞くと、奈雲は刺とげ々とげしい溜息を漏もらしながら、

「コクレア六機と他の練習機を十機、東京から奄美大島まで移動させるための計画書」

「船とかで運ぶんじゃないの？」

「そんな時間ないもの。増ぞう槽そうに目め一いつ杯ぱい燃料入れて、宮みや崎ざきで一いつ旦たん補給、一日掛がかりで移動するのよ」

「コクレアに乗って移動か。軍用機で旅行っていうのも楽しそうだよな」

　きっとレーシングカーでドライブするようなものだろう。

　機動力のある軍用ヘリで移動するのは。

「旅行じゃなくてこれも訓練。航空路渋じゆう滞たいの兼かね合いで最短ルートを通れないかもしれないし、向かい風を受けたら補給が一回じゃ済まなくなる。故障が起きたときどこで修理してもらうのか。どこの管制に誘ゆう導どうしてもらうのか。天気が悪くなったらどうするのか。それらを全部決めて、運用班長と整備班長と司令から決裁を受けなきゃいけない」

　奈雲の眉み間けんに皺しわが寄っている理由がわかって、結人は浮うかれていた気分が銷しよう沈ちんしてしまう。

「すごく大変そう……」

「ユイ君って昔から飛行機バカなとこあるけど、そのせいで他人を傷つけたことない？」

「飛行機バカって？」

「飛行機しか見えてない。自覚ない？」

「なくはないけど、そこまで酷ひどいかな？」

「昔は酷かった。飛行機ばかり見て、他人のことを見ようともしてなかった」

　キーボードを叩き続ける奈雲の顔を見つめる結人。

　今と昔では大きく違っている奈雲。

　故郷を飛び出す前は、普ふ通つうの女の子だったのに、今では誰だれも追いつけないエースパイロットに成長した。

「奈雲が緑みどりヶが島しまを飛び出したのって俺のせいだよな」

「そうね」

「理由はわからない。たぶん、あのときは飛行機にしか興味がなかった」

「そう。じゃあ、今、私の気持ちを伝えたら、応こたえてくれる？」

　キーボードを叩くのをやめて、奈雲は結人の瞳から目を離さなかった。

　真しん剣けんな眼まな差ざしに刺さされて、結人は頭の中が真っ白になりながらもなんとか口を開いた。

「気持ち？　うん、わかるように努力するよ……」

「じゃあ………………」

　奈雲は何かを言いかけてから、自分に失望したみたいに肩かたを落とした。

「やっぱり、やめとく」

　再び仕事に戻もどった奈雲。

　安心したような残念なような、複雑な心境になる結人。

「普通の生徒には旅行みたいなものだから、合宿楽しんで」

　教官目線で発言した奈雲がどこか遠い存在に感じられて、結人は寂さびしくなる。

「何か困ったことがあれば手伝うよ」

「そう、ありがと」

　奈雲の声は素っ気なかった。

　距きよ離りを取られている。

　飛行機しか見えてないと言われたばかりの結人は奈雲を気き遣づかおうと努めた。

　結人は立ち上がった。

　キッチンに行って、お茶でも淹いれてきてあげよう。




　　　　×　×　×




　奈雲の努力の甲か斐いあって、東京から奄美大島への部隊移動はトラブルなく終わった。

　移動日の翌日から訓練が始まった。

　東京では激しく行き交かう旅客機や航空自動車に配はい慮りよするため、遠海に移動してからの訓練だったが、奄美大島に近い離り島とうでは縦じゆう横おう無む尽じんに空を使うことができた。

　訓練時間も東京より長く確保できたため、チームワークが向上すると思われたが。

『どいてどいてどいて！　私が撃うち落とすから！』

『燕子花さん、五ご色しきさんの方が近いんです。任せてください』

『私が狙ねらえる位置！　私に譲ゆずって！』

　普ふ段だん撃げき墜つい数を奪うばい合って切せつ磋さ琢たく磨ましている生徒達がそうそう変わるはずがなかった。

　連れん係けい不足の二機がもたついている間に、敵機役だった先輩達が勝利してしまう。

　砂すな浜はまから彼女達の戦せん闘とうを見上げていた奈雲は、落らく胆たんしながら無線機に向かって話した。

「僚りよう機きは長機の指示に従って。僚機は常に長機の死角をカバーすること」

「長野のときはうまくいったのになあ」

　奈雲の隣で戦せん況きようを見上げていた結人はぼやいた。

「操縦自体はうまくなってきたけど、連係はまだまだね」

「アメリカのブロンコ隊って、こういう連係も完かん璧ぺきなのか？」

「二機どころか四機でフォーメーション組んでくるわよ。あの国の人達って、自己主張強いようで自分が引いて味方を活いかすのが上手うまいから」

「クリスちゃん、自己主張強そうだよなぁ。大だい胆たんな告白だった……」

　人生で初めて求きゆう婚こんされたときの場面を思い返してうっとりしていると、結人は奈雲に足を踏ふまれた。

「いてっ！」

「ロリコン」

「なんでだよ」

「小さい子が好きなの？」

「違ちがうよ。はっきり好きだって言われたから、どきどきしただけだ」

「はっきり言われたほうがいいの？」

「そりゃ、好きだって言われたら嬉うれしいよ」

「ふーん……」

「小さいけど、クリスちゃんは強いんだろ。どうやったら勝てるんだ？」

「長野のときはどうだったのよ」

「みんな一いつ致ち団結してたな」

「ユイ君がリーダーになってまとめたんでしょ。だから司令もユイ君になんとかしろって言ったんじゃない？」

「あのときは、消去法で俺がリーダーになっただけだからなあ」

「何よ、隊長機、乗りたくないの？」

「そういうわけじゃないけど、俺のせいで負けたらと思うと不安だ……」

　結人が悩なやんでいるのを見て、奈雲は少し咳せき払ばらいしてから先輩としての意見を言った。

「とりあえず、こういうときは仲間同士の交流を深めるのがいいと思うわ」

「とにかく練習したほうがいいんじゃないかな？」

「飛行機のことばかり考えていたら上手くいかないわよ。飛行機は人が動かしているんだから。まずはチームのみんなの話を聞いたほうがいいんじゃない？」

　呆あきれ顔がおで言う奈雲に結人は反発心が湧わいた。

　まるで子供に諭さとすような言い方だった。

「時間がもったいない気がするけど、とりあえずみんなの話を聞いてみるよ」




　ヤシの木と輝かがやく海に囲まれた南国の砂浜で、ＡＣＴＳの生徒達は自由にレクリエーションを始めていた。チームの連係がうまくいかない中で、遊んでいる暇ひまなどないと思っていた結人は乗り気ではなかった。

　ビーチバレー、バーベキュー、海うみ釣づり、各おの々おの好きな場所で楽しむ生徒達を眺ながめながら、結人は自分のチームのメンバーを捜さがす。

　バーベキューコンロを囲みながら炭火で焼いた肉を頰ほお張ばっている集団に、結人は交じった。

「おう、京塚、また模も擬ぎ戦やるってな。今度は俺もチームに入ろうか？」

　校内ランク九位の北きた野の先輩が声を掛けてくれたが、結人は丁てい重ちように断る。

「申し出はありがたいんですけど、また長野のときのメンバーでやろうと思ってるんです」

「まあ、新人チームでやりたいのもわかるけどな。勝ちたくなったらいつでも声かけろよ」

「ありがとうございまーす」

　その新人チームの一員を捜していた結人は、ようやく国府宮を見つけた。

　串くしに刺さった牛肉を無表情で囓かじっていた。

「また服着てないの？」

「……………………邪魔」

　奄美地方の四月はまだ肌はだ寒ざむい。

　それなのに国府宮は小学生が着るようなスクール水着を着ていた。

「まだ浜はま辺べだから違い和わ感かんないけど、まさか整備のときもスク水じゃないよな」

「ヒラヒラがないから邪魔にならない」

「スク水にヘルメットでの整備は画え的にやばくないかな」

「………………裸はだかのほうがいい？」

「いや、スク水のほうがいい……」

「…………………………でしょ」

　国府宮は堂々たる面おも持もちで串に刺さった肉を口に運ぶ。

「聞きたいんだけど、みんなとはうまくいってるかな。仲良くやれてる？」

「……………………ぼちぼち」

「ほんとかよ。全然連係とれてないと思うんだけど」

「……………………そう？」

「チームワークが良くなるいい方法はないかな」

「みんなでゲームをするとか」

「いいね。国府宮は何がやりたい？」

「……………………野や球きゆう拳けん」

「国府宮、もう脱ぬぐ服ないじゃん」

「みんなを脱がせたい。裸でコミュニケーション」

　こいつに相談した俺が馬ば鹿かだった、とばかりに結人は項うな垂だれる。

「………………………………する？」

「野球拳？」

「…………………………この後デート」

「いや、あの、冗じよう談だんはやめて」

「……………………ふにゅぅ」

　国府宮はがっかりした顔になる。

「やっほー。結人君達、バレーやらない？」

　水着姿の燕子花が砂と汗あせにまみれた体で近づいてきた。

「……………………野球拳やらない？」

　串に刺さったピーマンを囓りながら国府宮は言った。

「面白そうだけど、スポーツのほうがチームワークよくなるよー。やろー」

　野球拳を断られて膨ふくれっ面つらをしていた国府宮を尻しり目めに、結人はなるほどと呟つぶやいた。

「確かにスポーツもよさそうだな」

「でしょ」

「模擬戦に挑いどむみんなでやってみてくれないか？」

「いいよー。でも、五色ちゃんいなくない？」

　燕子花は日差しを手で遮さえぎりながら浜辺を見み渡わたす。

「……………………さっきバーベキュー誘さそった」

「国府宮が五色を？」

「……………………うん、でも肉食べられないって」

「どこに行ったかわからないのか？」

「………………どっか行った」

「そうか」

　結人にも五色の居場所はわからなかった。

「私、あんまり五色ちゃんとお話ししたことないけど、心開いてくれてないのかなー」

　燕子花がしゅんとする。

「五色は守らなきゃいけない秘密が多いからだよ。気にしないほうがいい」

　結人は燕子花を気遣う。

「それはわかるんだけど、すごく壁かべを感じるなー。なんだか別の星の人って感じがするよー。天才だからかなー」

　憧あこがれと畏おそれが入り交じったような複雑な顔をする燕子花。

「………………私も、もっと機体のこと聞きたい。でも……」

　五色が設計した航空機にいつも整備士として関かかわっている国府宮は、五色を尊敬していた。

「うーん、五色ってチームに溶とけ込んでない？」

　結人が聞くと、二人は強く首を振ふった。

「あんまりかなぁ」

「…………全然」

「そうか……」

　無限の知識を持つ五色はチームの強力な武器だ。

　でも、チームワークの強化に関していえば、五色はどうみても穴だった。

　学校にもしばらく来なかったことがある五色なので、この合宿に参加してくれるだけでも奇き跡せきみたいなものなのだが。

　この機会に、五色とみんなの連係を深められないだろうか。

「結人君、提案！」

　燕子花が元気よく手を挙げた。

「どうぞ」

「五色ちゃんに心を開くように言うより、私達が頑がん張ばったほうがいいと思うんだよね」

「どういうこと？」

「例えば、五色ちゃんはお肉が食べられないでしょ。でも、ここにはお肉しかない。きっとここに五色ちゃんがいたら、なんで肉食べないのー、とかみんなに言われると思うんだよね。それだと五色ちゃんはここに居づらいよー。だから五色ちゃんの好きなものを用意してあげたらいいんじゃないかな。五色ちゃんに頑張ってもらうより、私達が頑張ろうよ」

「すごいな。俺には全然思いつかなかった」

　飛行機バカにはできない気き遣づかい。

　つい最近まで飛行機とは関係のない学校で普ふ通つうの高校生活を送っていた燕子花は、こういうときに素す晴ばらしいアイデアをくれる。

「未来の旦だん那なさんを支えるのがお嫁よめさんの役目だからねー」

　燕子花はダブルピースで蟹かにみたいにちょきちょきしながら、にへらと笑う。

「五色の好きなものか。魚は食べられるけど生魚はだめだって言ってたなー」

「こらー。大事なとこだけ無視しないでよー」

　深く考え込む結人に向かって、燕子花は涙なみだ目めになる。

「貝が好きだって言ってたな」

「…………………………じゃあ、獲とってくる」

　国府宮が決意したように首を縦に振った。

「国府宮も協力してくれるのか？」

「……………………うん」

「優やさしいんだなぁ」

　そう言った結人の側そばに寄ってきた国府宮は、スクール水着で締しめ付けられた体を密着させてくる。

　胸が。

　押し付けられる。

「いきなりどうしたんだ？」

　結人と同じくらい燕子花も驚おどろいている。

　隣となりの集団からは冷やかすような口笛が聞こえた。

　成人組はアルコールが入っていたので酔よっていた。

　結人は周囲の視線に怯おびえながら、国府宮を引きはがそうとする。

「どう、伝わった？」

「何が？」

「………………私の優しさ。体で伝える」

「そ、そういう伝え方はやめてって前に言っただろ」

　顔を真っ赤にして首を振っていた燕子花が、何かを覚かく悟ごしたみたいによしっ、と言い放つと、彼女も結人に体を密着させた。

「燕子花までどうした!?」

「沙さ羅らちゃんは言葉よりも大切なことがあるっていつも言うけど、こういうことなんだね」

　燕子花と国府宮は結人を挟はさみ込むようにして抱だきついていた。

「私の想おもい、伝わった？」

「いや、伝わらない。やめろぉ」

「もっと強くいくよ。ぎゅー」

　砂と汗にまみれた燕子花の胸と、スクール水着越ごしの国府宮の胸にサンドイッチにされて、結人は気を失いそうになる。

　合宿のことなどどうでもよくなりそうだ。

　このまま眠ねむってしまいたい。

　そのとき、ザクッザクッと砂をえぐるような暴力的な足音が響ひびいた。

　砂すな浜はまに現れた黒くろ髪かみロングの強気なお姉さんを目にした結人は、二人に抱きつかれながら青ざめた。

「随ずい分ぶんと楽しそうね、ユイ君」

　奈雲は口角を上げて笑っていた。

　だけど目が笑っていない。

「奈雲さん、これはただみんなのチームワークを高めようとしていただけで」

　結人は国府宮と燕子花を突つき放して、必死で弁解を始める。

「どんなチームワークよ」

「これもその一いつ環かんで」

「ふーん、私がみんなのためにきつい仕事をしているのに、ユイ君は楽しんでたんだ」

「合宿を楽しめって俺に言ってくれただろ？」

「そういう楽しみ方をしろなんて言ってない。何よその目は。まるで私が邪じや魔ましにきたみたいじゃない」

　奈雲は結人に対して怒おこっていたのだが、そこにいる誰だれもが奈雲を怖こわがって震ふるえていた。

「ちょっとついてきて」

　奈雲に手を引かれて、結人は生徒達の輪から離はなれた。




　ヤシの木が生おい茂しげる通りを抜ぬけて、宿しゆく泊はく先のホテルの駐ちゆう車しや場に入った。

　みんなはまだバーベキューやビーチバレーを楽しんでいる。

　自分だけまた説教が始まるのかと思うと結人はうんざりした。

　喧けん噪そうから離れると、奈雲は話し始めた。

「何やってるのよ。司令が期待してるのよ」

「わかってるよ……」

　奈雲の言葉が、忘れていた重圧を結人に思い出させた。

　長野のときの奇跡をもう一度起こすことを期待されている。

　そのために自分が中心となってチームを作らなければならない。

「合宿はうまくいってるの？」

「うまくいってない。みんながなかなかまとまってくれなくて」

「隊長なんてそう易やす々やすと務まるものではないのよ。私が手伝ってあげましょうか？」

「手伝うって何だよ。今回は俺が隊長に指名されたのに」

　まるで隊長としての能力がないと言われた気がして、結人はつい苛いら立だってしまった。

「ユイ君のこと遠くから見てたけど、余よ裕ゆうなさそうだったから」

「俺だって頑張ってるんだよ」

「私のほうが先せん輩ぱいなんだから、ちゃんと忠告聞きなさいよ」

「もうそういうのいいよ。疲つかれた」

　結人はわざと聞こえるように溜ため息いきをつく。

「隊長経験者がアドバイスしようとしてるのにその態度は何」

「もう少しでうまくいきそうなんだよ。みんながまとまる方法も見つかりそうだった。なのに邪魔するなよ」

「邪魔？　もしかして、今まで私のこと邪魔だと思ってたわけ？」

「違ちがうよ。ただ、今はみんなで仲良くなれる方法を探してるんだろ。腕うでを競い合ってるわけじゃないんだよ。ランク上位を目指していただけの奈雲に、説教されたくない」

「飛行機バカにそんなこと言われたくないわよ！」

「奈雲だって同じだろ！」

「私がどんな思いで腕を磨みがいてきたか知らないくせに！」

「奈雲は偉えらくなりたかっただけだろ。俺、目標にできるパイロットを見つけたんだ。その人みたいになりたいと思っている。優しくて強くて誠実で、ちょっと話しただけでもすごく好感が持てた。俺は、奈雲みたいなパイロットになりたいとは思わない」

　カッとなった勢いで言ってしまったと後こう悔かいしたが、遅おそかった。

　結人は奈雲に頰ほおを叩たたかれた。

「もう知らない！　勝手にすれば！」

　ホテルに向かって歩いて行く奈雲。

　熱く火ほ照てる頰をひんやりとした海風が撫なでた。

　結人はその場にしゃがみ込んだ。

　背後の林の向こうから潮しお騒さいが聞こえる。

「また怒らせた……」

　せっかく遠いところまで合宿に来たのに、何をやっているのだと結人は後悔する。

　奈雲と喧けん嘩かするつもりなんてなかったのに、どうしてこうなったのだろう。

　今回ばかりは自分だけが悪いとも思えず、謝りたい感情が湧わかなかった。

　気まずい。

　奈雲に会いたくない。

　いまさらみんなのいるところに戻もどってバーベキューという気分にもなれない。

　ヘリに乗って敵を倒たおすだけなら簡単なのに、パイロットというのは意外に面めん倒どうくさい。

　駐車場に座り込み、しばらく何も考えずに雲だけを見つめていた。

　叩かれた頰の赤みが引いた頃ころ、結人は五色の姿を見つけた。

　駐車場に入ってきた五色は、猫ねこを肩かたに乗せていた。

　無む理り矢や理り連れてきたというより、猫がくっついてきたという感じだった。

　五色はラフなパーカーにジーンズ姿。

　制服なんて着ているところはほとんど見たことがない。

　五色は学校に馴な染じめないというより、帰属意識がまるでないのだろう。

「あれ、結人さん？　こんなところで一人、どうしたんですかぁ？」

　三毛猫を肩にぶら下げたまま、五色はしゃがんでいる結人を見て不思議そうな顔をする。

「五色も一人だろ」

「むーちゃんもいますよ？」

　肩に爪つめを引っかけてよじ登ってくる猫を抱きかかえながら、五色は言った。

「野の良ら猫ねこに名前をつけたの？」

「ううん、近所のおばさんが教えてくれました。この猫、むーちゃんだって」

「なぜ島の住人とは交流できて学校のみんなとは交流できない……」

　棒読みのような口調で結人は言った。

「どうしたの？　結人さん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「みんなが心配してたんだよ。五色がみんなと仲良くなれてないんじゃないかって」

「ここに来て仲良くなれましたよ？」

「ほんとに？　友達できた？」

「はいっ。たくさん！」

「誰？」

「うーちゃんとか、ポチ君とか」

「そんな人いたっけ？」

「うう……人じゃないとだめですかぁ？」

「動物を友達の枠わくに入れないでくれ！」

　やけに猫に懐なつかれている五色を見上げながら、結人は頭を抱かかえた。

「むーちゃんとお友達になっちゃだめなんだって。結人さんが」

「いや、いいよ。なんか癒いやされた」

　猫と戯たわむれてニコニコしている五色を見ていると、悩なやんでいるのが馬ば鹿からしくなる結人だった。

「結人さん暇ひま？」

「まあ暇といえば暇だけど」

「近くに神社があるらしいので行ってみませんか？」

「神社？」

「はい、とても綺き麗れいな神社だって近所のおばさんが教えてくれました」

　本当は生徒達と五色を交流させたかったが、まずは自分が五色に話を聞いてみるべきだと思い結人は了りよう承しようした。




「むーちゃんのかわいい写真、たくさん撮とれてよかったぁ」

　猫と別れた五色は、一眼レフカメラで撮った写真を見ながら笑え顔がおで言った。

　参道の石段を上りながら、結人は五色の写真を見せてもらう。

　猫の他ほかにはウサギや犬など、動物の写真ばかりだった。

「人間の写真が一つもない！」

「ほんとだぁ！」

「五色って、学校のみんなには心を開かないようにしてる？」

「えー、いきなりやめて？　先生みたいなこと言うの」

「ごめん、先生みたいだった？」

「小学生のときに同じことを先生に言われましたぁ。あはは」

　悲しむどころか明るく笑う五色に結人は戸と惑まどう。

「実際、みんなのこと遠ざけてるの？」

「うーん、そういうわけではないと思うんですけど。自分から近づかないだけなのかも。同じ学校だからみんな仲良くしなさいって言われても、五色さんにはできないかなぁ」

「向こうから近づいてきたらどうする？」

「そのときは仲良くなりたいなぁと思ってますよ。何かきっかけがあればお友達になれると思います。結人さんのときみたいに」

「秘密があるから、人を遠ざけてるのかと思ったけど、違うのか」

「近寄るなって態度を取ったことはないですね。でも、五色さん基本的に家から出ないから、ずっとぼっちなんだと思います」

「国府宮と燕子花のことどう思う？」

「国府宮沙羅さんは、どういう人なのかよくわかりません」

「あまり喋しやべらないし、まあそうか」

「でも、整備士として安全に飛行機を飛ばしたいんだってことはすごく伝わってきます」

「そういうのわかるんだ？」

「すごく丁てい寧ねいに機体を仕上げてくるので。結局自分で操縦しちゃうところも、五色さんの境きよう遇ぐうと似ているので、共感します」

「そこまでわかっているのに、友達になれないの？」

「どうしてなんでしょうねぇ」

　悩むでもなく悲しむでもなく、五色は飄ひよう々ひようと話した。

「燕子花のことはどう思う？」

「優やさしくていい人ですよねぇ。眩まぶしくて憧あこがれます」

「でも、友達にはなれないんだ？」

「そうですねぇ。そういうこと考えたこともなかったです。ていうか、五色さん尋じん問もんされてるみたいでなんだか恥はずかしい……」

　五色は両手で顔を覆おおった。

　食い気味に質問を浴びせていた結人は反省する。

「ごめんごめん。合宿がうまくいってなくて、みんなが仲良くなれる方法を探してたんだ」

「もしかして、五色さんのせいで、結人さん困ってる？」

　不安を滲にじませながら聞いてくる五色。

　本来ならば気を利きかせるべきだったが、切せつ羽ぱ詰つまっていた結人は本音で答えてしまう。

「うん」

「やっぱり!?　合宿来なければよかった………………」

　さっきまで笑顔だった五色の表情が暗くなる。

「いや、違う。そういうわけじゃなくて、チームワークをよくするために五色が協力してくれたら助かるなって思って」

　慌あわてて取り繕つくろったがすでに遅かった。

「おうちで遊んでいたほうがよかった……」

「そんなこと言わないで……」

「飛行機はいくらでも作れるけどお友達は作れないよぉ」

「困ったな」

　結人が肩を落とすと、五色は心配そうに見つめてくる。

「ごめんね、五色さんのせいで」

「いや……いいんだ」

「友達……なのかはわからないけど、最近奈雲さんとはよく話しますよぉ」

「奈雲か……」

　その名前を出したとたん暗い顔をした結人を見て、五色は首を傾かしげる。

「奈雲さんと喧嘩でもしたんですか？」

「うっ……なんでわかる……」

「なんとなく」

「そっか……」

「また怒おこらせたんですか？」

「またって何だよ」

「いつものことなので」

「まあ、今回は本気で怒らせちゃったから気が重い」

「大変ですねぇ」

「俺、奈雲に嫌きらわれてるよなぁ」

　結人と五色は神社へと続く石段を上り終えると、参道の石いし畳だたみを歩き始めた。

「うーん……」

　結人を批判するような目で五色は睨にらむ。

「最近、あいつと仲いいの？」

「仲がいいかはわからないけど、擦すれ違ちがう度たびに話します」

「へぇ、なんて？」

「擦れ違う度になんかおごって、って五色さんに言ってきます」

「それ、五色が金持ちだってわかったからたかってるだけじゃないか」

「えー、五色さん全然お金持ってないよぉ」

「灰はい松まつ重工業のお嬢じよう様さまでしょうが」

「五色さん、お嬢様に見える？」

「全然見えない」

　パーカーにジーンズというラフな恰かつ好こう。

　それがやたらと似合っているので誘ゆう拐かいされるようなお嬢様には見えない。

　そもそも学生にも見えない。

「まず制服を着たらどうかな？　そうしたら学校のみんなとも馴な染じみやすくなるんじゃない？」

「五色さん、同じ学校だから仲良くなるってことないんですよね。個人的によく知ってる人としか仲良くなれないというか。結人さんが困ってたら助けになりたいって思うんですけど、学校のよく知らない人のために何かはできないって感じなんです」

　航空祭のときに出会ったパイロット、冥めいのことを結人は思い出した。

「同じ学校だからとか、同じ国だからとか、そういう理由では他人と仲間になれない。同じように、違う学校だからという理由だけで敵とも思えない」

「ほええー、なんで五色さんの考えていることわかるんですかぁ」

「前に、似たような考えのパイロットに出会ったんだ。五色に似て、優しそうな人だった」

「五色さんと同じような人かぁ。ん？　なかなかそんな人いない気もするけど……」

「うん……その人も、個性的な人だった」

「その人とだったらお友達になれそう」

「また会えると思うからそのとき紹しよう介かいするけど？」

「ほんとですかぁ？　やったぁ」

　五色は指先で小さな拍はく手しゆをする。

「すごく美形で魅み力りよく的な男の人だから、好きになるかもしれないな」

「えー、五色さん、結人さんみたいな人が好きだからそれはないかなぁ」

　嬉うれしさと恥ずかしさで結人は照れたが、美形でも魅力的でもないと言われた気がして、複雑な気分になってしまう。

　結人の心情などどこ吹ふく風で、五色は悪気がなさそうな笑顔で歩いていた。

　神社の鳥居をくぐり、木々に囲まれた薄うす暗ぐらい境けい内だいに入る。

　参拝客の見あたらない静かな神社だった。

　手水ちようず舎やで手を清めた後、結人と五色は拝はい殿でんに進んだ。

　結人が賽さい銭せん箱に小銭を投げ入れるのを見て、五色が興味深そうに言った。

「なんでお金を入れたんですか？」

「賽銭って知らない？」

「賽銭ですか。五色さん、神社に来たの初めてだから何も知らないんです」

「マジか」

　世間知らずのお嬢様に参拝の作法を教える結人。

　五色は理解が足りない様子だったが、結人を見て、形式だけ真ま似ねした。

「お願い事したら叶かなうんですか？」

　五色は手を合わせながら隣となりに立つ結人に聞く。

「いや、叶わないこともあるけど」

「でもみんなお願い事するんですね。なんでだろう……」

「改めて聞かれると回答に困る質問かな。叶えてくれたらいいなって感覚だと思う」

「なるほどっ！　神様にお願いするんですよねぇ。五色さん、神様信じたことないから叶えてくれるかなぁ」

「神様信じないタイプ？」

「目に見えないものは信じられないタイプです」

　五色は目を閉じて、結人さんのお願い事が叶いますように、と呟つぶやいた。

「いいのか!?　そんなお願いで」

「いいんです！」

「なんて優しいんだ……」

「あっ、小鳥さんだぁ」

　参拝を早々に切り上げると、参道から外れた草むらへと走っていった。

　どうやらお願い事より、小動物のほうが好きらしい。

「ほんとに動物好きだな」

　結人はそうぼやくと、合宿がうまくいくようにお願いして、神前に背を向けた。

　思い出したように、もう一度振ふり返った結人は、再びお願い事を言う。

「奈雲と仲直りできますように」

　このままだと顔を合わせづらいし、合宿を続けるのも苦痛だ。

　なんとかして奈雲と仲直りをしないと。

「こんにちは、遠方の方ですか？」

　赤と白の衣ころもを身に纏まとった清せい麗れいな女性が、箒ほうきを片手に話し掛かけてきた。

「こんにちは。はい、東京から来ました」

　結人は巫み女こさんに軽く頭を下げた。

「遥はる々ばるようこそ。ご旅行ですか？」

「いえ、合宿なんです。毎年この時期にお世話になってるみたいなんですけど」

　結人がそこまで話すと、巫女さんは事情を察したみたいに頷うなずいた。

「ああ、パイロットの方達ですね。いつもご苦労さまです」

「ヘリ、うるさいでしょ？　お騒さわがせしてすみません」

「いえいえ、カッコイイなーって思いながら見てます。うふふ」

　巫女さんは頰ほおを染めて色っぽく笑った。

　清せい楚そな衣い装しようと相まって、結人はその姿に見とれてしまう。

「あの女の子もパイロットなんですか？」

　カメラ片手に鳩はとを追いかけ回している五色を指差した巫女さん。

「はい。一応……」

「最近、女性のパイロットの方、多いですよねぇ。去年もすごく綺き麗れいな女性のパイロットさんがお見えになってましたよ」

「へえ、ここに来たんですか」

「はい、お一人で。縁えん結むすびの願がん掛かけを熱心にされていて、なんだかこっちまで恥ずかしくなっちゃいました。うふふ」

　巫女さんはいたずらっぽく笑いながら、結人を手招きする。

　なんだろう、と思いながら結人が招かれた場所には、大量の鈴すずがあった。

　鉄の柵さくに赤い紐ひもで鈴が結ばれている。

「この鈴に自分の名前と好きな人の名前を書くと、結ばれるっていう願掛けなんです。その女性、あまりにもお綺麗だったので、名前覚えちゃいました」

　内ない緒しよですよと巫女さんは言いながら、結人にそれを見せる。

　先せん輩ぱいパイロットの好きな人なんて見てもいいものかと結人は迷ったが、巫女さんのいたずらっぽい笑えみに誘ゆう惑わくされて、つい拝見してしまった。

　小さな鈴に油性ペンで書かれていた二人の名前を見て、結人は思わず息が止まった。

　授業中、ふいに自分の名前を呼ばれたような衝しよう撃げき。

　いや、それ以上だった。




　奈雲　結人




　鈴を持ったまま、凍こおったように固まった結人を見て、巫女さんが心配する。

「どうなさいました？　まさかお友達ですか？」

「ふへっ!?　いやっ……全然知らないですっ」

「同じ学校ですよね？」

「よく知らないなぁ」

　きっと何かの間違いだ。

　あんなに嫌われているのに、酷ひどい態度ばかりとるのに、奈雲に好かれているはずがない。

　好きならもっと優やさしくしてくれる。

　そう考えると結人は少し冷静になれた。

「冗じよう談だんで書いたとか罰ばつゲームとか、そんな感じかもしれませんよね」

　平静を装よそおいながら結人は巫女さんに聞いた。

「その方、絵馬にお願い事を書いて、熱心にお祈いのりされてましたよ。よっぽどその男の人が好きなんでしょうね。うふふ」

　巫女さんは絵馬掛がけがある場所まで結人を案内し、それを見せた。

　結人はトドメを刺さされることになった。

　絵馬にはこう書いてあった。





　ユイ君と釣つり合うようなパイロットになって、

　いつか彼と結けつ婚こんしたいです。






　やばい。これはやばいぞ。

　まさか小学生のとき奈雲から告白されたのは、罰ゲームじゃなかったとか？

　フラれたショックで奈雲は引っ越こしてしまったのか？

　そしてリベンジを果たすために、努力してエースパイロットになった……。

　顔面蒼そう白はくになっていた結人を心配して、巫女さんが訊たずねた。

「どうしました。やっぱり、お友達でした？」

「ひっ、いえ、全然知りませんよ」

　結人は目を擦こすってもう一度絵馬を見る。

　書かれていた内容は幻げん覚かくなどではなかった。

「これも罰ゲームで書かされただけじゃないですかね、あはははは」

　へらへらと笑う結人を巫女さんが𠮟しかりつける。

「そんなわけありません。彼女は心の底からお祈りされてました。乙女おとめの告白を茶化すなんて、あなた酷い人ですね」

「ぐふっ」

　あまりの情けなさに結人は膝ひざをついてしまう。

　あの告白は罰ゲームじゃなかった。

　そりゃ、怒おこるよなぁ。

　昔は優しかったのに、なぜ今はあれほどどぎつい性格になってしまったのか。

　その理由がすべて自分にあったのだ。

　さっきは酷いことを言ってしまった。

　奈雲がランク上位を目指すのは、ただ偉えらくなりたかっただけなのだと決めつけた。

　馬ば鹿かにした。

　まさか、自分と釣り合うようなパイロットになりたくて頑がん張ばっているとは想像もできなかった。

　そもそも、釣り合うどころか、奈雲には追い抜ぬかれている。

　頑張っている女の子に酷いことを言ってしまった。

　もう取り返しがつかない。

「あの……巫女さん？」

　泣きそうになりながら結人は巫女さんに聞いた。

「なんですか？」

「懺ざん悔げ室はどこですか？」

「そんなものはありませんよ」

「今はどうしても謝りたい気分なんです。俺の懺悔を聞いてくれませんか？」

「あの、私は神父ではありませんので、教会でどうぞ」

　涙なみだを浮うかべる結人に気持ち悪そうな視線を向けながら、巫女さんは去っていってしまった。

　心の拠より所どころを失った結人は、頭を抱かかえてうずくまる。

　いったい奈雲にどんな顔して会えばいいのかわからない。

　結人は奈雲から好意を持たれているということがいまだに信じられなかった。

　謝ることが多すぎて気が重い。

「結人さん大だい丈じよう夫ぶ？　頭が痛いんですか？」

　首から一眼レフカメラをぶら下げた五色が話し掛けてきた。

「心が苦しくて……」

「何があったんですか？　ポーちゃんのカワイイ写真見る？　元気出してください」

　カメラで撮とった鳩の画像を五色は見せつけてくる。

　動物に勝手に名前をつける無む邪じや気きな五色を見て、結人は癒いやされた。

「写真撮るのうまいなー」

「このカメラだと誰だれでも綺麗に撮れますよー」

　合宿に戻もどりたくないという二人の口実が一いつ致ちしたせいで、いつまでも写真鑑かん賞しようを続けていた。

　神社の境けい内だいに差し込む木こ洩もれ日が赤くなってきて、さすがに戻らなければという危機感に煽あおられる。

　いつまでも五色と神社に居続けたい気分だったが、いつまでも逃にげているわけにはいかない。

「そろそろ帰るか」

　結人は重い腰こしを上げた。

　五色はもう終わり？　といった感じで残念そうに結人を見上げた。







　夜の砂すな浜はまを照らすために発電機が唸うなっていたが、学生達の騒ぎ声のほうがそれを上回っていた。

　花火をしながら、飲んだり食べたり、普ふ段だんの厳しい訓練を忘れてハメを外す学生達。

　ビーチとコンクリートの境界で、一人静かに座り込んでいる生徒がいた。

　長い髪かみを夜風に揺ゆらし、つまらなそうに頰ほお杖づえをつきながら学生達を眺ながめている。

　彼女の表情がネガティブな感情で溢あふれているように見えるのは、騒ぐみんなを一いつ喝かつしたい衝動に駆かられているのだろうか。事情を知らない者にはそう見える。彼女は普段そういう役割を担になっているのだから。

　結人だけは奈雲の心情を理解していた。

　好きな男子のために努力してきたことを、好きな男子に全否定されれば、花火を楽しむ気になんてなれるはずがない。

　結人は奈雲が発する負のオーラに怯おびえて、彼女を遠くから見ることしかできなかった。

「五色ちゃん、ちょっといい？」

「………………来て」

　結人の隣となりで線せん香こう花火を楽しんでいた五色の前に、燕子花と国府宮がやってきた。

「な、なんですかぁ」

　迷めい惑わくそうに、とまではいかないが、少し怪あやしむような表情を見せて、五色は花火から彼女達へと視線を向けた。

「さっきバーベキューできなかったでしょ。今やろうよー」

「…………………………やろう」

　燕子花と国府宮は勇気を出して誘さそったが、五色は毅き然ぜんとした態度で言った。

「五色さん、お肉が食べられないので、お断りします」

　五色は再び線香花火へと目を戻した。

　きっぱり拒きよ絶ぜつされて挫くじけそうになる二人だったが、また勇気を振ふり絞しぼる。

「お肉はないから、行こ？」

「……………………貝、あるよ」

　線香花火が終わったのを見計らって、燕子花が五色の手を引いた。

「え？　みなさんどうしたんですか？」

　強ごう引いんな二人に驚おどろく五色。

「二人が五色のために用意したらしいから、行ってみてくれないかな」

　結人が言うと、五色は一いつ瞬しゆん不思議そうに首を捻ひねってから、じゃあ、と呟つぶやいた。

「やったー」

「……………ぶい」

　燕子花は笑え顔がおを、国府宮はピースサインを結人に向けた。
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　国府宮が岩場で見つけた貝類、燕子花が近場で買ってきた海え老びやイカが網あみの上で焼かれていた。肉類は一いつ掃そうされて、色いろ鮮あざやかな野菜もたくさんあった。

　ヘルシーな食材が躍おどるバーベキューコンロを見て、五色が明るい声で言った。

「これ、五色さんのために用意してくれたんですかぁ？」

「ごめんねー、お肉全然食べられないの知らなかったよー。これなら大丈夫でしょ」

「……………………食べて」

「ふわぁ、ありがとうございます。五色さんなんかのために」

　ピーマンやイカが刺さった鉄てつ串ぐしを渡わたされると、五色は笑顔でそれを頰ほお張ばった。

「バーベキューなんてしたの初めてだぁ」

「バーベキュー初めてなんて、五色ちゃん面おも白しろい」

　燕子花に笑われて、五色もあははと笑った。

「…………あの」

　いつもは無表情な国府宮が緊きん張ちようを滲にじませながら五色に話し掛かける。

「はいっ！」

　そんな国府宮を見て、五色もなぜか緊張していた。

「…………………………後でサイン欲ほしい」

「えっ、サイン？」

「…………ずっとファンだった。コクレアのメインローターハブ、大好き。模型も自分で作った。ローラーベアリングとドループストッパーのかみ合わせ方が芸術的で──」

　急に堰せきを切ったように喋しやべり出す国府宮に向かって、五色は恥はずかしそうに首を振った。

「やめてぇ。五色さんの正体バレる……」

「サインくれる？」

「恥ずかしいからそういうのは……」

「ピッチハウジングのストライカーブレートをローラーに接せつ触しよくさせるときのグリースはどうしてあの種類を指定したの？」

「もう、やめてって言ったでしょぉ。サインあげるから！」

「……………………感謝」

　国府宮は満足したようにほくそ笑む。

「強引だなぁ」

　五色は嘆なげきながらも、どこか楽しそうだった。

「今度、私と一いつ緒しよに乗らない？　まだタッグになったことないでしょ」

　燕子花の誘いに五色はためらうことなく応こたえた。

「はいっ！　五色さんでよければお願いします」

「わーい、五色ちゃん大好きー」

　どこか他人に対して壁かべを作っているように見えた五色がチームに打ち解けられそうになっているのを見て、結人は安心した。

　これなら合宿に来なければよかったなどと言うことはなさそうだ。

　一つの懸けん案あん事じ項こうが解決しそうになると、結人は遠くへと視線を向けた。

　みんなラフな恰かつ好こうで合宿を楽しんでいるのに、一人、正装姿で暗い顔をしている奈雲のことが気になった。

　燕子花や国府宮が勇気を持って五色と打ち解けたのだから、自分も頑張らなければ。

　結人は重い足を引きずりながら、砂浜を歩いた。

　みんなの声が虫の音ぐらい小さくなるような遠い場所だった。

　奈雲は結人が近づいてきても、体育座りをしたまま動かなかった。

　暗い場所にいるのでなおさら奈雲の表情が陰いん鬱うつとしている。

　こ、怖こわい。

　話し掛けたら殺されそうだ。

　だけど、結人は引き返さなかった。

「あの……さっきはごめんなさい」

「………………」

　恐おそれを振り払はらって謝ったのに、シカトで返された。

　これはきつい。

　次の言葉が見つからず、しどろもどろになる結人。

「隣、座っていいかな」

「………………」

　またシカトだった。

　生徒全員から崇すう拝はいされるエースパイロットの隣に、結人は恐れ多くも勝手に座った。

　巫み女こさんの言葉を信じるならば、結人は奈雲に愛されているはずだった。

　思い上がりかもしれない。

　でも、嫌きらわれていないと信じたい。

　ここで奈雲と接近しなければ、一生気まずいままだ。

「さっきは言い過ぎました。模も擬ぎ戦のリーダーを命じられて余よ裕ゆうがなかった……」

「なんで隣に座ったの？　キモっ」

　憎にくしみのこもった言葉が奈雲の口から発せられて、結人は焦あせる。

「キモい!?」

「近づかないで。キモすぎて吐はき気けがする」

　じりじりと結人から距きよ離りを取る奈雲。

　男子からするとトラウマになりそうなその行動。

　結人も例外なく傷ついた。

　だが、神社にあった絵馬の内容を思い出す。





　ユイ君と釣つり合うようなパイロットになって、

　いつか彼と結けつ婚こんしたいです。






　奈雲の本心と表に出している行動が違ちがいすぎて、結人は混乱してしまう。

　いったいどっちなんだ。

　嫌いなのか好きなのか。

「俺って、そんなにキモい？」

「気付かなかったの？　死んでほしいくらいキモい」

「俺に死んでほしいのか？」

「そうなってくれたらせいせいするわね」

　一人で神社に出かけて好きな男子と自分の名前を縁えん結むすびの鈴すずに書くような健けな気げな女の子の言葉とは思えない。

　奈雲の本心を確かめたくて結人は聞いた。

「でも、本当は？」

「何よ、その質問。まるで私が噓うそついてるみたいじゃない」

「違うの？」

「うわっ、勘かん違ちがいしててキモっ」

「ううっ……」

「ユイ君ごときが私の隣に座ろうとしないで」

　本来ならば雲の上に位置するような才能と美び貌ぼうを持つ女の子。

　結人が奈雲と釣り合うわけがない。

　だが、結人はもう一度神社で見た絵馬を思い出す。





　ユイ君と釣り合うようなパイロットになって、

　いつか彼と結婚したいです。






　結人を好きな気持ちが高じて奈雲は優ゆう秀しゆうなパイロットへと成長した。

　それを思えば奈雲の罵ば倒とうにも結人は耐たえられた。

　四年もの歳月を好きな人のために費ついやした奈雲は健気で可愛かわいい。

　だが、万が一ということがある。

　神社の絵馬に書いてあった奈雲の言葉が真実なのか確かめたい。

「奈雲が腕うでを磨みがいてきたのは偉えらくなりたかっただけだって言ったの、本当に悪かった。実際は違うんだよな」

「うるさい。適当に謝ってるくせに」

「違うよ。ちゃんと奈雲の気持ちを考えたんだ」

　実際は答えを先に見てしまっただけだが。

「ユイ君に私の気持ちを考えられても気持ち悪いだけ」

「本当に？」

「な、何よ、さっきから。そして、その自信に満ちた顔は」

　強情だった奈雲の顔に少し不安が見えた。

「いや、奈雲の本心を知りたいだけで」

「これが私の本心よ！　わからないならもう一度顔を殴なぐってあげるわよ」

　奈雲が腕を振ふり上げる。

　結人は身構えながら不安が湧わき上がる。

　いくらなんでも好きな男にこんなことをするわけがない。

　好きだったのは昔のことで、今は心変わりしてしまったのでは？

　もしかすると、神社にあった奈雲という名前は別人ということもありえる。

　結人は我が慢まんしきれずに、とうとう核かく心しんに迫せまった。

「奈雲って俺のこと好きなのか？」

　奈雲は振り上げた手を振り下ろせずに、目を見開いて硬こう直ちよくした。

　結人の一言で、時間が停止したようだった。

　ヤバいことを聞いてしまったと、結人は自分を責めた。

　当てが外れていたら殺されるかもしれない。

　思い上がりも甚はなはだしい行こう為いだった。

　息も出来ないような緊張を破ったのは奈雲のほうだった。

「なんでそう思ったの？」

　振り上げた腕を下ろして、怯おびえたうさぎみたいに奈雲は震ふるえていた。

「さっきこの島の神社に行ったんだ。そうしたら偶ぐう然ぜん見つけちゃって……」

「神社がどうかしたの？」

　奈雲は意味がわからないというように結人を睨にらむ。

「奈雲、去年合宿に来たとき、その神社に行ったの覚えていないかな？」

「去年？」

　奈雲は顎あごの下に手を当てて、目を細める。

「恋れん愛あい成じよう就じゆの願がん掛かけをしなかったかな？」

「…………………………………………っ!?」

　奈雲の顔が沸ふつ騰とうしたみたいに赤くなって結人は驚おどろいた。

　目を白黒させた奈雲。

　彼女の額からは汗あせがだらだらと流れ出していた。

　あまりの熱気に、結人まで火傷やけどしそうだった。

「もしかして、見たわねっ！　私が書いた絵馬！」

「見てません！」

　結人は咄とつ嗟さに噓をついてしまった。

「鈍どん感かんなユイ君が俺のこと好き、なんて言うわけないじゃない！」

「は、はい。見ました……」

　結人は申し訳なさそうに目を伏ふせる。

　奈雲は肩かたを上下させながら激しく息をしていた。

　今にも倒たおれそうなくらい興奮している。

「よくも、よくも……」

「ごめんなさいっ」

　結人は心の底から謝った。

　奈雲の荒あらぶった感情を鎮しずめるには、とにかく謝るしかない。

　殴られるのか、蹴けられるのか、奈雲が次にとりそうな行動を想像して、結人は目を閉じて耐えた。

　だが、暴力は振るわれなかった。

「ごほんっ……」

　奈雲は大きく深呼吸をしてから、がらりとテンションを変えて言った。

「ユイきゅんしゅきしゅき～」

　いったい何が始まったのだろうか。

　キャラにまったく合っていない猫ねこなで声を出しながら、奈雲は結人の胸に額を擦こすり付けた。

「どうした？　奈雲？　頭がおかしくなった？」

　赤ちゃんプレイみたいなことを始めた奈雲を、結人は本気で心配する。

　バーベキューに毒キノコでも交じっていたのだろうか。

「ユイきゅんしゅきしゅき～。ユイきゅんも私のことしゅきしゅき？」

「いや、何やってるんだよ」

　抱だかれようとしてくる奈雲のとろけた顔に向かって、結人は冷静に答えた。

「この島の水には惚ほれ薬の効果があるのよ～。好きでもない人を好きになっちゃうの～。だからしゅきしゅき～。去年も神社でしゅきしゅきした～」

　小動物みたいに甘えてくる奈雲を抱きしめながら、結人は憐あわれみに似た感情を抱いだいた。

「いや、その言い訳はさすがに苦しいし、正直言って馬ば鹿かみたい……」

「あああああああああああぁ！」

　しゅきしゅき行為を止やめた奈雲は、壊こわれた。

　頭を抱かかえながらぶんぶん首を振っている。

　この異常事態に、遠くで花火をしていた生徒達も何事かとこちらに視線を向けていた。

　学校の憧あこがれの存在がご乱心とあれば、誰だれだって気にせずにはいられない。
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「よくも私の気持ちを知っておきながら、試ためすようなマネしたわね！」

「えっ、逆ギレ!?」

「私のこと弄もてあそんで楽しんでたんでしょ！」

「楽しんでない。噓か本当かわからなかったから、確かめようとしただけだよ」

「今までの私に対する仕返し？」

「そんなこと思ってないって！」

「本当に？」

「本当だよ」

「………………わかったわ。もう降参です。私はあなたのことが好きです」

　奈雲は諦あきらめたみたいに意い気き消しよう沈ちんしてからそう言った。

　夜の海辺で突とつ然ぜんの告白を受けた結人は、どうしていいかわからず、顔を赤くすることしかできなかった。

「後で、私の部屋に来て。もう意地張ったりしないから」

　いつもの強気な顔が消え失うせ、優やさしい顔になった奈雲は、そう言い残してから結人の側そばから立ち去った。

　四年前の面おも影かげを感じさせた奈雲を懐なつかしく思いながら、結人はこれからのことを考えた。

　奈雲の部屋をのうのうと訪おとずれてもいいものだろうか。

　奈雲は神社でのことを相当恥はずかしがっていた。

　部屋で二人きりになった後何をされるのか、結人には想像ができなかった。







　七階建てのホテルの最上階に奈雲の部屋はあった。

　呼び出しベルを鳴らした結人を、奈雲はバスローブ姿で出で迎むかえた。

　シャワーを浴びたばかりなのか、奈雲の湿しめった髪かみと肌はだを見て、結人は息を吞のむ。

　爽さわやかな春の夜風が吹ふき抜ぬける部屋からは、島の街灯や車のライトを反射する海が見えた。

　景観の悪い低層階の相部屋に泊とまっていた結人は、身分の違ちがいを思い知る。

　ランク上位のパイロットは、合宿でも好待たい遇ぐうが受けられるようだ。

「さっきはとんだ醜しゆう態たいをさらしてしまったわね。とても恥ずかしいわ」

　とんだ醜態とは、しゅきしゅき行為を指すのだろう。

　キングサイズのベッドに腰こし掛かけた奈雲は、隣となりに座って、とばかりに手の平を差し出した。

　結人は言われるがままに奈雲の隣に座る。

　少なくとも包丁でぶすっと刺さされて記き憶おくを抹まつ消しようされるような雰ふん囲い気きではなかったので、結人は安心した。

「いままでごめんね。東京で再会して以来、ユイ君に酷ひどいことして。もしかしてきついこと言い過ぎた？」

「わかっててやってたの？」

「私のことぶってくれてもいいわ。罵倒してくれてもいいわ。ユイきゅんしゅきしゅき女なんてめちゃくちゃにして」

「何言ってるんだよ。そんなことしないよ」

「あら、優しいわね。めちゃくちゃにされる覚かく悟ごで、ユイ君を部屋に呼んだのに」

「復ふく讐しゆうとかするつもりないから。でも、なんで昔とは全然違う態度とってたのか気になるんだけど」

　小学生の奈雲は、今と違って刺とげ々とげしい性格をしていなかった。

　結人を好きだったにもかかわらず、なぜそんな態度を貫つらぬいていたのか。

　奈雲は憂ゆう鬱うつそうに溜ため息いきをついた後、話し始めた。

「私が書いた絵馬を見たとき、どう思った？」

「ど、どう思ったって？」

「嫌いやだと思った？」

「いや、単純にびっくりした……」

「そう……」

　奈雲は意を決して心の内を明かした。

「小学生の頃ころの私は、ヘリを飛ばしているユイ君に憧れてたの。私がつらいことがあったとき、ユイ君は励はげまそうとして雲の上まで連れていってくれたじゃない？　その頃から私はあなたを好きになった。思い切って告白までしたけどフられた」

「罰ばつゲームだと俺が勘かん違ちがいしたんだよね」

「熱が出るくらいまで落ち込んだ私は本土に引っ越こして、パイロットを目指した。飛行機のことしか興味がないユイ君に振ふり向いてもらうために。ユイ君に再会したとき、私は自分が想おもい描えがいていたパイロットになっていた。でも、ユイ君には冷たく当たるしかなかった……」

「……どうして？」

「四年間も一人の男の子を想い続けてたなんて、冷静に考えるとキモいじゃない？　ユイ君に重い女だとは思われたくなかった。嫌きらわれたくなかった。だから本心を隠かくそうとした」

「キモいなんて思わないよ。重いなんて思わないよ」

「本当？　ユイきゅんしゅきしゅき女でもいいの？」

「いや、その言い方はキモいけど……」

「やっぱり嫌われた……」

　奈雲が顔を両手で覆おおって悲しむ。

「噓うそ、噓、今の素す直なおな奈雲のほうが可愛かわいいよ」

「好きな人に生まれて初めて可愛いって言われた……もう死んでもいい……」

　我が慢まんしきれずに思わず笑えみが漏もれてしまった奈雲。

「そんな大げさな」

「大げさじゃないわ。絵馬にも書いてあったでしょ。私、一日に一度はユイ君と結けつ婚こんしたいって呟つぶやいてたもん」

「そんなに？」

「ユイ君の誕生日とかクリスマスの日は、ユイ君が誰と過ごしてるのか気になって夜も眠ねむれなかった…………今、重い女だって思ったでしょ」

「うん、いや思ってない思ってない」

「今、うんって一いつ瞬しゆん言った！　やっぱり重い女だって思われた。ユイきゅんしゅきしゅき女じゃだめなのね」

「そんな自分を妖よう怪かいみたいに言わないで。そんなに俺のことを想ってくれていたなんで、嬉うれしいよ。俺の方こそ奈雲の気持ちに気付けずにごめん。俺のこと罵ば倒とうしてたのは、まさか好きな気持ちを隠すためだったなんて。頑がん張ばってツンツンしてたんだな」

「そんな言い方されると惨みじめになるわ。そうよ。私は頑張ってツンツンしてたのよ。散々ユイ君に酷いことしました」

「さっき死んでほしいくらいキモいって言われたときはショックだったなぁ」

「うわぁ、やめて、恥ずかしいわ。本当はしゅきしゅきなのに」

「その赤ちゃん言葉は恥ずかしくないのか……」

「ユイ君、私に罰を与あたえて。なんでも欲ほしいものを言って。今までの分のお返しをするわ」

　奈雲はバスローブの紐ひもを緩ゆるめ始める。

　シャワーを浴びたばかりだったので、その下は裸はだかだった。

　胸むな元もとをはだけようとした奈雲の手を、結人は引き止めた。

「そんなお返しいらないよ！」

「私、結構モテるのよ？」

　萎い縮しゆくしていた奈雲はそのときだけ自信を示すかのように真っ直すぐ結人を見ていた。

　枕まくら元もとの照明しか点つけていないのは夜景が見やすいようにするためだけでなく、色事に及およぶ準備だったのだろうか。

　天てん井じようでのんびりと回るシーリングファンの羽音まで聞こえそうな静せい寂じやく。

　結人が唾つばを飲み込む音がやけに大きく響ひびいた。

　合宿の夜に女の子の部屋に誘さそわれて二人きり。

　結人も一いつ般ぱん的な男子と同じく、そういうシチュエーションを夢見たことはあった。

　だけど、結人は首を振った。

「これは違うよ」

「なんで？」

「お返しとかじゃなくて、ちゃんとしたやり方があるはずだよ」

「ちゃんとしたって？」

「例えば、結婚してからとか」

「ユイ君、やさしい……」

　𠮟しかられた子供みたいに奈雲はしゅんとすると、バスローブの紐をきつく結んだ。

「結婚してからにするわね」

「うん、結婚して、本当に好きな人と」

　奈雲は結人の胸をぽかぽかと叩たたいた。

「ユイ君の意地悪。ユイきゅんしゅきしゅき女だってわかってるくせに、そんなこと言わないで。私の本当に好きな人はユイ君よ」

「罰を与えてとか言うから……」

「反省します。私をぶって」

　奈雲はベッドの上で正座して、自分の右みぎ頰ほおを差し出す。

「だから、そういう卑ひ屈くつな反省はやめようよ」

「でも、私の気持ちを伝えることができて嬉しいわ。こんな日が来るなんて夢みたい……」

　不ふ機き嫌げんな顔しかできなかったとは想像ができないくらい幸せそうな笑みを奈雲は浮うかべた。

「四年間頑張ってきてよかったわ。これでユイ君が飛行機じゃなく、私を好きになってくれたら言うことはないんだけど。きっとそう簡単にはいかないわよね」

「…………」

　四年間も想い続けていただけあってよくわかっているというか見み透すかされているというか、奈雲は変なところで現実を見ていた。

「俺は奈雲に憧あこがれていたよ。昼間は酷いこと言っちゃったけど、俺は奈雲みたいなパイロットになりたいって思ってた。この学校でトップランカーになるのは本当に難しいってわかったし、奈雲がしてきた努力もわかった。だから、尊敬してる」

「そう言ってくれるだけで嬉しいわ。だからいつか」

　告白の返答を聞くまでもないといった感じで、奈雲は結人の口を人差し指で塞ふさいだ。

「ん？」

「いつか飛行機よりも私を好きにさせてみせる」

　そう言って、奈雲はベッドに伏ふせて枕まくらに顔を埋うずめた。

　自分のことを理解してくれて嬉しい気持ちがありながらも、結人は少しだけ寂さびしい思いをする。

　結局告白の返事ができないまま、結人は奈雲の部屋を去ることになった。

　今は奈雲よりも飛行機が恋こい人びと。

　それがわかっていたから、そういう結果に終わりたくなかったから、結人に返事をさせなかった。

　優やさしくなったけれどもやはり奈雲のほうが一枚上手だった。
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　翌日。

　無事に和解を終えた結ゆい人とと奈な雲くもは協力して、模も擬ぎ戦に挑いどむチームの強化に努めた。

　編隊だからこそできる防ぼう御ぎよ機動と攻こう撃げき機動を、奈雲が基き礎そから教えてくれた。

「一番経験の浅い五ご色しき、燕子花かきつばた機はフォーメーションの最後方にポジションをとって。京塚結人フライトリーダーの指示があるまで勝手に動かないこと」

　結人と奈雲は高度一一〇〇メートルを飛行していた。

　コクレア一号機の眼下には太たい平へい洋ようとコクレア二号機、三号機、四号機が見えている。

　奈雲はコクレアの後席から肉眼で彼らのフォーメーションを確かく認にんしながら無線でポジショニングを修正する。

「こら、五色、燕子花機、速度が落ちてるわよ。動かないでって言ったけど遅おくれないで。味方からはぐれるとすぐに狙ねらわれるわ」

『五色ちゃんごめんね、速度計見てなかった』

『いえっ、五色さんがぼーっとしてたせいです』

　味方の編隊から置いていかれそうになっていたコクレア二号機が、速度を回復して距きよ離りを詰つめる。

　三機すべてが同じ速度になり、等距離を保ちながら海上を駆かけ抜ぬけていく。

「速度、高度、方角、味方の位置、リーダーの指示、すべてを頭に入れながら飛行するのよ」

『ほええ、五色さん、頭がパンクしそう』

「全部一人でやる必要はないわ。燕子花さんとうまく役割を分担して」

『私が頑張ってナビするね』

『燕子花さん、ありがとうございます』

　すっかり燕子花と打ち解けた様子の五色は、二人で協力して一つのヘリを飛ばしていた。

　合宿前ではありえない成長ぶりだった。

　これならアメリカの最強ヘリ部隊との模擬戦にも期待ができそうだ。

「自分の仕事が忙いそがしいのに、俺達に付き合ってくれてありがとう」

　コクレア一号機の操縦席に座っていた結人は、コレクティブレバーを引き上げて速度を上げながら、後ろに座る奈雲に言った。

　コクレア一号機は、他の三機を追い抜いて、先頭にポジションを取る。

「ユイ君の仕事がうまくいったら、私も嬉しいわ。何か他ほかにできることがあったら、何でも言ってね」

「お、おう……誰だれがあんたなんかのために教えるのよ、って言われるかと思った」

　結人は拍ひよう子し抜ぬけする。

「もう……私を辱はずかしめるのはやめてほしいわ。ユイ君の意地悪」

「いや、ほら、だって……」

「ユイきゅんしゅきしゅき女だってバレたんだもの。もう前の私には戻もどれないわよ」

「その、自分のことしゅきしゅき女だって言うのやめてほしいな。こっちが恥はずかしくなるよ」

「だって本当のことだもの。それとも、前の私に戻ったほうがいい？　ユイ君嫌いや々いや女に」

「いや、今のほうがいいです……」

「今まで酷ひどいことをしてきた分、ユイ君にはたくさん尽つくすからね」

「ど、どうもありがとう」

「あぁ、幸せだわ。こうしてユイ君と同じヘリに乗れて、ユイ君の役に立てる日が来るなんて思わなかった。いいえ、ずっと夢見てたの。これからも二人で助け合っていけたら、嬉うれしいわ」

　ネガティブな言葉しか知らなかった奈雲がポジティブな言葉しか口にしなくなり、結人は戸と惑まどいを覚える。

　新しい奈雲に慣れるのはまだ時間が必要だった。

「俺も、奈雲と再会してこんな風に一いつ緒しよに空を飛べるなんて思わなかったよ。これからもよろしくお願いします」

「ユイ君……」

「何？」

　奈雲はがらにもなくのろけた声で言った。

「ユイきゅんしゅきしゅき～」

　後ろに付いてくる三機のパイロット達は、フォーメーション維い持じのために真しん剣けんに頑がん張ばっているというのに、先頭のヘリの中は甘い空気に満たされていた。

　いつも厳しい鬼おに教官が顔を赤くして体をくねらせている姿は、生徒達には見せられないだろう。

　奈雲と和解するだけでよかった結人はそれ以上の関係になれて、幸せだった。

　いくら恥ずかしくても、ツンツンしている奈雲より、ユイきゅんしゅきしゅき女のほうが可愛かわいいに決まっている。

　合宿は予想を超こえた成果を出し、結人は模擬戦の隊長としての自信を確かなものにした。

　試合の結果はどうなるかわからないが、内容は最高の出来になることは間ま違ちがいなかった。




　　　　×　×　×




　模擬戦は沖おき縄なわ本島の西方にある伊い江え島じま近海で行われることになった。

　奄あま美み地方で合宿を終えた結人達は、東とう京きようには戻らず、そのまま伊江島へと向かった。

　クリス率いる米国空軍学校のブロンコ飛行隊は、米軍が管理する伊江島の飛行場を訓練区域の一つとしていた。

　いわば彼らにとっては使い慣れたホームだった。

　そして結人達にとってはアウェー。

　だが、そんなことが気にならないくらい結人には自信があった。

　飛行場に降り立った結人達は、ヘリパッドに駐ちゆう機きされていた四機のＡＨ─６４Ｊ〈アパッチ〉を目にした。

　Ｂ─５２やＦ─１５と同じく、旧世紀からアップデートを繰くり返して長年活かつ躍やくを続ける傑けつ作さく機。

　信しん頼らいと実績を積み重ねてきた二人乗りの攻撃ヘリは、コクレアとは違った迫はく力りよくを放っていた。

「一度ぐらい操縦してみたいなー」

　眩まぶしい日差しを手で避よけながら、結人はアパッチを眺ながめる。

　奄美地方とは違って、伊江島ははっきり暑いと感じられた。

「射撃手と操縦手が分かれてるから、私達にはきっと扱あつかいづらいはずよ」

　奈雲はサングラス越ごしに敵のヘリを眺めていた。

「俺達は操縦しながら撃うちたいタイミングで撃つもんな。連れん係けいが難しそうだ」

「ヘイ結人！　お久しぶりです！」

　トテトテと可愛らしい足音が近づいてきた。

　十三歳の金きん髪ぱつ美少女クリスが、麗うるわしい笑えみを湛たたえながら結人の名前を呼んだ。

「お久しぶり。元気だった？」

「ハイっ。またお会いできて嬉しいです」

　クリスは握あく手しゆするような気軽さで、結人とハグした。

　パイロットスーツ姿はおめかしの気配などないに等しかったが、クリスのサクランボのような香かおりに結人はくらくらした。

　ついクリスの魅み力りよくに心を奪うばわれてしまった結人は、いつもならここで奈雲が不ふ機き嫌げんになるはずだと心配し、慌あわてて隣となりの彼女を振ふり向いた。

　だが奈雲はいつもと違っていた。

「どうしたの、ユイ君？」

　奈雲はサングラスを外して微笑ほほえんだ。

　余よ裕ゆうすら感じさせる柔やわらかな笑みだ。

「おー、あなたはニッポンのトップパイロット。何だか前にお会いしたときとは違う人みたいです」

　結人を奪い合って奈雲と言い争っていたクリスは張り合いがなくなったみたいに気の抜けた顔をした。

「すごくいいことがあってね」

「なんですか？　教えてください」

「子供には話してもわからないことよ。ねっ、ユイ君」

　奈雲は嬉しそうにぴょんと飛び跳はねると、にやけた顔を隠かくすように再びサングラスを掛かけた。

「うー、子供扱いしないでください！　空の上で子供扱いされるのはあなたの方です！」

　覚かく悟ごしろとばかりに小さな拳こぶしを握にぎりしめたクリスは、後ろで待ち構えていたパイロット達に搭とう乗じよう命令を出した。

　それまでの談だん笑しようをやめたブロンコ飛行隊の面々は、仲間同士でがっちりと握手を交かわしたりハイタッチを交わしたりして、アパッチへと向かった。

　十三歳から二十代まで幅はば広ひろい男女がいるにもかかわらず、向こうは仲間同士の連係もばっちりのようだった。

「今回、私は飛ばないのにね」

　クリスに喧けん嘩かを売られた奈雲は涼すずしい顔でそう言った。

「ここまで鍛きたえてくれてありがとう。奈雲のおかげでみんなすごく成長したよ」

「もっと早くからユイ君と協力できていればよかったわ。まだまだ使ってほしい戦術はたくさんあったのに。意地を張ってた私のバカバカ」

「奈雲の気持ちを察することができなかった俺も悪いし、もう自分を責めるのはやめようよ」

「そんなに優やさしくしたら、私はもっとユイ君をしゅきしゅきになっちゃうわよ」

「いや、奈雲には世話になってばかりだったから」

「ユイ君の役に立てて私すごく嬉しいわ。試合、うまくいくように応おう援えんしてるわね」

「ありがとう。じゃあ、行ってくる」

　祈いのるように両手を組んでいる奈雲に送り出されて、結人は照れながらも気合を入れた。

　協力してくれた奈雲のためにもこの試合は絶対に勝ちたい。




　ＦＨ─〇２〈コクレア〉四機　ＶＳ　ＡＨ─６４Ｊ〈アパッチ〉四機。

　空対空専用ヘリとして開発されたコクレアは、速度と運動性能でアパッチを上回っている。

　しかし、レーダーや赤外線センサーの性能はアパッチに分がある。アパッチにはコクピットアビオニクスやデータリンクシステムに米軍の最新バージョンが搭とう載さいされており、総合的な戦せん闘とう能力は両者互ご角かくと言ってもよかった。

　パイロット達の操縦能力や戦術実行能力がおそらく試合を制する。

　世界最強のヘリパイロットチームに勝つことができれば、結人達はその実力を世界中に認められることになるだろう。

　違う機種による空対空戦闘訓練De Simulate Aircraft Combat Training、通つう称しようＤＡＣＴが始まった。




　時間差を置いて出発したブロンコ飛行隊とアポストロス飛行隊は、八機とも東シナ海を飛行していた。

　敵機を見つけて機き銃じゆうか短たん距きよ離りミサイルで撃げき墜つい判定を行い、全ぜん滅めつしたチームが敗北する。

　ただし、短距離ミサイルは二発当てなければ撃墜と認めてもらえない。

　実戦では装そう甲こうの厚いヘリには、火力の小さい短距離ミサイルは致ち命めい傷しようにならないことが多いからだ。

　結人達は時速二六〇キロ、高度一〇〇メートルを維持しながらどこにいるかわからない敵チームを捜さがしていた。

　陣じん形けいは奈雲と相談して決めたフルードフォー。

　四機が台形を描えがくようにして広がる陣形。

　四機の距離が近いので火力を集中させやすく、敵機を一機見つければ即そく座ざに袋ふくろ叩だたきにできる。フォーメーションの維持もしやすいのでチームに初心者がいても不安が少ない。ただ、弱点として、味方同士の距離が近いので四機同時に見つかりやすく、防ぼう御ぎよ陣形としては頼たよりない面がある。

「そろそろ、敵と遭そう遇ぐうしそうな時間だ。ちょっと距離を開こうか」

　一番機の操縦席に座っていた結人は、左右に散らばっている味方に無線で伝えた。

　四機はアコーディオンカーテンのように等とう間かん隔かくを保ちながら散開した。

　練習の成果もあって、一機も乱れることはなかった。

　結人は右後ろに目を向け、豆まめ粒つぶのように見えるコクレア二号機に話し掛けた。

「敵を見つけたらまず報告してくれ。俺が次の動き方を指示するから」

『はいっ、結人さんが言う通りに五色さんが操縦すればいいんですね』

『私達のコンビは最強だよ。任せてー』

　五色、燕子花が乗る二号機から頼たのもしい返答。

「国府こうの宮みや、レーダーにはまだ反応はないかな」

　結人は自分の機体の後席でレーダースコープを覗のぞいている国府宮に話し掛けた。

「無」

「そ、そうか……」

　あまりの言葉少なさに結人は面めん食くらうが、必要なことだけを短く伝えてくる国府宮は、パイロットとしては優すぐれているのかもしれなかった。

　結人は海と空の隙すき間まに目を凝こらす。

　ヘリ同士の戦いは肉眼での警けい戒かいも重要だ。

　ステルス機のように遠距離高高度から狙ねらわれるということはない。

　長なが野のの模も擬ぎ戦は遠くにいるスナイパーとの戦いだったが、今回はナイフ同士の斬きり合いだ。

　きっと激しい格闘戦にもつれ込むだろう。

　緊きん張ちようと同時に妙みような高こう揚よう感かんを覚えながら、結人は操そう縦じゆう桿かんを握っていた。

『結人君、二時の方角、距離一三キロに敵てき影えいが……』

　二号機の燕子花からの通信だった。

「了りよう解かい！　国府宮、こっちにも見えたか？」

　結人は後席にいる国府宮に確かく認にんする。

「……待って」

　国府宮は二時の方角に指向性電波を向ける。

「機種特定。アパッチ」

「とうとう見つけたか」

「でも、一機しかいない。他ほかの三機は見つからず」

「一機!?」

　結人は操縦桿から顎あごへと手をやって、深く考え込む。

　どうぞ撃墜してくださいといわんばかりの単独行動。

　何かの罠わなか？

　ここで一機撃墜できれば、圧あつ倒とう的に有利になる。

　だが、判断を間ま違ちがえばチーム全滅の危機だ。

　重い責任を背負っていた結人は簡単には判断を下せない。

　敵の陣形は何だ？

　距離を開いたスプレッドフォー？

『おい、京きよう塚づか。さっさと蛸たこ殴なぐりにしちまおうぜ。こっちはそれができる陣形を取ってるんだ』

　左後方にいた三番機の高たか柳やなぎ先せん輩ぱいの声だった。

　物もの怖おじしない大だい胆たんな操縦が得意な十八歳の新人。

　慎しん重ちようさに欠けるところがあるので、ランクが上がらず、長野のときは結人達と嚙かませ犬役を命じられた。

「待ってください。敵は世界最強のチームです。罠かもしれません」

『世界最強だからこそ一か八かで突つっ込まないと勝てないぞ』

「もう少しだけ近づいて左右に敵が隠れていないか確認してください。攻こう撃げきはそれから」

『ちっ、わかったよ。前のときはお前に従って勝てたからな。また信じるぜ』

「ありがとうございます。じゃあ、全機速度を落としながら、慎重に近づきましょう」

　全機から了解という返答。

　敵機との距離が九キロになり、もうすぐ目視確認できてしまうというところまで近づいても、伏兵は見つからなかった。

　でも、やはり疑念が拭ぬぐえない。

「フォーメーション変へん更こう。俺と二番機は前方の敵を攻撃。三番機と四番機は横並びで後方を警戒してください」

『は？　みんなで蛸殴りじゃないのかよ？』

　高柳先輩は不満な様子だった。

「俺と二番機で必ず落とします。だから、任せてください」

『まあいいけどさ。しくるなよ』

　三番機はそう言うと、速度を落として一番機と二番機から離はなれて行った。

　空戦は敵を狙っている瞬しゆん間かんが一番危険。

　自分の後方が疎おろそかになる。

　奈雲が何度も言っていた教訓だった。

　エースパイロットまで登り詰つめた彼女が言うのだから、それが真実なのだろう。

　結人は奈雲の言葉を信じて、防ぼう御ぎよ優先のフォーメーションに変更した。

「五色、左右にわかれよう。右から距離を取りつつミサイルで狙ってくれ。俺は左から近づいて機き関かん砲ほうで狙う」

『はいっ、了解です』

　結人が高度を上げると、距離八キロまで近づいた敵機も高度を上げた。

　気付かれた。

　だが、速度が勝まさっていた結人の乗るコクレア一号機は、ぐいぐいとアパッチを追い詰めていく。

　旋せん回かいして逃にげようとしていたが、五色と燕子花の二号機がミサイルで狙っているので、敵の逃げ場は限定されていた。

　照準器の中に敵機を捉とらえた。

　敵機は沖縄の明るい空を白い排はい気きで汚よごしながら振ふり子このように機体をブレさせた。

　必死で逃げるそれに狙いを付けた結人は、右人差し指のトリガーを引いた。

　ガンカメラが作動し、アパッチ二番機が撃墜されたことを示すアラートが鳴った。

　やった。

　世界最強部隊を一機やっつけた。

　結人が喜びを嚙みしめたそのときだった。

　コクレア四号機が撃墜された。

　結人は慌あわててレーダースコープに目を落とした。

　アパッチ三機が纏まとまって後方から接近していた。

『京塚、後ろから来てる！　俺も一発ミサイル貰もらっちまった！　逃げられねえ！』

　コクレア三号機からの悲鳴だった。

　三機から集中砲火を浴びれば、どんな回かい避ひ機動をしたって逃げられるはずがない。

「すぐ助けに行きます。二号機は引き続き俺の後方を警戒して」

　結人は失速宙返り一八〇度旋回をして、三号機を助けに向かう。

『結人さん待って。五色さん追いつけない』

　結人はレーダーを見て、二号機の旋回が遅おくれていることに気付く。

　敵の三機の状じよう況きようも確認する。

　高度五〇メートル、高度四〇〇メートル、高度一六〇〇メートル、速度も方角もぐちゃぐちゃで、飯に集たかる蠅はえのような動きをしている。

　敵の陣形は何だ？

　どの敵から倒たおせばいい？

　五色は追いついてきたか？

　三号機をどうやって逃がせばいい？

　そもそも自分の機体も狙われているのでは？

　次の指示を誰だれにどう出せばいい？

　一体何から手を付ければいいのかわからず、結人は目を回した。

　奈雲はこんなマルチタスクを平然とやってのけているのか？

　まるで天才の所行じゃないか。

　エースパイロットへの道が遠く感じられたそのときだった。

　アパッチの一機が撃墜された。

　模擬戦用のアラートが鳴ったわけではなく、文字通り撃墜された。

　レーダーから完全に消失したのだ。

　事故か？

　過か酷こくな戦せん闘とう訓練には事故は付きものだ。

　エンジントラブルか何かで海面に着水したのかもしれない。

「どうしました？　訓練中止にしますか？」

　敵味方全機に繫つながる無線、Ｇチャンネルに結人は呼びかけた。

『結人！　ちょっとよくわからないことが起きています』

　クリスの声が聞こえた。

　敵チームの機内には様々な警告音が鳴っていた。

　異様な雰ふん囲い気きが伝わってくる。

『何だあれ？　何かいるぞ？』

　三号機の高柳先輩だった。

　怪かい獣じゆうでも見つけたかのような口調だった。

　無線から大音量のノイズが鳴り、結人と国府宮は顔を歪ゆがめる。

　思わずヘルメットを外したくなるほど耳を突き刺さすような音。

　雑音だらけの通信の中から甲かん高だかい声が聞こえた。

『きゃあああああああ！』

　クリスの叫さけび声。

　レーダーに目を向けるとアパッチの一機が急激に高度を落としていくのが確認できた。

「何が起きた？　状況は？」

『実じつ弾だんを撃うたれました！』

「誰に!?」

『何かいる──』

　そこでクリスの無線が途と切ぎれた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　何かって何だよ。

　現場の状況を想像するしかなかった結人は、後席に座っている国府宮に問いかけた。

「国府宮、何が起きてるかわかるか？」

「……………………レーダーじゃわからない」

「くそ。とにかく急ごう」

　結人は出力の増減を担になうコレクティブレバーの先せん端たんにあるボタンを左親指で押した。

　タービンブーストが起動し、エンジンの唸うなりの激しさと加速量が同期する。

　時速三八〇キロで飛ばすと、異常が起きた場所がすぐに見えてきた。

「噓うそだろ……」

　もう模擬戦どころではないことがすぐにわかった。

　飛ぶ力を失ったアパッチ三機とコクレア二機が、海面で波に揺ゆられながら上下していた。

　各機から上がった煙けむりが空へと向かっている。

　海の上で火災が起きていた。

「こちらコクレアゼロワン、救難ヘリを要よう請せいします」

　結人は伊江島の管制と連れん絡らくを取る。

「こちらコクレアゼロワン、応答してください」

　何一つ反応がなかった。

　自機の警告を見ても、無線の異常は確かく認にんできない。

　伊江島でも何かあったのか？

　小さな輪を描えがくように旋回しながら海面に目を落とす。

　不時着したヘリはどれも大破を免まぬかれていて、機内にいたパイロット達はそれぞれ海へと飛び込んでいた。

　海上訓練時は皆みな、墜つい落らく時の生存率を上げるために耐たい水すい耐寒スーツを着ているし、自動膨ぼう張ちよう式ライフジャケットを首に装備しているので、溺おぼれることはない。

　クリスが仰あお向むけに浮うきながら、結人のヘリへと手を振っていた。

　怪け我がはないみたいだ。

　誰かが投げた発はつ煙えん筒とうが、海の上でオレンジ色の煙を吐はき出していた。

　自分達の居場所を知らせるための物だが、救助できる救難機やボートはまだ来ていない。

「異常が起きたことは向こうもわかってるだろ？　何で助けに来ないんだ？」

「飛行場に激しい熱反応……たぶん爆ばく撃げきされてる……」

　国府宮の声が震ふるえていた。

「爆撃？」

　どこかの国の軍隊が先制攻撃でもしかけてきたのだろうか。

　沖縄の対空レーダー網もうを突とつ破ぱし、戦闘ヘリを軒のき並なみ撃げき墜ついできる攻撃能力は、テロ組織にはないだろう。

『結人さん、気をつけて！』

　二号機の五色からの通信。

　撃墜されなかった数少ないヘリの一機だ。

「五色も気をつけて！　どこかの軍隊が攻撃をしかけてきてる！」

『軍隊じゃないです。敵は一機です。そっちに向かってます！』

「一機？」

　こんなことがたった一機にできるわけないだろう、と結人は信じなかった。

「結人、敵が来てる……」

「どこだ？」

「レーダーに」

　敵機がレーダーに映っていた。

　微かすかな反応。

　五〇キロ離はなれた南方から高度六二〇〇メートル、マッハ２でこちらへと向かってくる。

　だいぶ性能のよい戦闘機のようだ。

　機種特定システムには（不明）と表示されている。

「不明？　ステルス機だからわからないのか？」

　結人の疑問に国府宮が答えた。

「新型機？　ヘリみたいな形してる……」

　残り二〇キロまで接近されたところで、赤外線画像を見た国府宮はそう言った。

「そんな、マッハ２を超こえて飛べるヘリなんてあるわけないだろ……」

　世界にただ一つ、そういうヘリがあることを結人は知っていたが、それは五色の所有物だったので、可能性からは除外した。

　そもそも五色はコクレア二号機に乗っているし、あれは結人しか飛ばせないはずだった。

　敵機はほとんど速度を落とさずに接近してくる。

　通り過ぎるつもりか？

　狙ねらいはこっちじゃない？

　結人の安あん堵どを嘲あざ笑わらうかのように、その機体はとてつもない減速を行った。

　獣けもののような咆ほう哮こうが結人の耳を劈つんざいた。

　敵機が結人の目にも直接見えた。

　それはハリネズミのように機体から無数の突起物を出していた。

　空気抵てい抗こうで減速するためのエアブレーキだ。

　この世のものとは思えない美しい流線形の機体は、海を割るような衝しよう撃げき波はを起こして減速すると、コクレア一号機へと針路を変えて、そこからまっすぐ向かってきた。

「こ、これは!?」

　正体不明の新型機のはずだったのに、結人はそれを知っていた。

「これって、あのときの？」

　国府宮にも見覚えがあったようだ。

　まるで自分の分身を見てしまったかのような衝撃を受けた結人は、何もできなかった。

　その機体の底面からウエポンポッドが飛び出し、銀色の閃せん光こうが放たれた。

　機き関かん砲ほう、ロケット弾、ミサイル、そのどれでもなかった。

　光のような速度で向かってきたそれは、結人の頭上で動いていた第一エンジンを射い貫ぬいた。

　機体に開いた穴からまるで血のように炎ほのおが噴ふき出した。




　　　　×　×　×




　伊江島の管かん制せい塔とうにいた奈雲は、レーダーサイトや駐ちゆう機きしていた航空兵器がたった一機の敵に破は壊かいされていくのを見ていた。

　敵の武器が発射される度たびに空気を切り裂さくような不思議な音が聞こえた。

　空から降り注ぐ銀色の雨が、滑かつ走そう路ろで炎に変わる。

「地上要撃管制ＣＧＩと連絡をとって、応おう援えんを呼んで！」

　爆発の炎で塔の中が赤く染まる中、奈雲は管制員に叫んだ。

　管制員はインカムを外しながら、奈雲に叫び返した。

「通信手段が破壊されて本土に連絡できません。沖縄本島の基地もすべて爆撃を受けているようです！　すぐに離り陸りくできる戦闘機はありません！」

「爆撃？　どこの軍隊にやられたの？」

「わかりません。敵は一機です」

「一機で基地が全ぜん滅めつ!?」

　そんなことができるとしたら、もはや国が抱かかえている軍隊など安全の保障になりえない。

　パイロットの腕うでが良すぎるだけではこの戦果はあげられないだろう。

　あの銀色の兵器は無限に近い弾たま数かずを装備しているようだし、航こう続ぞく距きよ離りも既き存そんの航空機を遥はるかに凌しのぐ長さであるに違ちがいない。

　テロリストがそんな超ちよう兵器を手に入れてしまったとは想像したくなかった。

　奈雲と管制員達は、攻撃の音が止やんだのを確認すると、恐おそる恐る窓へと近づいて空を見上げた。

「もう行った？」

「たぶん……」

　爆発の煙ではっきりとはわからなかったが、あの銀色の光は見えなくなった。

　レーダーや航空機は無残にも破壊されていたが、なぜか死傷者はいないようにも見えた。

　怪我人が出たという報告もない。

「アパッチとコクレアで応戦させたら？」

「電波障害が酷ひどくて無線が使えません。それに、模も擬ぎ戦中なので実戦用の武器は装備されていません」

「そうか……」

　現在飛行中の軍用ヘリ八機で応戦すればさすがに敵を止められると思ったが、練習用の竹刀しないでは敵は倒たおせない。

「ユイ君達、大丈夫かしら」

　敵が何者なのかということより、奈雲は結人の安全が気き掛がかりだった。

　せっかく想おもいを伝えられたばかりなのに、彼に何かあったら正気を保てる自信がなかった。

　奈雲はすぐに行動に出た。

「この飛行場の武装している航空機は？」

「この惨さん状じようを見ればわかるでしょう？　まともな兵器は敵にやられちゃいましたよ」

「あそこにあるのは？　米軍のヘリでしょ？」

　奈雲が指差した先には、旧式の小型ヘリコプターがあった。

　Ｆ─３５やアパッチなど高価な兵器は破壊されたのに、それだけは残っている。

　ＡＨ─６〈リトルバード〉。

　安価な兵器だが、ロケット弾だんポッドや短距離ミサイルが機体横に装備されている。

　機首に飛び出た球体の中には高性能センサーもある。

　見た目は酷いが、装備は一人前の戦せん闘とうヘリだ。

「あれ、借りるわよ」

「あんな観測用のヘリでどうするんですか？　武器はおまけみたいなものですよ」

「武器があるだけましよ」

　そう言って奈雲は管制塔から飛び出した。




　爆撃の衝撃で故障している可能性もあったが、簡単な整備ですぐに奈雲は出発することができた。

　こういうときに軽攻撃ヘリＡＨ─６は便利だ。

　伊江島を後にして全力で飛ばすが、速度は二二〇キロを超えることができない。

　遅おそい。

　両サイドに飛び出たハードポイントのミサイルやロケット弾ポッドが空気抵抗を生んでいる。

　奈雲は座席の上で軽く跳はねながら、早く急げとヘリを急せかす。

「コクレア一号機、聞こえますか？」

　インカムに向かって奈雲は話したが応答がない。

　結人が撃墜されてしまったのではないかという恐きよう怖ふが奈雲を襲おそう。

　いくら戦闘ヘリでも武器を持たなければ観光ヘリとそう変わらない。

　一方的になぶり殺しにされる可能性だってありうる。

「応答できる機体はいませんか？　誰だれでもいいから応答して」

　じりじりと微かな反応があった。

「聞こえますか？」

　ノイズの中から僅わずかに声が聞こえたような気がした。

「もしもし、聞こえますか？」

『こちら二号機です。奈雲さん？』

　よく知った声が聞こえて奈雲は少し安心した。

「五色？　無事なの？」

『はい、でもみんなが……』

　五色の声に混じって燕子花が泣きじゃくっている声が聞こえた。

「生き残ってる機体は？」

『二号機だけです』

「噓うそ、ユイ君は!?」

　奈雲はヒステリックな声で聞いた。

　嫌いやな予感がよぎり、冷静さを失う。

『奈雲さん、いま基地にいるんですか？』

「違うわよ。ヘリでそっちを捜さがしてる。それよりユイ君はどうなったの？」

『奈雲さん引き返してください。危ないです』

「ユイ君はどうなったのって聞いてるでしょ。早く答えなさいよ！」

『奈雲さん、お願いだから五色さんの言うこと聞いてください。引き返して』

「引き返せるわけないでしょ！　ユイ君が！」

　そこで奈雲はターボファンエンジンの唸うなりを感じて押し黙だまった。

　ヘリとは違う、音速機の音だ。

　レーダーには映らないステルス機だが、音だけは完全に消すことはできない。

　ＡＨ─６のエンジンが静かだから気付けた音だった。

「来るなら来なさいよ。殺してやるわ」

　そう言いながら、奈雲は何も見えない青い空を見上げた。

「後ろ!?」

　奈雲は右手に握にぎったサイクリックレバーを倒して、左へと急旋せん回かいする。

　太陽の中に隠かくれていた黒い機体から、銀色の閃光が発射された。

　それはひらりと躱かわした奈雲の機体の側そばを通り抜ぬけ、海面へと落ちた。

　巨きよ大だいな水柱があがり、その威い力りよくに奈雲は身がすくんだ。

　下降してきた敵機は奈雲の後ろを追いかける。

　小さくて丸いボールみたいなＡＨ─６は、軽い機体を活いかした機き敏びんな動きで敵の猛もう追ついを凌しのいだ。

「噓、あれってラミアーじゃない？」

　旋回しながらわずかに見えた敵機のフォルムに見覚えがあった奈雲は驚きよう愕がくした。

　ＦＨ─〇３〈ラミアー〉。

　マッハ３を超こえる加速能力があるステルス機。

　戦闘機のような空対空能力を持ちながら、爆ばく撃げき機並みに大量の兵装を搭とう載さいできるマルチロール機。電子妨ぼう害がい装置も強力なので、たった一機で敵の空軍基地を壊かい滅めつさせることが可能だ。

「確かにラミアーならこの状じよう況きようを作り出せる。でもなんでこれが襲ってくるの？」

　五色が極秘に開発したラミアーは、厳重に保管されているはずだった。

　第三者が簡単に盗ぬすみ出せるような兵器ではない。

　敵機のウエポンベイが開き、二〇ミリ機関砲が発射された。

「くっ!?」

　奈雲はフットペダルを踏ふみながら旋回し、横から襲うＧに耐たえる。

　車のドリフトみたいな横よこ滑すべりをしながら敵の機き関かん砲ほうを避よけた。

　軽く小さな機体特有の鋭するどい動きを見せながら、奈雲は旋回を始めた。

　小回りの利きくＡＨ─６は、大回りした敵機の内側にライン取りをした。

「発射！」

　敵の後ろを取った奈雲は右手で引き金を引いた。

　命中。

　ラミアーの黒いボディに火花が散った。

「やばっ、そうだった」

　重い機体に似合う分厚い装そう甲こうを持つラミアーには機き銃じゆうは効果がなかった。

　兵装選択スイッチをＧＵＮからＭＩＳＳＩＬＥへと素す早ばやく動かした奈雲。

　躊躇ためらうことなく発射スイッチを押した。

　赤外線追つい尾びミサイルがラミアーに向かって飛ひ翔しようする。

　ラミアーの後方に激しい光と煙けむりが発生した。

　ミサイルが爆発するが、ラミアーには届かなかった。

　フレアで赤外線偽ぎ装そうして、ミサイルを妨害されたのだ。

　ラミアーの機体後方にある二つの排はい気き口から鮮あざやかな炎ほのおが噴ふき出した。

　瞬しゆん間かん移動したみたいに、ラミアーの後ろ姿が遠ざかった。

「ターボブーストもあるなんて、ラミアーで間違いないじゃない」

　高空へと逃にげながらＵターンしてくる機き影えいを憎にくらしそうに見上げながら、奈雲は呟つぶやいた。

　ＡＨ─６は想像以上に機敏だった。

　エースパイロット級の腕を持つ奈雲が操あやつれば、近距離戦闘ではラミアーにも負けなかった。

　恐らく結人は撃げき墜ついされた。

　彼が生きているかどうかはわからないが、コクレア一号機が撃墜されたことだけはわかる。

　絶対に許せない。

　せめて仇かたきだけでも取りたい。

　奈雲は次の格闘戦に向けて、速度と高度を回復しようとする。

　ラミアーが高空から銀色の閃せん光こうを発射した。

　奈雲の知らない兵器だった。

　誘ゆう導どう能力のなさそうな直進するだけの兵器。

　ロケット弾のようにも見えるが、それとは威力が桁けた違ちがいだ。

　ラミアーにはあんな兵器は搭載されていなかったはず。

　あれはラミアーではないのか？

　いったい誰が乗っている？

　ラミアーは黒一色だったが、高空を飛ぶ敵機の底部は赤く塗と装そうされていた。

　黒と赤。

　毒どく蜘ぐ蛛ものようなカラーリング。

　やっぱりあれはラミアーではなかった。

　奈雲がそう気付いたとき、銀色の閃光が目の前に落ちた。

　海面から吹き上がった巨大な水しぶきが、ＡＨ─６にぶち当たる。

　自重が六〇〇キログラム程度しかなかった軽けい戦せん闘とうヘリは、ピンポン球のように跳ね上がった。

　奈雲の目に空と海が交こう互ごに見えた。

　前面の窓が割れるのも見えた。

　操そう縦じゆう桿かんを握る意味がなくなったと手の感かん触しよくで気付いたとき、奈雲の目には悔くやしさで涙なみだが溢あふれた。

　激しい振しん動どうと痛みが全身を襲った。

　機体が海面へと叩たたきつけられたのだった。




　　　　×　×　×




　テレビに映る空くう撮さつ映像。

　基地のエプロンに駐ちゆう機きしてあった無数の戦闘機がすべて炎えん上じようしている。

　消防車はたくさんあったのに、救急車の数が少ないのが気になっていたが、アナウンサーが死者はいない模様です、と言ったのを聞いて納なつ得とくした。

　沖縄に配備されていた航空兵器が、米軍自衛隊問わずほとんど破は壊かいされた。

　それなのに死者がいないというのは妙みような事件だった。

　実行犯は未いまだに逮たい捕ほされていない。

　防衛省の幹部が、どのような兵器が使われたのか現在調査中です、と記者会見で答えていた。

　敵の正体、目的、使用兵器、そのすべてがわかっていない。

　犯人像を出せないテレビ局は、怪かい事件のような扱あつかいで報道を続けている。

　たった一機の謎なぞの兵器が沖縄の戦闘機を壊こわして回る。

　死者が出てないことが余計に意味不明さを搔かき立てている。

　航空兵器が無力化されたとあっては国家の安全にも関かかわるので、日にち米べい両政府は大おお騒さわぎしていたが、民間人はいまいち関心をそそられないようだった。

　病室にお茶を配りにきた中年の女性看護師は、あら～大おお怪け我がしたのはあなただけみたいね～、とテレビを見ながら暢のん気きに言った。

　怪我した辛つらさというよりは、自分よりも技術がなさそうだったパイロットに負けたというのがショックで、奈雲は看護師に愛想笑いできなかった。

　機体を直接破壊されたわけではなかった奈雲は、重傷を免まぬかれ、後からやってきた救助ヘリで那な覇は市内の病院へと搬はん送そうされた。

　目が覚めたのは、撃墜されてから二十四時間後だった。

　病室の窓からはのんびりと走るモノレールが見えた。

　軍関係施し設せつは壊滅状態だというのに、街は平和そのものだった。

　武器を持たない人達は普ふ段だんと変わらない生活を続けている。

　民間人には怪我人すら出ていない。

　ラミアーに乗っていた敵は何が目的だったのだろうか。

　奈雲は目の前に置かれた病院食を虚うつろな目で見つめる。

　骨折した右みぎ腕うではギブスで固定されているので左手でカボチャの煮に物ものを食べようとしたが、うまくフォークで持ち上げることができなかった。

　包帯が巻かれて太くなった折れた右みぎ脚あしも奈雲の目に入った。

　実戦で負けたことを実感させる哀あわれな自分の姿に、奈雲は泣きそうになってしまう。

　お茶を配り終えた看護師と擦すれ違うようにして入ってきた少年を見て、奈雲は驚おどろいた。

　とっさに髪かみ型がたを直したり、むくんだ顔を隠そうとしたが、遅おそかった。

「やだ、ユイ君、来るなら連れん絡らくしてよ」

「ごめん、嫌だったかな。怪我したって聞いたから心配で」

「ううん。嬉うれしい」

　不自由になった体を恨うらんでいたが、好きな人に再び会うことができて、奈雲は命があるだけよかったと思えた。

「ユイ君は全然怪我はないの？」

　ベッドの横にあったパイプ椅い子すに座った結人。

　彼の体には異状はなさそうだった。

「俺は大だい丈じよう夫ぶだよ。国府宮もかすり傷で済んだ。大怪我したのは奈雲しかいないよ」

「そう、よかった。本当によかった……」

　一時は殺されたのだと心配した奈雲は、好きな人の無事を心から喜んだ。

「食事、大変そうだね。手伝おうか」

　片手片足で動く奈雲と、フォークで粉々にされた皿の上の煮物を見た結人はそう言った。

「うん、手伝って！　あーん」

「えっと……じゃあ……」

　結人は奈雲の口に少しずつ食べ物を運んだ。

　好きな人がお見み舞まいに来てくれて、なおかつ食事を手伝ってくれて、奈雲は幸せそうに微笑ほほえんでいた。

「俺達を助けようとしてくれたんだよね。それで怪我しちゃって、申し訳ないな」

「いいのよ。こうしてユイ君にあーんしてもらえるんだから。むしろ怪我してよかったわ」

「いや、それは言い過ぎだろ」

　やけに食しよく欲よく旺おう盛せいな奈雲の口に、結人は忙いそがしく食事を運ぶ。

「骨折の具合ってどうなんだ？　また前みたいにヘリに乗れるのかな？」

　それを聞かれた奈雲は、差し出された炊たき込みご飯を食べるのを躊躇った。

「どうかしら……」

　パイロットは一いつ般ぱん人じんよりも遥はるかに健康でなければならない。

　完治しなければ、エースパイロットどころか空を飛ぶこともできなくなる。

　それを知っていた二人は、同時に暗い顔をしていた。

「民間人を襲おそわずに兵器だけを破壊していくから、あのパイロットを戦争に反対する英えい雄ゆうみたいに言う人もいるらしいけど、俺は許せないよ。奈雲をこんな目に遭あわせて……」

　怒いかりにかられている結人を、奈雲は宥なだめた。

「空戦に負けた時点で、もう私はエースパイロット失格なのよ。二度と飛べない体になっても仕方がなかった」

「違うよ。ラミアー相手にあんな旧式のヘリで勝てるわけないだろ。奈雲は悪くない」

　優やさしい物言いの結人にほだされて、奈雲は自責の念が少し薄うすらいだ。

「ありがとう。でも、あれはラミアーじゃなかったわよ。カラーリングが少し違ってた」

「本当に？」

「搭とう載さい兵器も少し違っていたし」

「それは俺も見たよ。でも、ラミアーとほとんど変わらなかった。ラミアーって世界に一機しかないんじゃなかったのか？」

「わからない。それは五色に聞くのが一番早いんじゃない？」

　奈雲が聞くと、結人は困った顔をして首を振ふった。

「五色は先に東京に帰っちゃったんだ。何も聞く暇ひまがなかった」

「あの子、絶対隠かくしてることあるでしょ」

「秘密だからって何も教えてくれないからな。立場上、仕方ないのかもしれないけど」

「仕方なくなんかないわよ。ヤバい兵器に乗ったわけもわからない敵が襲ってくるのよ。今は死人が出ていないけど、今後どうなるかはわからない。五色を追いかけて問い詰つめて」

　奈雲はきつい口調で言った。

「奈雲は大丈夫なのか。食事も一人でできないし。こっちに知り合いなんていないだろ？」

「いないわね」

「じゃあ、大変だろ？」

「いいの。あの敵の正体を突つき止めて」

　本音を言えば寂さびしかった。

　右脚と右腕に大怪我をした自分はもう結人達とは戦えない。

　そっち側には行けない。

　ポンコツになってしまったから。

　置いていかれるのは惨みじめになる。

　すごいパイロットになっていつか結人を振り向かせたいという願いは遠くなってしまった。

　だから側そばにいてほしい。

　でも、それは口にしてはいけなかった。

　空を脅おびやかす敵を退けるのがパイロットの役目。

　まだ心だけでもパイロットでいたいから、奈雲は結人を引き止められなかった。

「わかった。ちゃんと怪我を治してくれよ。まだまだ教えてもらいたいことがたくさんあるんだから」

　それを信じているように結人は迷いのない声で言った。

「当然でしょ。また一いつ緒しよに飛びましょう」

「ああ。約束だよ」

　結人は奈雲と固く握あく手しゆを交かわすと、病室を後にした。

　名残なごり惜おしくて、奈雲は結人の背中をしばらく目で追っていた。

　爆ばく撃げき事件の詳しよう細さいを伝えるニュース番組はまだ続いていた。

　ベッドの上で右脚と右腕を固定された奈雲は、残っていた食事には手を付けず、ただテレビを呆ぼう然ぜんと眺ながめることしかできなかった。




　　　　×　×　×




　民間機には傷一つついていないにもかかわらず、那覇空港は事件から三日間閉へい鎖さされていた。

　動き出した空港の出発ロビーには沖縄から出られなかった観光客で溢あふれかえっていた。

　その喧けん噪そうの中で、ＡＣ先進航空戦闘ＴＳ兵訓練学校の正装を着てベンチに座っていた結人達は浮ういた存在だった。

「五色ちゃん、あの後一言も口を利きいてくれなかったんだよー。せっかく仲良くなれたのにまた遠い存在になっちゃうのかな」

　結人の隣となりに座っていた燕子花が携けい帯たい端たん末まつを操作しながらそう言った。

　五色に連絡先を教えてもらったが、まったく返信がないらしい。

　結人ももちろん連絡したが、同じ結果だった。

　唯ゆい一いつ撃げき墜ついされなかった二号機に乗っていた五色は、事件の直後、すぐにフェリーで沖縄を離り脱だつした。

　学校のみんなは一人だけ逃にげたとやっかんでいたが、結人達はそうではないと気付いていた。

「あの機体の開発者だからな。何か事情があったんだろ」

「相談してくれればよかったのに。私じゃだめなのかな」

　五色と共に二号機で訓練を続けてきた燕子花は、合宿で築いてきた信しん頼らいが揺ゆらいだのではないかと不安になっていた。

「サインくれるって約束したのに……」

　家族のために買ったお土産みやげを抱かかえながら、国府宮は結人の隣に座っていた。

　五色のファンだった国府宮も、不安そうにしていた。

「事件が片付けば、また仲良くなれるよ」

　結人は根こん拠きよのない慰なぐさめを言った。

　あのラミアーもどきの正体に心当たりがないはずがない。

　それを誰だれにも話さず、五色は消えてしまった。

　結局五色は誰のことも信頼していなかったのだろう。

「結人、捜さがしました」

　金色の長い髪かみ、レースをあしらったブラウス、フレアスカート、エナメルのストラップシューズ、お人形みたいな可愛かわいいアメリカの女の子。

　アメリカ空軍学校のクリスだった。

　息を弾はずませ、小さな肩かたを上下させていた。

「模も擬ぎ戦が酷ひどいことになってしまい、申し訳ありません。一言謝りたくて」

「どうして？　クリスのせいじゃないでしょ？」

「我が軍の空域に敵を侵入させてしまったのです。こちらのミスです」

「あの機体の性能ならしょうがないよ。防ぐのなんて無理だったんだ」

「敵機に心当たりがおありなんですか？」

　同じ模擬戦を戦ってくれた仲間なのだし、話してしまおうとも思った結人だったが、直前で思い留とどまった。

　五色の秘密は誰にも話さないと誓ちかったのだ。

「いや、知らない……」

「そうですか……我が軍は防空態勢の警けい戒かいレベルを最大まで引き上げています。私も国に戻もどって、再び戦う準備をしなければなりません」

「危ないよ。あの機体は強すぎるから」

「大丈夫です！　不意を突かれましたが今度こそは」

　幼い顔に確かな自信を浮かべるクリス。

　見た目は可愛いが、実力は底知れないことを感じさせた。

「模擬戦ではいい戦いを見せてくれましたね。今度はちゃんと決着をつけたいです」

「うん、未熟なところがあったから、またやりたいよ」

「楽しみにしてます！」




　　　　×　×　×




　東京の羽田基地に帰き還かんした結人達は、首しゆ都と圏けんの警戒業務についた。

　とはいえ主力戦せん闘とうヘリのＦＨ─〇２〈コクレア〉はそのほとんどを失っているため、一世代古いＦＨ─〇１〈フォルス〉を使うことになった。

　生徒達には乗りやすいと好評だったが、結人は不満だった。

　運動性は悪くないとはいえ、汎はん用ようヘリを戦闘用に改造しただけのフォルスでは束になって掛かかったとしてもラミアーには勝てない。

　謎なぞの敵を討うち滅ほろぼすべく団結心を煽あおる彼らを、結人は馬ば鹿かげていると思ってしまった。

　ラミアーの恐おそろしさを知っていれば、並の飛行機では無む駄だ死じにすることは目に見えていた。

　海を挟はさんで学校の滑かつ走そう路ろを見み渡わたせる京けい浜ひん島じまつばさ公園のベンチに座り、結人は携帯端末を見つめながらさぼっていた。

　遠くでは旧世代機で一いつ生しよう懸けん命めいに訓練に当たる学校のみんなが見えていたが、結人には罪悪感などなかった。

　そんなことより、今は携帯が気になる。

　五色にメッセージを何度も送るが未いまだに返信はない。

　世界中の軍隊が総力を挙げても見つけ出せないし倒たおせない超ちよう兵器。

　どうやったらあんな物を生み出せるのか結人は不思議でならなかった。

　神様に選ばれたからなのか、天才だからなのか、チート技わざでも使っているのか、見た目は普ふ通つうの女子高生がなぜ世界のパワーバランスを崩ほう壊かいさせるような飛行機を設計できるんだろう。

「早く連絡してくれ。じゃないと大変なことになる」

　一人で隠し持っているならまだしも、それを奪うばわれたりコピーされたりしたら、争いの火種になるに決まっている。

　五色は今どこにいる？

　何をやっているんだ？

　五色の住んでいる場所も知らなかった結人はただ連れん絡らくを待つことしかできない。

「そういえば、ラミアーはまだ調ちよう布ふにあるのかな……」

　東京湾わんを眺めながら結人はぼんやりと呟つぶやいた。

　調布の研究所に行って、ラミアーの所在を確かく認にんするのもいいかもしれない。

　五色の許可なしに立ち入らないと約束したが、今はそんなことを言っていられない。

　調布に向かうことを一応報告しておこうと、メッセージを送った後だった。

　五色から通話が来た。

『もひもひ～、五色さんですけど結人さんいますかぁ』

　気の抜ぬけた五色の声。

　今の状じよう況きようをわかっていないような温度差を感じて、結人は怒ど鳴なってしまう。

「いるよ！　今まで何してたんだよ！」

『結人さん怒おこってるんですかぁ？』

「怒ってるよ！　俺の連絡全部無視してた？」

『怒らないで？　ちゃんと結人さんの連絡、読んでたけど、なんて返信したらいいか思い浮かばなかったんです。五色さんそういうの苦手で……』

「あの機体は何なんだよ。知ってるんだろ？」

『…………』

「何で黙だまるの？」

『ごめんなさい。言いにくくて……』

「教えてくれないと困るよ」

『…………電話はいけないので直接会ったときに』

「盗とう聴ちようとか気になるの？」

『はい』

「今すぐ会える？」

『今日はすごく大事な用事があるので明日でもいいですか？』

「この事件のことより大事な用事って何だよ」

『……この事件のことなんです。今近くにいるので、一緒に来ますか？』

「関係があるのか？　じゃあ、行くよ」

『わかりました。待ち合わせ場所は五色さんと結人さんが初めて会った場所で』




　多た摩ま川がわの側にある大おお田た区内の商店街。

　テロリストに追われていた五色を助けた場所。

　配達のバイトで訪おとずれた寿す司し屋やを懐なつかしく思いながら、結人はそこで五色を待っていた。

　やがて、八人乗りの巨きよ大だいな四よん駆く車しやが、一方通行の狭せまい道みち幅はばを目め一いつ杯ぱい使いながら近づいてきた。

　結人の前で停車したその巨大な車の運転席から、背が小さくて瘦やせ細った女の子が降りてきた。

「結人さん、お待たせしました」

　五色の恰かつ好こうを見て、結人は言葉を失ってしまった。

　地味なパーカーにジーンズというまったく飾かざり気けのないいつもの恰好からは想像がつかない服を着ていた。

　黒いフォーマルスーツだった。

　黒いストッキングとパンプスを履はいている。

「誰ですか？」

　見知らぬ美しいお姉さんに向かって結人はそう言った。

「絶対結人さん五色さんのこと馬鹿にすると思った……」

「ちゃんとそういう恰好するときあるんだ……」

「一応人間なので……」

「だよな……」

　薄うすく化け粧しようをして髪かみ型がたも落ち着いた印象にセットしてある。

　大人びた女性に変身した五色に向かって、結人は聞いた。

「今日はどこに行くの？」

「父の三回かい忌きなんです」

　五色は助手席のドアを開けて、結人に乗るように促うながした。

　五色の父はコクレアなどを製造している灰はい松まつ重工業の社長だった。

　さっき、五色が事件に関係があると言ったわけが何となく結人には理解できた。

「俺も一いつ緒しよに行っていいのかな？」

「五色さんも一人で行くの不安だったので」

「そうか……」

　結人はランドクルーザーの助手席に乗り込んだ。

「あいかわらず似合わない車だな」

　運転席に座ってシートベルトを締しめる五色に向かって結人は言った。

「だめですか？」

「趣しゆ味みは否定しないけど、女子高生が乗る車じゃない気がする」

「ああ、女子高生だったらミニクーパーとかのほうが似合いそうですよねぇ」

　労働人口不足を補うため、十五歳から免めん許きよ取得が可能になった現在、女子高生が車で通学することは珍めずらしくなかった。だが、こんなでかい車で通学してくる女子高生は五色ぐらいだろう。

「確かに女子高生がミニクーパー乗ってたら可愛いな」

「でも、ランドクルーザーも可愛くないですかぁ？　ライトがお目々で、フロントグリルがお鼻で、ナンバーがお口！　お尻しりも可愛いんですよ？」

　五色はランドクルーザーのデザインの素す晴ばらしさを語る。

「たとえが独特すぎてちょっと……自分が作った空飛ぶ車より好きなの？」

「エアモービルも嫌きらいじゃないですけど、自分でデザインした車はもう飽あきたので。やっぱり他人のデザインした車に乗りたいです」

「なるほど……」

　普ふ段だんはおちゃらけているが、やっぱり五色は設計士なのだと思わせる話だった。

「もー、自動運転君はすぐ首都高に乗りたがる……横よこ浜はままで一いつ般ぱん道どうで行きたいのに」

　自動運転で走り出した車のナビ画面と五色は睨にらめっこしていた。

　慣れていない道なのか、五色はしばらくナビと格かく闘とうしていた。

　話を聞くと、五色は茅ちヶが崎さきにある実家に向かっているらしかった。

　神か奈な川がわ県を南下する有料道路に乗ったところで、ようやく五色は落ち着き、水すい筒とうを取り出して結人に自家製アイスコーヒーを振ふる舞まった。

「襲おそってきた飛行機の正体、気になりますよねぇ」

　五色は紙コップのコーヒーを啜すすりながら、窓の外を向いて話し始めた。

　高いビルが減ってきて、すっきりとした快晴の空がよく見えた。

「奈雲が怪け我がしたんだ。秘密なのはわかるけど教えてほしい」

　結人は五色から目をそらすように窓の外を見ながらコーヒーを飲んだ。

　目が覚めるようなとてもよい香かおりがした。

「五色さんの家の問題だから結人さんにも話すつもりはなかったんです。でも、奈雲さんが怪我をしちゃうなんて……もっと早くお話しすべきでした……あっ、お腹なか空すいてません？」

「そういえば空いてるかも」

「お弁当作ってきたのでお昼ご飯食べませんか？」

　五色は後部座席に手を伸のばして、ピンクの風ふ呂ろ敷しきを摑つかんだ。

「い、いただきます」

　飯はいいから早く話せ、とは結人は言えなかった。

　五色の助手席に乗っているときの結人は、なぜか彼女に主導権を握にぎられてしまう。

「昨日の余り物で作っただけですけど」

　二段重ねの可愛かわいいピンク色の弁当箱を五色は開けた。

「冷やご飯で作ったチャーハン、五色さん好きなんですよねぇ」

　五色に手て渡わたされたチャーハンのおにぎりを、結人は口にした。

　玉子とネギと刻んだかまぼこが入っていた。

　さっぱりしていて風味がよく、おいしかった。

「これもどうですか？　最近タルタルソース作るのが好きで、ゆで卵に掛かけただけなんですけど」

　薄く輪切りにしたゆで卵を、渡わたされた赤い樹じゆ脂し製のようじで口に運んだ。

　優やさしい味がした。

「結人さんが食べるならお肉料理も作ればよかったなぁ」

「いや、これで十分です」

「なんで敬語？」

「とてもおいしかったので」

「ほえぇ、ありがとうございます」

「五色の分まで食べちゃっていいの？」

「どうぞ。五色さん、男の人がたくさん食べてくれるのを見るのが好きなので」

　アスパラガスのバター焼きを差し出してくる笑え顔がおの五色。

　若じやつ干かん心を惑まどわせる言葉を聞きながら、結人はそれを口にした。

　文句のつけようのないほど美び味みだった。

　天才設計士でありながら、どうしてこんな家庭的な趣味を持っているのだろう。

　お金持ちで家庭的で誰だれもが結けつ婚こんしたくなるような女の子。

　そう思えたからこそ、結人は気になった。

「男の人によく弁当を作るの？」

「うーん、前はよく作ってました……」

「そ、そっか……」

　結人は腕うでを組んで悩なやむように首を捻ひねった。

　五色には大事な男の人がいたのだろうか。

　悔くやしいような腹が立つような寂さびしいような。

　生まれて初めて感じた不思議な感情に戸と惑まどいを覚えながら、結人は聞いた。

「どんな人のために弁当を作ってたの？」

「え？　それ気になりますか？」

「まあ……」

「すっごくかっこよかったです。背が高くて頭がよくて、しかも面おも白しろい人なんです。五色さんがちょっとふざけた性格になっちゃったのも、その人の影えい響きようだと思います。でも今は冗じよう談だんなんて言わないんだろうなぁ」

「へぇ、魅み力りよく的な人だったんだね」

「大好きでした。ちょっとナルシストなのでキザなことばかり言うところは嫌いやだったんですけど、それも好きだからこそ嫌なところが見えていたんだと思います。結局喧けん嘩か別わかれしちゃったのも、嫌なところに耐たえきれなくなったからだし、やっぱり大好きだったのかなぁ」

　普段人間味を見せない孤こ独どくな五色が、いきなり熱っぽく好きな男のことを語り出した。

　自分の過去をようやく話してくれたと思ったらよりによって男の話だった。

　五色の作ったきんぴらゴボウが、結人の渇かわいた喉のどの奥で引っ掛かった。

「げほげほ」

「結人さん大だい丈じよう夫ぶ？」

　五色が優しくコーヒーを差し出してくれる。

　おいしかったコーヒーの味も今はわからない。

「急に大人びたことを言い出すからびっくりして」

「子供の頃ころの話ですよ？」

「だいぶ大人びた子供だったんだね」

「いいえ、子供でした。その人に彼女ができちゃったときからかな。仲が悪くなったのは。夏にみんなで江えの島しまに行ったとき、彼女さんと五色さん、喧けん嘩かしちゃったことがあったんです」

「叶かなわない恋こいだったのか。五色にも意外な過去があったんだな」

「恋？　何の話ですか？」

「いや、五色の好きな人に好きな人ができたって話だろ」

「はい、お兄ちゃんに彼女ができたときの話です。全然気が合わない人だったなぁ」

「お兄ちゃんの話だったのか……」

　結人は拍ひよう子し抜ぬけした。

　騙だまされた気分だ。

　だが、元彼の話だったら五色とどう向き合っていいかわからなくなりそうだった。

「誰の話だと思っていたんですか？」

「恋人の話なのかと」

「あはは、五色さんに恋人ができるとかありえないでしょ！　結人さんの目は節穴かぁ」

「自分を過小評価しすぎだろ……お兄さんのこと聞いてもいい？」

「はい、どうぞ」

「五色の家族ってみんな航空会社の人なんだよね。お兄さんももしかして飛行機の設計とかできる人なの？」

「はい……五色さんは子供の頃から航空工学を学ぶために、留学していたとこの前お話ししましたよね？　それ、お兄ちゃんも一緒だったんです」

「お兄さんも才能があったのかな？」

「自分で言うのはどうかと思うのですが、五色さんとお兄ちゃんだけは飛び抜ぬけた才能を持っていました」

「お兄さんもラミアーを作ろうと思えばできるってこと？」

「ラミアーの原型になった試作機はほぼ二人で作っていたんです。でも、途と中ちゆうで喧嘩別れしてしまって……」

「どうして？」

「お兄ちゃんは世の中を悲観的に見る人だったんです。兵器の力で世の中を変えたいと願っていました。でも五色さんはどちらかというと楽観的だったので。世の中を安定させたいと願っていました。破は壊かいのための兵器と、守るための兵器、五色さんとお兄ちゃんは決別して別の道に進みました」

「沖縄の飛行機を破壊したあれも、お兄さんが作ったものなの？」

「確証はないけどたぶん……信じたくないですが……」

「同じ場所で育ったのに、どうしてそんなに考え方が違ちがうんだろう。五色は世の中を破壊したいなんて思わないんでしょ？」

「お兄ちゃんは五色さんと違って外向的だったので、いろんな人に影響を受けたんだと思います。それに、お父さんともすごく仲が悪かったので、誰も恨うらまないような性格には育ってないですね。でも、お兄ちゃん、五色さんにはいつも優しかったですよ？」

　兄を庇かばうように五色は言った。

「大好きだったんだよね」

「はい。ここ数日間、お兄ちゃんに連れん絡らくを取ろうと策を弄ろうしていたんですが、全部だめでした。今日の法事に来てくれたらいいんですけど」

　それが最後の望みであるかのように、五色はしみじみと言った。

　兄に直接会うことができれば、沖縄を襲った飛行機の正体を知ることができるかもしれない。




　巨きよ大だいな敷しき地ちを持つ五色の実家には、白黒幕が張り巡めぐらされ、航空産業の関連会社から贈おくられた供花が数え切れないほど並んでいた。

　喪も服ふくで黒一色になった人波の中を学校の制服で歩いた結人は、少し恥はじらいながらお線せん香こうをあげた。

　灰松重工業が手がける航空機やエアモービルシリーズのメイン設計士がやってきたというのに、誰も五色のことを気にする者はいなかった。

　危険を怖おそれて正体を隠かくしていた五色は、単なる故人の娘むすめという扱あつかいだった。

　法要が終わり、墓参りに向かう前、五色は義理の母と会話を交かわした。

　着物を着ていた義理の母は、美人だったが耳に刺ささるような不ふ機き嫌げんな声で言った。

「五色さん、まだ八はち王おう子じの家に住んでいるのですか？」

「はい」

「そろそろ都内のマンションに引っ越こしなさいな。一人じゃ広すぎるでしょう。売ってしまった方がいいと思うのよ」

「はぁ」

　五色は義理の母とは目を合わせずに、ぶっきらぼうに返事をした。

「掃そう除じとか大変でしょう？　その方が五色さんにもいいと思うのよね」

「あの……お兄ちゃんとは会いました？」

「値段が高いうちに売ってしまうのが一番いいと──はい？　誰？」

「お兄ちゃんです。ここに来てませんか？」

「あの子が帰ってくると思います？　一いち郎ろうさんが亡なくなったときも戻もどってこなかったじゃないですか。あなたもあの子も親不孝者ですからね。一郎さんの家族は私だけだったとは思いません？」

　ボクサーに打ちのめされたような顔をして義理の母から離はなれてきた五色に向かって結人は言った。

「お金持ちの家もなかなか大変そうだね」

「もう二度と来ない……疲つかれた……」

「お父さんって病気で亡くなったわけじゃないんだよね？」

　灰松重工業の社長がテロに巻き込まれて亡くなったというニュースは、遠い離り島とうに住んでいた結人も知っていた。

「はい。爆ばく破はテロに巻き込まれたときに……」

　灰松家の周囲には私服警官らしき体格の良い男達が周囲に目を光らせていた。

　大会社の重役達や防衛省の関係者を警備する目的もあるのだろうが、もう一度テロが起こるのを未然に防ごうとしているのだろう。

「家族みんなが標的になるって大変だな」

「そうですね。お兄ちゃんもそれが嫌で日本に戻ってこないのかなぁ」

　三回かい忌き法要が終わっても、五色の兄は訪おとずれては来なかった。




　来た道とは別のルートで結人達は帰ることにした。

　ぼんやりと夕日に染まった空と薄うす暗ぐらい海を右手に見ながら、車は東京を目指していた。

「子供の頃、夏休みはよくここに来てたなぁ」

　法事の疲れなのか思い出に感傷的になっているのか、運転席の五色は元気がなさそうだった。

「もしもお兄さんがあの事件を起こしたとしたら、五色はどうするの？」

「どうするんだろう。とにかく理由は聞きたいです。お兄ちゃんは戦争が好きって人ではなかったので。変わってしまったのかなぁ」

「お兄さんとはもう会えそうにない？」

「アメリカに留学していたときの教授が、お兄ちゃんを見つけたら連絡してくれることになっています。半年前も会ったそうなので一番近い人かと」

「そうか……頼たのみがあるんだけど、またラミアーを使ってもいいかな。あれがもし襲おそってきたら、止められるのは俺しかいないと思うんだ」

　そう言った結人を、五色は驚おどろいたように目を見開いて見つめた。

「結人さんもお兄ちゃんも、大事な人だから、戦ってほしくないです」

「まだお兄さんが乗ってたのかどうかわからないだろ」

「戦ってほしくないです……」

「…………」

　無茶な要求をしたと後こう悔かいし、結人は窓まど枠わくに肘ひじをついて外に目をやった。

　海から上がったばかりのサーファーが雫しずくを垂らしながら道を歩いていた。

　女学生達が楽しそうに会話しながら駅へと向かっている。

　沖縄が爆ばく撃げきされたことなど気にしていないかのような光景だった。

　確かに沖縄は遠すぎる。

　だが、マッハ３を超こえる超ちよう兵器からすれば、そこから東京なんてあっという間だ。

「まさかラミアーがもう一機あるとは思わなかったよ」

　結人は何も考えずに言ったが、隠し事を責められたのだと思った五色は目を伏ふせて俯うつむいていた。
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　翌日の朝、結ゆい人とは一人で家を出た。

　骨折が落ち着くまで、奈な雲くもは沖おき縄なわで治ち療りようを続ける予定なので、一人での通学だった。

　マンションを出て、モノレールの駅に向かう途中で、結人は思いがけない再会を果たした。

　ガードレールに腰こし掛かけて、結人にウインクした姿があまりにも様になっていた。

「冥めいさん！　お久しぶりです」

　朝の眠ねむ気けも吹ふき飛ぶような嬉うれしさだった。

「今日はいい日だ。また君に会えた」

　女性的な長い髪かみや黒いドレスに似合わない、低い声。

　片目に眼帯をしている美男子などそうそういないので、結人はそれが冥だとすぐに気付いた。

「航空祭のとき以来ですね」

　アメリカの航空学校を首席で卒業した冥に模も擬ぎ戦での戦いを褒ほめられたことを、結人は鮮せん明めいに覚えていた。

　二人は飛行機好きが高じて再会を約束した仲だった。

「ああ。あのときは楽しかった。結人さんはこれから登校といったところかな」

　長ちよう髪はつとドレスを靡なびかせながら冥は立ち上がった。

　すらりと背が高かったので、結人は冥を見上げるようにして話した。

「そうですね。これから学校です」

「前に見せたい物があると言っただろう。約束を今日果たしたかったが、日を改めたほうがいいかな」

「いえっ、今日で結構です！」

「いいのかい？」

「主力兵器がほとんど撃げき墜ついされてしまったので、まともな練習なんてできないんです。学校に行っても意味がないですよ」

「先生には内ない緒しよってわけか」

　冥は自分の唇くちびるに人差し指を当てて笑えみを浮うかべた後、

「じゃあ、決まりだな。今日はいい日だと思ったんだ」

　冥に導かれて、結人は近場のエアモービル駐ちゆう機き場へと辿たどり着いた。

　だが、駐機してあったのは、エアモービルではなくベル社製の小型ヘリだった。

「どこに行くんですか？」

　機内の副操縦席に座りインカムを装着しながら結人は言った。

「秘密の場所だ。誰だれも知らない場所さ」

　補助パワーユニットのスイッチに手を伸のばしながら、冥は結人に缶かんコーヒーを渡わたした。

　外国製なのか、結人の知らないメーカーだった。

　ヘリは南に向かって離り陸りくし、そのまま神か奈な川がわ県を南下した。

　小型ヘリの割にはやけにいいエンジンを積んでいて、コーヒーを飲み終わる前に神奈川県最さい南なん端たんの城じようヶが島しま上空を通過した。

「これって冥さんのヘリなんですか？」

「そうだ」

「スピードすごいですね。すごいヘリだ」

「わかるか、さすがだな。エンジンだけは最新型だ」

「俺、男友達とこんなふうにヘリで出かけたことなかったんで、楽しいです」

「同感だ。気が合うな」

「はいっ！」

　今日だけは嫌いやなことは忘れて、小旅行を楽しみたかった。

　眼下に海しか見えなくなったところで結人は聞いた。

「三み宅やけ島じまにでも行くんですか？」

「島ではないな」

　眼帯に隠れていない方の目を細めて朝日を見み据すえる冥。

「島ではない？」

　じゃあ、どこだろうと結人は疑問に思う。

　このまま南下しても見えてくるのは島と海しかないのに。

「気になるか？」

「ちょっと」

「俺の仲間に会ってほしいんだ」

「冥さんの友達ですか？」

「家族みたいなものだ。人種も国こく籍せきも住む場所も持たず、存在することを許されない人達」

　顔に疑ぎ問もん符ふを浮かべていた結人を見て、冥はその反応を予想していたみたいに気取った笑みを浮かべた。

「悪い人達じゃない。気に入ってくれると嬉しいな」

「そうなんですか……」

　話題は再び飛行機のことに戻り、二人は好きな戦せん闘とう機や得意の戦闘機動についてなど、子供のように語り合った。

　やがて、海しか見えなかった景色に変化が起きた。

　白い航こう跡せきを水面みなもに描えがきながら、クルーズ船が海路を進んでいた。

「すごい、クルーザーですか？」

　全長が一二〇メートルある三階建てのクルーズ船だった。

　小さいながらもデッキの上にはプールやテニスコートまであった。

「個人所有の船だ。ヘリも搭とう載さいできる」

　船せん尾びにあったヘリポートに向かって、冥は高度を落としていく。

　船は止まると揺ゆれるので移動するポイントに向けての着ちやく艦かんをしなければならない。

　船の速度と風向きを計算しながら、冥は慣れた手つきで操そう縦じゆう桿かんを動かしていた。

　アメリカの学校で首席だったというのは噓うそではないなと、冥の操縦を見て結人は思った。

　ヘリから降りると、結人は屋上の展望デッキへと連れていかれた。

　初めてのクルーザーに最初は浮かれていたが、船の大きさの割にはやけに人が少ないことや、オレンジジュースを運んできてくれたエプロン姿の女の子が全然笑ってくれなかったこと、そして、プールサイドにいた男達が散さん弾だん銃じゆうを持っていたことが、結人の観光気分を吹き飛ばした。

「こちらにいるお方が俺達のボス、ノアだ」

　冥が紹しよう介かいした人物は、プールサイドのベンチに座って散弾銃を構えていた。

　洋上に円えん盤ばんが放たれる。

　散弾銃が火を噴ふき、円盤は虚こ空くうで粉々に砕くだけた。

　冥が笑顔で拍はく手しゆをすると、つられて側そばに立っていた男達も拍手をした。

「君が京きよう塚づか結人か」

　散弾銃を下ろして、ノアは結人に目をやった。

　ノアは老人の男だった。

　黒いスーツのポケットには白いチーフがあっておしゃれだったが、額や頰ほおに太い血管が浮き出た顔が結人を震ふるえ上がらせた。

　彫ほりの深い目が闇やみに埋うもれている。

　靄もやが掛かかったみたいに青白い肌はだをしているのは病気でも患わずらっているのだろうか。

「ラミアーブロック１のパイロット」

　ノアはそう言ってまた散弾銃を構えた。

　結人は背筋が冷たくなるのを感じた。

　とぼけようとする意志すら湧わかなかった。

　あらゆる秘密がこいつらには知られている。

　周囲は海に囲まれているし、少しでも逃にげる素そ振ぶりを見せれば、ノアの構える散弾銃が円盤ではなく結人を撃うち抜ぬくだろう。

「頼たのむ、そんな目で睨にらまないでくれ」

　冥が困ったみたいに両手を上げていた。

「騙だましたな……」

　完全に信しん頼らいしていたし、心から彼のことを好きだと思っていた結人は、怒いかりが沸ふつ騰とうしてすでに恨うらみを抱かかえていた。

「ただ、俺達のことを知って欲しかった。危害を加えるつもりはない」

「俺に噓しかついてなかったくせに、そんなの信じられるわけないだろ」

「信じてくれ。俺は結人さんが好きなんだ」

「俺達のヘリを撃墜して、沖縄を爆撃したのもあんたなんだろ？」

「……」

　冥は唇を嚙かみながら残念そうに何度か頷うなずいた。

「五ご色しきのお兄さんって、あんたのことか」

「ああ、五色さんが世話になった。俺の名前は灰はい松まつ冥だ」

「くそっ、友達だと思ってたのに。航空祭で俺に近づいたのはこういうことがしたかったからなのかよ」

「……そういうことになってしまうな」

　まるで自分が被ひ害がい者しやのように困り顔をする冥が結人には腹立たしかった。

「何が目的なんだよ。この外げ道どう！」

　冥の目もく論ろ見みに気付けなかった自分や、大おお怪け我がを負った奈雲の姿が目に浮かんで、結人は吐はき捨てるように言った。

　銃声と同時に洋上の円盤が砕けて、結人は萎い縮しゆくした。

「貴様ら人間に外道と呼ばれる筋合いはない」

　ノアが銃に弾たまを装そう塡てんしながら呟つぶやいた。

「沖縄をめちゃくちゃにしたくせに」

「人は殺していない。人類の殺しの道具を破は壊かいしただけだ」

「……」

「我々は君達とは違ちがう種族でね。名前もない闇の種族だ。今日は我々のことを知ってもらおうと君をお招きしたのだよ。少し話を聞いてくれないか」

　ノアは銃弾を込こめながら優やさしい口調で話した。

「種族が違うって、日本人じゃないってことですか？」

「そういう次元ではない。我々は君達人類から六万年前に滅ほろぼされ、歴史の闇に葬ほうむられた種族なのだよ」

「六万年前？」

　あまりにも遠い昔の話だったので、何をどう信じていいのか結人にはわからなかった。

「我々はヒトよりも知能が高く、体も強きよう靭じんで、寿じゆ命みようも長く、戦いを好まない温厚な種族だった」

「それなのに、滅ぼされたんですか？」

「我々は見知った仲間のためにしか戦えないし、恨みもない人間を殺すこともできない。だが君達は宗教や国家をでっちあげ、とてつもない数の仲間を作り出すことができる。同時にとてつもない数の人間を個人的な恨みもないのに殺すことができる。我々は罪もないのにヒトに滅ぼされた」

「だからあなた達は人間に復ふく讐しゆうするって言うんですか？　俺達を悪者にするんですか？　六万年前の話なんて信じられるわけないでしょう？」

「考えてもみたまえ。ヒトが神の純じゆん粋すい性を高めるために悪あく魔まを作り出したように。ドイツ民族は純粋性を高めるために何を作り出した？　君達日本人は純粋性を高めるために何を作り出した？　ヒトはその純粋性を高めるために我々の種族を滅ぼそうとした。君達が何かを殺すときに実益などないのだ。虚きよ栄えい心しんや嫉しつ妬と心しんなど実体のない何かを満足させるため、君達は集団を形成して敵を滅ぼす。ヒトが生まれながらにして抱える原罪とは我々を滅ぼしたことだ」

　五色と共に過ごした結人にはノアの話に思い当たる節がいくつかあった。

　五色が天才的な才能を発揮して次々と超ちよう兵器を生み出せるのは、ヒトより知能が高いから？

　五色に友達がいないのは彼女がヒトではなかったから？

　五色が学校に馴な染じめないのは、見知らぬ他人を仲間だとは思えないから？

　五色の性格が温厚で動物とばかりなれ合っているのは、種族の特性だから？

「その話が本当だったとして……あなた達は俺達人類をどうしたいんですか」

「集団数の限界が一五〇人程度だった我々は、一億を超こす集団数限界のヒトに勝てるはずがなかった。だが我々は力を得た。たった一つですべてを覆くつがえせる力だ。優ゆう秀しゆうな我々だからこそ生み出せた力だ」

「結人さん、ラミアーを引き渡わたしてくれないか。あれは俺達の力だ。君達ヒトの力ではない」

　冥が諭さとすように説得をしてきた。

　相変わらず美しい顔だった。

　知能が高くて強靭な体を持ち、性格は見知らぬ他人を殺せないほど温厚。

　そんな種族を寄って集たかって意味もなく皆みな殺ごろしにした。

　どう考えてもヒトのほうが悪者だった。

　だが、結人はヒトだった。

　ヒトが作り出した世界で生まれて暮らしてきた。

　今さらそこから飛び出して、闇の種族とやらの味方をして生きていけるわけがない、

「渡さないって言ったらどうします？」

　ノアの構える散弾銃の大きな銃口が、結人を向いていた。

　結人は息を吞のんだ。

　ノアの顔に浮うかんだ無数の血管が波打っている。

　温厚な種族からはほど遠い風ふう貌ぼうに見えた。

　次の瞬しゆん間かん、ノアは引き金に指を掛け、素す早ばやく標的を変えると、海の上に向かって発はつ砲ぽうした。

　ノアは散弾銃を下ろしながら言った。

「例の物を見せてやれ」

「了りよう解かいしました」

　冥は口元に笑えみをたたえながら、結人を手招きした。

　ノアの放った弾は外れていた。

　洋上に放たれた円盤は、無傷のまま海面へと滑すべり落ちていった。




　船内へと入り、エレベーターで地下まで降りる。

　冥に案内された先は、酷ひどく狭せまい倉庫のようだった。

　両側の壁かべには高所を移動するためのキャットウォークが設置してある。

　ここで殺されて放置されたら、誰だれにも気付かれないだろうなと、結人が考えていたそのときだった。

　倉庫内、いや格納庫内の照明が点灯した。

　イルカを思わせる流線形をした飛行力学物体が姿を現した。

　ステルス性を考こう慮りよした滑なめらかなフォルムと、ターボブーストのための排はい気き口が二つ。

　結人には見覚えのある機体だったが、よく見ると底部が赤く塗と装そうされていた。

「ラミアーブロック２。五色さんが設計したラミアーブロック１の改修型だ」

　結人の隣となりに立っていた冥はそう言った。

「ラミアー２ってわけですか」

「違うのは見た目だけじゃない。ロケット弾だんの代わりに積んでいるのは金属片へんを電磁誘ゆう導どうによって発射する電磁加速砲だ。無限砲弾と呼ばれるほど発射可能回数は多い。高効率発電機とリフトファンを組み合わせれば、丸一日攻こう撃げきが可能だ」

　機体を見上げる冥の顔は誇ほこらしげだった。

「これで世界を滅ぼすつもりですか？」

「大国の大規模軍隊を壊かい滅めつさせる。我々に刃は向むかえないように牙きばを折っておく。ヒトが抱える罪にラミアーで罰ばつを与あたえるのが我々の役目だ。結人さん、俺に協力するのは難しいことか？」

「俺には無理です。ヒトに罰を与えるなんて」

「ならばラミアーブロック１を引き渡せ。君には危害は加えない。俺達の邪じや魔まをしないと約束してくれたら、それでいいんだ」

「五色は反対しますよ。お兄さんのやってることに」

「五色さんは父の悪い影えい響きようを受けている。父は俺達をヒトの社会に従属させようとしていた。俺達の力をヒトの社会に組み込もうとしていた。だがそれは間違っていた。俺はノアから自分達の真実を聞いた。五色さんもまだ知らない真実だ。真実を知れば、五色さんも変わるかもしれない。ヒトは俺達の敵だということが」

「五色は混乱を望んでいませんよ。冥さんの攻撃のせいで、学校の友達が大怪我をしました。俺も五色もそれを悲しんでいます」

「そうか……あの機体に乗っていたパイロットか。悪いことをした。だが、武器を持って、俺に殺意を向けてきた。ああするしかなかったんだ」

「誰かを怪我させても？」

「場合によっては殺すこともやむを得ない。無益な殺人は罪だが、有益な殺人は許されるべきだ」

　議論はいつまでも平行線を辿たどっていた。

　結人と冥は、お互たがいわかり合えないことに気付き始めた。

「ラミアーは世界に一つだけでいい。俺達の復讐の邪魔をするなら戦いは避さけられないだろう」

　冥の顔から完全に笑みが消えていた。

　結人に対して親しみの感情がなくなった様子だった。

「俺をここで殺すんですか？」

　険しい顔をしていた冥を見上げながら結人は言った。

「俺達はヒトじゃない。殺せば何かが落ち着くなんてことはないんだ。だが、次に空の上で会ったときはどうなるかわからない。ラミアーは二つもいらないんだ」

　結人はあっさりと解放された。

　丁てい重ちように操縦者付きのヘリで東とう京きようまで送られた。

　戦いを好まない優しい種族であることを身をもって証明された形になり、結人は戦う動機を削そがれてしまった。

　騙だまされたことは腹が立ったが、それ以外についてはやはり冥のことを嫌きらいになれなかった。

　もちろん五色のことも好きだった。

　彼らの生き方や考え方に、結人は少しだけ憧あこがれを抱いだいていた。

　見知った親しい仲間を守り、無益な争いや人殺しはしない。

　そういうパイロットになりたかった。

　だけど彼らは人間の社会に壊滅的な混乱を与えようとしている。

　人間として結人はそれだけは受け入れがたかった。




　翌日、灰松冥に会ったことを伝えると、五色は学校へと登校してきた。

　午前の授業が終わった後、ひとけのない廊ろう下かで、結人は昨日の出来事を五色に話した。

「闇やみの種族？　五色さんが？」

「やっぱり知らなかったの？」

「聞いたこともなかったです。父も何も教えてくれなかった」

「こんなこと聞いちゃいけないのかもしれないけど……五色はどうしたい。どっちの味方になるの？」

　五色は意外なほどにきっぱりと言った。

「五色さんはどっちの味方でもありません。たぶん、そういう種族がいたとしても、五色さんの中にはヒトの血も流れていると思うんです。今さらヒトに復讐なんてしたくありません」

「ヒトの世界に馴染んでないように見えたから、あっち側につくかと思っちゃったよ」

　結人は安心したみたいに胸をなで下ろした。

「結人さんと出会う前だったら、考え方が違ちがったかもしれません。結人さんのおかげで、五色さんも楽しいことがたくさんあったんです。学校のみんなとも仲良くなれました。五色さんはここにいられて幸せです」

　それが噓うそではないように五色は優やさしく笑った。

「じゃあ、彼らが襲おそってきたら、俺はラミアーに乗っていいかな。五色やみんなの暮らす場所を守りたいんだ」

「……結人さんとお兄ちゃんが戦うのは嫌いやです……」

　子供のわがままみたいなことを言う五色に結人は苛いらつく。

「冥さんはヒトという種族に罰を与えようとしているんだ。誰かが止めなきゃ世界中を焼き尽つくすつもりだ。それを放置しておくの？」

「だって……」

　五色は拗すねたみたいにぼやいた。

「五色さんが説得してみます」

「お兄さんとは考え方が違うから喧けん嘩か別わかれしたんだろ？　今さら説得なんてできるの？」

「だって……ラミアー同士で戦ったら、どちらかは死んでしまいます。結人さんもお兄ちゃんも大好きなのに。そんなの嫌です」

　二機のラミアーのうち、一方が破は壊かいされるまで戦いは続く。

　冥が乗るラミアーを破壊しないかぎり、彼らは復ふく讐しゆうを諦あきらめないだろう。

　そして、彼らも五色のラミアーを破壊しない限り、復讐は達成できない。

　結人と冥が二人共無傷で終わる戦いにはなりそうもなかった。

「俺だって冥さんと戦うのは嫌だよ」

「じゃあ、やめましょうよ」

「奈雲みたいな被ひ害がい者しやがまた出ることになる。冥さんは死人を出すこともやむを得ないと言っていた。五色がラミアーを作ったのは、一方的な破壊や虐ぎやく殺さつを防ぐためだろ？　本当に戦わないつもりなのか？」

「結人さん……」

　五色は泣き出しそうな瞳ひとみで結人をじっと見つめながら、

「お兄ちゃんの作ったラミアーは破壊するための兵器です。五色さんが作ったのは守るための兵器。同じように見えて同じじゃないんです。たぶん、ラミアー１は攻撃能力でラミアー２に劣おとっている……」

「お兄さんに勝つ自信がないのか？」

　弱気な五色に向かって結人は言った。

「五色さんは……本当は兵器開発に向いた性格じゃないんです。お兄ちゃんは何かを壊こわしたいと明確に願いながら兵器を作った。五色さんにはそんな強い意志はない。そんな兵器同士がぶつかりあったら、負けるのはどっちか目に見えています。結人さんを乗せることができません」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだよ。冥さんの作ったラミアーと、五色の作ったラミアー、どっちに乗りたいかと聞かれたら、俺は迷わずに五色のほうを選ぶ」

「どうして？」

「五色を信じてるからだよ。飛行機は何かを破壊するためだけに存在するわけじゃない」

　学校内に警けい戒かい警報が鳴り響ひびき、すぐに飛べるように待機していたパイロットが駐ちゆう機き場へと駆かけていくのが見えた。

　廊下を走り抜ぬけようとした生徒を、結人は呼び止めた。

「何かあったんですか？」

「百ひやく里り基地の戦せん闘とう機が爆ばく撃げきされた」

　百里は北きた関かん東とう最大の航空基地だった。

「沖縄のときと同じ敵ですか？」

「電波妨ぼう害がいのせいでわからない。新配備されてた国産戦闘機もあったのにほとんどの兵器が焼かれたってさ」

「また一方的にですか？」

「俺達も取りあえず離り陸りくさせなきゃ。航空兵器が地上でやられるほど恥はずかしいことはないからな」

　勝ち負けはどうでもよく試合に参加することに意義があるみたいな物言いだった。

　走り去っていく生徒の背中を、五色は心配そうに見つめていた。

「五色、乗ってもいいよな？」

「ここでラミアーを出したら、お兄ちゃんの思おも惑わく通りだと思います……」

「それでもいいよ。行かなきゃ」

　戦いに駆り出されていく生徒達を目まの当たりにした五色は、仕方がないようにゆっくりと首を縦に振ふった。




　ランドクルーザーに乗った五色と結人は、二人で調ちよう布ふ研究所を目指し、高速道路を走っていた。

「銀色の兵器か。ラミアー２で間違いないな」

　車内の画面に映るニュース番組を見ながら、結人は呟つぶやいた。

「電磁加速砲ほうは砲身冷れい却きやく時間が必要なので、機き銃じゆうほどの連射はできないと思います。対地対たい艦かん兵器としては優ゆう秀しゆうですけど、対空向きの兵器ではない」

　運転席に座っていた五色は暗い顔で話し始めた。

「そうそう当たらないってことかな」

「はい。ただ、ラミアーは的が大きいので気をつけてください。いくら装そう甲こうが厚くても、電磁加速砲には破られてしまう」

「機動力はそこまでないからな」

「お兄ちゃんは空くう虚きよ重量が重い機体が好きではなかったので、向こうの装甲は案外薄うすいかもしれません。そのへんは、五色さんが実戦中に確かめたいと思います」

　共に戦う様子を見せていた五色には悪かったが、結人はそれを口にした。

「今回は俺一人で飛ぶよ。五色は地上にいてくれ」

「どうしてですか？」

「……激しい戦いになる。五色に負担をかけたくないんだ」

「もう飛行機怖こわくないですよ？　酔よわないですよ？　役に立ちます」

　窓まど枠わくに肘ひじをついて憂ゆう鬱うつそうに言う結人に向かって、五色は真しん剣けんに訴うつたえた。

「一人でやりたいんだよ。頼たのむ……」

「邪じや魔まですか？」

「いや……そういうわけじゃない……」

　頑かたくなに拒きよ絶ぜつを続ける結人から目をそらした五色は、大きな溜ため息いきをついてがくりと項うな垂だれた。

「たぶんお兄ちゃんもそう言うんだろうなぁ……優しいから……」

　高速を下りて目的の場所が近くなってくると、五色は別れの言葉のように結人に言った。

「お兄ちゃんも結人さんも、どっちも大好きです」







　調布研究所は昔灰松重工業が使っていた工場の跡あと地ちにあった。

　家庭用航空機の普ふ及きゆうに伴ともなう空港閉へい鎖さの波を受けた調布飛行場に隣りん接せつしてある。

　敷しき地ち内には錆さびと汚よごれにまみれた展示用の航空機が放置されていた。

　航空機の墓場のような場所。

　そこで五色は次世代の最新兵器を生み出している。

　自動走行する燃料タンカーや産業ロボットのアームがひしめく近代的なハンガーに、五色の最高傑けつ作さくは鎮ちん座ざしていた。

　血圧調整のために自動収縮する特注のパイロットスーツに着き替がえた結人は、ヘッドマウントディスプレイが搭とう載さいされたヘルメットを抱かかえながらそれを見つめた。

「相変わらず綺き麗れいな機体だな」

　美しい流線形のボディは、イルカのシルエットに似ていた。

　後ろに伸のびるテールブームを備えるヘリコプター的なデザインなのに、サイドに小さな羽が付いている。それもイルカの前足に相当する胸ひれのようだった。

　前席と後席に二人ずつ乗れる四人乗りの航空機だ。すべての窓には、レーダー波を反射させないための金が蒸着されていて、不気味な色合いになっていた。フェライトや結けつ晶しよう黒こく鉛えん粒りゆう子しを練り込んだ機体表面も、奇き妙みような光こう沢たくを帯びている。エンジンの空気流入口と主しゆ翼よくとバーチカルスタビライザーの側面はすべて同じ角度で傾けい斜しやしている。機体表面に刻み込まれている幾き何か学がく模様は、すべて何らかの絶対的な規則性に従っているように見えた。

　戦闘機、攻こう撃げき機、爆撃機、電子戦機、作戦に必要なあらゆる性能をたった一機に詰つめ込んだ空の要よう塞さい、それがＦＨ─〇３〈ラミアー〉ブロック１だった。

　前席の左にある宇宙船のように分厚いハッチを開けると、バシュゥゥゥと空気の漏もれる音がして風が吹ふいた。

　酸素マスクなしで搭とう乗じようできる気圧調整システムが作動していた。

　アナログスイッチが並ぶメカニカルな内装を結人はじっと眺ながめていた。

「久しぶりで大丈夫ですか？　やっぱり五色さんも一いつ緒しよに」

　機体の横に立っていた五色が言った、

　学校の制服からラフなパーカーへと着替えていた彼女にその気がないことは結人にもわかっていた。

「気持ちだけもらっておくよ……でも、エンジンスタートだけ手伝ってくれるかな」

　結人が少し恥じらいながら言うと、五色は元気よく返事した。

「はいっ！」




「レーダー波吸収剤ざい、補ほ塡てん開始」

　後席に座っていた五色が言った。

　ハンガーの天てん井じようモノレールで移動してきた噴ふん霧む器が、〈ラミアー〉にシャワーと紫むらさき色いろの光を吹きかけた。

　結人の目の前のシャッターが左右に分ぶん離りしていき、青空と陽光が顔を覗のぞかせる。

「ＪＦＳ、ＡＰＵスタート」

　そう言いながら結人は頭の上にあるオーバーヘッドパネルに手を伸ばした。

　透とう明めいなセーフティーカバーを外しながら、リフトファン始動ボタン、ダーボファン１始動ボタン、ターボファン２始動ボタンを押す。電子音が三回鳴った。

　キュィィィンという音が背後から響き始める。ＡＰＵからの高圧空気が各種エンジンのスターターに流れ込んでいく音だ。

　後部座席にいた五色は、総重量と重心位置をデータ入力盤ばんに入力し、トリムを調節しつつ、液えき晶しように表示されたＥＴＧ排はい気きガス温度を示す縦型棒グラフが上じよう昇しようしていく様子に目を落とす。

　エンジンが壊れないように慎しん重ちように空気を送り込む。

　五色にできることはエンジンを万ばん全ぜんな状態で起動させて、結人を送り出すことだった。

　棒グラフが伸びて、スタートリミットラインを突とつ破ぱしたのを確かく認にんする。

「エアーオフ」

　五色は燃料コントロールスイッチをＲＵＮに倒たおした。

　ジェット燃料が燃焼室に流れ込み、エンジン音が一気に高まっていく。

　高出力モーターとリフトファンのギアを接続し、結人は左手のスロットルをオートモードにする。

　頭上の小さなリフトファンが回り始める。

「ドアロック確認。機内与よ圧あつオーケー。ＰＴＥＣ電圧安定。リフトファン回転一〇〇パーセント。エンジンガバナー起動」

　後ろに座っていた五色は航法装置を次々に起動していきながら、離陸準備ができたことを結人に伝える。

「ありがとう、ここまででいいよ」

「はい、お気を付けて」

　五色はハッチを開けて、機外へと飛び降りた。

「背風で離陸するとエンジンが可哀かわいそうなので風に向かって飛んでください。ターボブーストは準備運動をしてからお願いします。それから──」

　機内に座る結人に向かって、五色はしつこく忠告してくる。

「心配しすぎだよ。そんなにヤワな機体じゃないでしょ」

「でも、機体に何かあったら結人さんが……」

「何かあったらそれは五色のせいじゃないよ。大だい丈じよう夫ぶ」

　落ち着きなくそわそわしていた五色はようやく納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「じゃあ、今度こそ、いってらっしゃい。また一緒にドライブ行きましょうね」

「う、うん……」

「いつも車に乗ってるときは怖い話ばかりしてるので、今度は普ふ通つうにドライブしたいです」

「確かにそうだな」

　五色はハッチを閉じて、静かに手を振った。

　結人も手を振ってからコレクティブレバーを握にぎった。

　ジェット機とヘリを兼かねる独特の操縦機構。

　普通のヘリなら自動車のサイドブレーキのように床ゆかから伸びているはずのコレクティブレバーが、この機体では横に長いスロットルになっている。縦にではなく、横向きに左手で握るのだ。

　リフトファンが生み出す気流が機体底部の排気口から飛び出し、ハンガー内の設備が激しく揺ゆれていた。

「リフトオフ」

　結人は左手のスロットルを手前に引いた。エアモービルと同種のモーターは重い軍用機を持ち上げるには非力なので、スロットルを一気に開けた。それでもジェットで浮うき上がるよりはかなりの燃料の節約になる。

　バリバリと鳴る普通のヘリとは違ちがい、バイオリンを奏かなでるような美しい音色が響ひびいた。

　三つの車輪が床から離はなれた。

　両りよう脚あしの間にある操そう縦じゆう桿かんを右手で前に倒すと、機体は前ぜん傾けい姿勢をとり、空気流入量の増加も相まって前進し始めた。

　エンジンが生み出す心ここ地ちよい振しん動どうを背中に感じながら、結人は機体を離り陸りくさせる。

　調布空港の滑かつ走そう路ろがぐんぐん後ろへと流れて行く。

　右手を後ろに引くと、機体が後傾して空を目指し始める。

　セーフティーキーを左右から挟はさみ込むように押しながら、ギアアップの位置までレバーを引き上げた。前一つ、後ろ二つの車輪が、機体内部に格納される。

「どこにいるんだ、冥さん」

　結人はレーダーを起動して、スクリーンに目をやった。

　ステルス機が映るわけないか。

　考えを改めて、赤外線センサーに切り替かえる。

　見つかるのは自衛隊の戦せん闘とう機ばかりだ。

　向こうだって一いつ騎き討うちを望んでいるはず。

「見つからないならこっちが知らせるまでだ」

　エンジンの出力を強めて、垂直に近い急きゆう上じよう昇しようを行った。

　高度一〇〇〇〇メートルまで一気に昇のぼり、徐じよ々じよに水平飛行に移り始める。

　耳が痛くなった結人はヘルメットのバイザーを上げて鼻を摘つまみ、息を吐はいた。

　空の青さに溶とけ込んだみたいに、眼下に見える関かん東とう平野も少し青みがかって見えた。

　陰いん気きな地上を抜ぬけ出し、解放感に満ちた上空で、結人はしばし戦いのことを忘れた。

『こちらは航空自衛隊。町まち田だ市上空を飛行中の国こく籍せき不明機に告げる。こちらの指示に従え』

　久しぶりの高空からの景色に浸ひたっていた結人は不意を突つかれたみたいに後部カメラ映像をスクリーンに出した。

　Ｆ─３５が機体を左右に揺らしながらすぐ後ろをついてきていた。

『こちらは航空自衛隊。針路を変へん更こうせよ。こちらの指示に従え』

「面めん倒どうくさいのに見つかったな……」

　百里がやられた現在、首都だけは侵しん入にゆうさせまいと都内の空はガチガチに警備されていた。

　たとえステルス機であろうと、人の目ですぐに見つかってしまう。

「ごめんなさい」

　結人はそう呟つぶやくと、スロットルレバーの端はしにあるターボブーストボタンを左親指で押した。

　ビッという低い電子音。

〈ＴＵＲＢＯ　ＢＯＯＳＴ〉の赤文字がスロットルユニットの基部に点灯する。

　ラミアー後部にある二つの排気口から爆ばく発はつ的な炎ほのおが噴ふき出した。

　結人は座席に背と後頭部を押し付けて準備していたが、それでも凄すさまじい衝しよう撃げきが体を襲おそった。

　速度五三〇キロから一気に一三〇〇キロを超こえたラミアーは、Ｆ─３５を遥はるか後方に置き去りにした。

　無線からはＦ─３５パイロットの情けない叫さけび声が聞こえていた。

「驚おどろかせてごめんなさい」

　結人はもう一度謝ってから、さらに高度と速度を上げた。

　マッハ２を超えながら東京湾わんを横切り、千ち葉ば県に差し掛かかったとき、赤外線センサーが強きよう烈れつな熱反応をキャッチした。

　それも、同じくマッハ２を超えながら飛行していた。

　超ちよう音おん速そくを知る者同士が呼応するように、二機は次し第だいに近づいていく。

　この熱反応はターボブーストの排気に似ている。

「冥さんなのか？」

　機種がまだ特定できない。

　ミサイルで狙ねらうのは早い。

　米軍の超音速機という可能性もある。

「しまった」

　超音速機が結人の後ろに回り込むような軌き道どうで旋せん回かいをしてきた。

　結人も旋回で逃にげる。

　ミサイル警けい戒かい警報が機内に鳴り響いた。

　敵がラミアーをレーダーロックしようとしたのだ。

　結人は方向転てん換かんで失った速度を回復するため高度を落とした。

　モザイク状にしか見えなかった千葉の房ぼう総そう半島がみるみる迫せまってくる。

　ゴルフ場や茶色い畑が確認できるぐらい高度が下がった。

　加速しながらの降下は墜つい落らくと隣となり合わせの危険な行動だった。

　このままだと地面に激げき突とつする。

　結人は右手の操縦桿を思い切り引いた。

　山やま肌はだを抉えぐるようにラミアーは機首をあげて超ちよう低空を突っ切った。

　森の木の葉を巻き上げながら、結人は後ろを確認する。

　強烈な存在感が視界に入ってきた。

　底部だけを赤く染めた黒い機体。

　毒どく蜘ぐ蛛もを思わせる禍まが々まがしいカラーリング。

　ラミアー２が結人の低空飛行に付き合うように後ろをついてきていた。

『どうした？　自じ慢まんの腕うでを見せてくれ』

　女性的な風ふう貌ぼうに似合わない低すぎる声が無線から聞こえた。

　彼の透すかした笑えみが想像できた。

「冥さん！　民家もあるんです。ここではやめてください」

『優やさしいんだな。まるでヒトじゃないみたいだ』

　ふざけるようにラミアー２は二〇ミリ砲ほうを撃うってくる。

　ラミアーの厚い装そう甲こうには意味がないことを知っておきながら。

　結人はそのまま針路を変えずに房総半島を南下し、太たい平へい洋ようへと飛び出した。

　陽光を煌きらめかせる二つの黒い機体が、広大な海うな原ばらの上で躍おどっていた。

　結人は小刻みに右手を動かし続ける。

　眼前に見える水平線が傾かたむいたり一回転したりを繰くり返す。

　後ろから放たれる二〇ミリ砲がしつこくラミアー１を狙っていた。

　たまに擦こすって火花が散るだけなのにどうして撃ち続けるのだろう。

　排はい気き口の中に弱点でもあるのだろうか。

『結人さん、誰だれも俺達にはついてこられないな。彼らの作る飛行機は欠けつ陥かんだらけだ。ヒトの文明が敗れ去るときが来た』
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「俺を倒してから言ってくださいよ」

『ほんとうにいいのか？　俺と一いつ緒しよに組まなくて』

「やめてください。闇やみの種族の味方なんてできません」

『残念だ。五色さんの機体を破は壊かいするのも、君を殺すのも』

　ラミアー２の底部ウエポンポッドが飛び出した。

　長い砲身から銀色の閃せん光こうが発射された。

　無限砲ほう弾だんと呼ばれる電磁加速砲。

　海面に着弾し、巨きよ大だいな水柱が打ち上げられた。

　結人はそれをひらりと回かい避ひする。

　対空向きではない兵器をそういうふうに使うのかと結人は恐きよう怖ふした。

　低高度はやばい。

　結人はたまらず機首を上に向けた。

　異質な警告がラミアーのメインスクリーンに出てきて結人は首を捻ひねった。

　二〇〇キロ以上も離れた場所からこちらを狙う敵機があった。

　格闘機動をしていたせいで、ステルス性を失っていたものの、そんな遠くから狙える戦闘機があるのだろうか。

　強力なレーダー波だ。

　空自の新兵器か？

「ん？」

　まったく逆の方角からも探知された。

　詳しよう細さいはわからないがこれも遠い場所からだ。

『邪じや魔まが入ったな』

　冥も第三者の登場に気付いたみたいだった。

「まだ遠い。別に気にすることじゃないでしょ」

『このままだと俺も君も海の藻も屑くずだ』

　冥の声にいつもの自信がなかった。

　結人はレーダースコープを覗のぞくがよくわからない。

　五色がいてくれたら分ぶん析せきできるのだろうが一人では対処しようがなかった。

『撃たれたぞ。さあ、どうする』

「？」

　しばらく何もわからなかったが、一〇〇キロ先からミサイルが飛んでくるのを探知した。

　ラミアーの識別システムが作動した。

　ＳＭ─２〈スタンダードミサイル〉五基。

　こんな長い射程のミサイルが大量に飛んでくる状じよう況きようは、空戦ではありえない。

　敵は空にはいなかった。

　海上に浮かぶ兵器だ。

「イージス艦かんか……」

　戦闘機で勝てないのなら、対空性能にすぐれた駆く逐ちく艦かんで対処しようというのが彼らの狙いだった。

　結人はすぐさま機首を下げ、海面すれすれを飛んだ。

「ターボブースト、起動」

　結人は左親指でターボブーストボタンを押し込んだ。

　低い電子音の後に獣けもののような咆ほう哮こうが鳴り響ひびく。

　結人は歯を食いしばりながら急激な加速に耐たえた。

　時速一一〇〇、一四〇〇、一七〇〇、二一〇〇、二三〇〇──

　ターボブーストボタンをきつく押し込み、スロットルを回す。

　機体周囲の空気が圧力によって加熱し始めた。

　あまりにも速く移動しているので眼下の海が白く発光しているように見える。

　背後に迫っていたミサイルとの距きよ離りが開き始めた。

　左後方には冥の乗るラミアー２がいた。

　超音速で駆かけ抜けるラミアー２の後には、吹ふき上がった海水で壁かべができていた。

　深海生物まで打ち上げそうなほど海が割れている。

『もう少し高度を下げろ。シークラッターに隠かくれるんだ』

「説教しないでください」

　そう言いながら、結人は少しだけ高度を下げた。

　前方にイージス艦二隻せきが迫ってきた。

　電波妨ぼう害がい装置をオンにしながら、さらに結人は速度をあげた。

　上空の雲が早送りしたみたいに激しく動いている。

　いま何か海面にいた？

　それくらいの感覚だった。

　イージス艦の姿は一いつ瞬しゆんしか見えなかった。

　通り過ぎてあっというまに距離が離はなれていく。

『ははっ、見てくれ結人さん、俺は勝ったぞ、海軍にも勝ったんだ』

　子供のように喜ぶ冥。

「…………」

『ヒトの武器はもう俺には通用しない。とうとう俺はヒトを超えたんだ』

「冥さんも顔も知らない誰かと戦って喜ぶんですね。まるで人間みたいですよ」

『……黙だまれ。これは復ふく讐しゆうなんだ』

「目に見えないもののために復讐をするんですか。冥さんは身近な人達を守りたいだけなんでしょ？　いまやってることって本当にやりたいことなんですか？」

『……黙れ……続きを始めよう。ラミアーは世界に一つだけでいいんだ』

　ターボブーストをオフにした二機は再び、絡からみ合うように格闘戦を始めた。

　機関砲は効果がないことがわかっていたので、結人は冥の後ろを取ると惜おしみなくミサイルを発射した。

　ミサイルはラミアー２の放ったフレアの光の中で爆ばく発はつした。

　妨害装置はラミアー１もラミアー２もそっくりだった。

『俺はここにいるぞ。ちゃんと狙って撃つんだ。ははは』

　ラミアー２は北上して、静しず岡おか方面へと逃げた。

　結人は食くらいつくように追いかける。

　できれば海上でかたをつけたかった結人は、中距離レーダー誘ゆう導どうミサイルをありったけ発射した。

　ラミアー２は回避機動をすることなく、チャフを放ってミサイルを妨害した。

「当たる気がしないな……」

　ターボブーストで逃げる冥を追うため、結人も同じ行動を取った。

　二機は静岡県上空を音速で通過し、気がつけば航空祭が行われた長なが野の県へと入ろうとしていた。

　日本アルプスの険しい山さん岳がく地帯が見えてくる。

　三〇〇〇メートル級の山が眼前に迫せまり、ラミアー２が上じよう昇しようと同時に減速した瞬間を見み逃のがさなかった。

　結人はミサイルを発射した。

　操そう縦じゆう桿かんの頂部にあるボタンを親指でカチカチと押すが、ミサイルが飛ばない。

　兵装選択画面を見ると、ウエポンベイが空になっていた。

「くそっ」

　結人は武装をロケット弾ポッドに切り替かえて、また発射ボタンを押した。

　誘導性能のない七〇ミリのロケットが軽快に飛んで行く。

　シャワーで薙なぎ払はらったみたいに山腹がえぐれる。

　ラミアー２はそれから逃にげるように上昇を続けていた。

　結人は連射を続けた。

　残弾数がもの凄すごい勢いで減っていく。

　一発、ラミアー２の後方に命中した。

　炎ほのおと煙けむりを引き連れながらラミアー２は障しよう壁へきを昇のぼり切り、稜りよう線せんの向こうへと消えるように下降した。

「やったか？」

　攻こう撃げきの成果を確かめたくて、結人も山の稜線を越こえた。

　深い谷と川しか見えなかった。

　ラミアー２は？

　ふと目線を下げると、クイックストップで減速していたラミアー２が見えた。

「しまっ」

　ラミアー２を追い抜ぬいてしまった結人は、狭せまい渓けい谷こくを道なりに進んでいく。

　ラミアー２から銀色の閃光が発射された。

　結人は右ロールして機体をぐるぐる回しながら避さけた。

　避けた、と思ったが、機体には衝しよう撃げきが走った。

　電磁加速砲が崖がけで爆発して、弾はじけた岩がラミアー１の側面に激げき突とつした。

　結人は右手の操縦桿に違い和わ感かんを覚えた。

　舵かじを取るためのフラッペロンが破損していた。

　結人は背後を振ふり返る。

　煙を曳ひきながらラミアー２が追いかけてくる。

　ロケット弾程度では致ち命めい傷しようにはならなかったらしい。

　だが、火力の強いミサイルは結人の機体には残されていなかった。

　頼たのみの七〇ミリロケット弾も連射できるほどは残っていない。

　どうする？

　結人は出力を上げて、無限砲弾を撃うちまくっているラミアー２から逃げようとした。

『俺の敵はこの世界だった。俺を虐しいたげる人間達や父だった。俺の片目は父に奪うばわれた。この片目で見える世界を君にも見せてやりたいよ。俺はこの世界を変えたかったんだ。頼むから邪魔しないでくれ』

　銀色の閃せん光こうが絶え間なく発射されていた。

　静かな森に次々と火柱が上がり、鳥達が逃げていくのが見えた。

「俺だって戦いたくないですよ。やめてください」

『邪魔するな！　邪魔するな！』

　電磁加速砲が止まることはなかった。

　凍こおっていた谷が爆発し、水蒸気となって結人の機体を揺ゆらした。

「やめろって言ってるだろっ！」

　彼を止められるのは、もう自分しかいないと結人は悟さとった。

　ラミアーがあるから世界を変えられると思い込んでしまう。

　彼からラミアーを取り上げれば、ちゃんと現実を見てくれるはずだ。

　結人は深呼吸をしてから息を止めた。

　左手に持ったスロットルをカチっと鳴るまでマイナス方向に回す。

〈ＡＩＲ　ＢＲＡＫＥ〉の青文字がスロットルユニット基部に点灯する。

　機体の様々な箇か所しよに描えがかれていた幾き何か学がく模様がせり上がり、空気抵てい抗こうを増やすための板となって飛び出した。

　空気を切り裂さくような音を奏かなでながら急減速したラミアー１は、ラミアー２の前面に体当たりした。

　警告が最大音量で鳴っていたが、金属が潰つぶれる音と同時にぶちっと途と絶だえた。

　防ぼう弾だんガラスが粉々に砕くだけるのが結人の目に見えた。

　全身を圧あつ迫ぱくするような強きよう烈れつな痛みが走る。

　地面に何度か叩たたきつけられたのを感じた。

　脳が揺さぶられて、肺の中の空気がすべて押し出される。

　機内に何かが流れ込んできた。

　水だった。

　気が遠くなるような衝撃が続いた。

　結人は瞼まぶたをゆっくり開いた。

　額を触さわると、どす黒い血がべっとりと手についた。

　全身が濡ぬれていた。

　最初は自分の血かと思ったが、透すき通った水だった。

　ハーネスのロックを外して、結人は座席から立ち上がろうとする。

　天てん井じようがいつもより低くて抜け出すのに苦労した。

　呼吸の激しさと同期するように視界もゆらゆらと揺れていた。

　変形したハッチを何度か殴なぐりつけて、ようやくコクピットから脱だつ出しゆつした。

　機外に出た結人は、ようやくそこが浅い池であることに気付いた。

　ラミアー１のテールブームはどこかに飛んで行ったのか、もはやヘリとは呼べない形に変形していた。

　機体から漏もれたオイルが水面みなもを漂ただよっている。

「冥さん……」

　結人は湖面の奥で燃えていたラミアー２を見つけた。

　水の中を進んでいる間に左ひだり脚あしが折れていることに気がついたが、なぜか痛みは感じなかった。

　這はうようにしてラミアー２へと辿たどり着いた結人はもう一度叫さけんだ。

「冥さん、返事をしてください」

　機体表面が灰になるほど、ラミアー２は激しい爆発を起こしたらしい。

　後部のエンジンは今も炎えん上じようを続けていた。

　美しかったステルス機は、醜い内部構造を露あらわにして、水の中で朽くちていた。

　窓はほとんど喪そう失しつしている。

「冥さん!?」

　返事はなかった。

　冥の白かった肌はだは血と煤すすに染まりきっていた。

　パイロットスーツの袖そでが焼け落ちて、火傷やけどした皮ひ膚ふが見えた。

　ハッチは潰れていたので、前面から結人はコクピットへと入った。

　水中に沈しずんだハーネスのロック解除に手間取りながら、結人はようやく冥の体を持ち上げることに成功した。

　浮ふ力りよくに助けられながら、結人は冥の体を池から運び出す。

　水のない場所へと辿り着いた結人は、冥を柔やわらかい草の上に横たわらせる。

　一息ついてから、結人は周囲に目を向けた。

　人の踏ふみいることのない、湿しつ原げんの中の池だった。

　真昼のはずなのに、薄うす暗ぐらいのは深い霧きりが立ちこめているせいだろうか。

　重傷の冥はもちろん、結人の出血も軽くはなかった。

　こんな森の奥では人の助けを期待するほうが間ま違ちがっているかもしれない。

「結人さん、ラミアーは……ラミアーは無事か」

　意識を取り戻もどした冥が、目をうっすらと開いて低い声を出した。

「自分の心配よりラミアーですか？　もういい加減にしてくださいよ」

「頼む。教えてくれ。あれは俺のすべてだ……」

　結人は霧の中で燃えていたラミアーに目を向けてから言った。

「もうこの世界にラミアーは存在しません。二機とも大破しました」

　冥は首を傾かたむけて、霧の中に必死で目をこらす。

「七年も掛かけたんだ。開発費も膨ぼう大だいだ。それがこのざまか……」

　冥は眼帯のない方の目を片手で覆おおった。

「この地じ獄ごくでは俺は生きていけない……」

　憧あこがれていたパイロットの悲ひ愴そうな姿を目にして、結人は自分のことのように心を痛めた。

　池を囲む原生林がざわめいた。

　上空からローター音が聞こえてきた。

　火災を見つけてやってきた救助ヘリだろうか。

　だが結人達の頭上に現れたのは小型の民間ジェットヘリだった。

　湿原へと降りてくるヘリの側面には灰松重工業と書かれてあった。

　結人は冥の側そばに腰こしを下ろして、話し掛ける。

「この世界も悪くないと思いますよ。少なくとも、あなたの妹は幸せに暮らしていました」

　操縦席からパーカーを着た華きや奢しやな女の子が降りてきた。

　ショートボブを揺らしながら、必死な顔をして走ってくる。

「結人さん、ラミアーの反応がなくなったから心配で……」

　血まみれの結人を見て、心配そうに駆かけ寄ってきた五色は、横たわっていた冥の姿を見つけると一いつ瞬しゆん後ずさりした。

「冥……さん……？」

　五色はゆっくりと近づいて、怖おそれるように兄の顔を覗のぞき込んだ。

「五色さんか……大きくなったな……」

　冥の顔が懐なつかしさに綻ほころんだ。

「ちょっとだけ……背が伸のびた……よ」

　五色は親指と人差し指で大きさを表した。

「五色さんはこの世界で生きてきて幸せだったのか？」

　冥は弱り切った細い声で聞いた。

「はいっ、幸せです！　楽しいこといっぱいですよ」

　何もかも吹ふき飛ばすような明るい顔で言った五色に、冥は呆あきれるように微笑ほほえんだ。

「そうか、楽しいか……」

　人が踏み込んだ形けい跡せきのない湿原。

　美しい原生林の緑が、鏡のような水面で輝かがやいていた。

　その奥で霧に隠かくれながら揺らめく炎を冥は見つめた。

「この世界も悪くないのかもしれないな……」

　そう呟つぶやいた冥に、五色は明るく話かけた。

「冥さん、また昔みたいに仲良くなりたいです」

　眼帯を握にぎりつぶすような勢いで、冥は両目をおさえていた。

　幸せそうな兄妹きようだいを残して、結人は折れた足を引きずりながらヘリへと向かう。

　無線で救助ヘリを呼ばなければ、重傷の冥を運べない。

　ラミアーは燃えてしまった。

　もう隠さなければならない秘密は存在しないのだ。
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　結ゆい人とは病院の個室で目を覚ました。

　痛いというより痒かゆかった左ひだり脚あしを見ると、ギプスで固定されていた。

　自分がどうしてここにいるのかしばらくわからなかったが、救助ヘリを要よう請せいした後、出血が酷ひどくて気を失ったのだと思い出した。

「あわわ……」

　結人の隣に寝ねそべっていた女の子が慌あわてていた。

　右みぎ腕うで、右みぎ脚あしをギプスで固定された痛々しい姿の女の子は、顔を恥はじらいで真っ赤にしながら結人を見つめる。

　狭せまい個室に一つだけあるベッド。

　ベッドの上には患かん者じや衣を着た男女。

「うわぁ、なにやってるんだよ奈な雲くも」

　このいかがわしい状じよう況きようから逃れようと体を動かした結人は、左脚の痛みに襲おそわれて呻うめいた。

「いてて、何で奈雲が？　沖おき縄なわにいたんじゃ？」

「東京の病院に移りたいって言ったら、許可が出たのよ。どうせだからユイ君と同じ病院にしてもらったの。ただそれだけよ」

　結人が寝ている間にいったい何をしたのだろうか。

　奈雲の恥じらいと慌て方は尋じん常じようではなかった。

「どうして同じベッドに？」

「そ、それは……ユイ君は特別な人だって言ったら、看護師さんが気を利きかせてくれて」

　奈雲は顔を赤くしながら自分の責任ではないみたいに言った。

「どういう気の利かせ方だよっ！　早く看護師さんを呼んでくれ。別のベッドに移りたい」

「そこまで言うことないじゃない」

　奈雲は結人の肩かたに自分の額を寄せる。

「たった一人で戦いに行くなんて、私には一言も相談してくれなかったのね」

「それはごめん……心配させたくなくて……」

「危うく死ぬところだったんでしょ。脚あしの怪我だけで済んだのは奇き跡せきだって先生が言ってたわよ」

「確かにそうかもしれないな……」

「でも、ユイ君と一緒に入院できるのはちょっと嬉うれしいかも」

「おいおい……」

「一緒にリハビリ、頑がん張ばりましょうね」

　ピッタリと寄り添そってくる奈雲。

　奇跡の生せい還かんを果たしたばかりで気が変になっていたのか、結人もこの状況を受け入れようとしていた。

　病室のドアが開いた。

　現れた燕子花かきつばたと国府こうの宮みやは、ベッドを共にして体を寄せ合う二人を目にして、凍こおり付いた。

「……………………不ふ埒らち」

「結人君……これは、ど、どういうこと？」

　国府宮はお見み舞まいの品のメロンを結人に投げようとする。

　燕子花は持っていた花を思わず落としてしまった。

「奈雲、こうなってしまった経けい緯いを説明してくれ」

「私達は怪我をしたことがきっかけで、初めて二人で一夜を明かした」

　結人に寄り添いながら奈雲は言った。

　国府宮と燕子花の怒いかりが燃え上がった。

「……………………有罪」

「怪我が大変だと思ってお見舞に来たのに、そういうことしてたんだ……」

「おい、奈雲、ちゃんと説明してくれ。このままだと誤解されちゃうだろ」

「ベッドを共にしたのは初めてじゃない。どうしてごまかすの？」

「わざと言ってるだろ、やめてくれ、ほら二人がすごい顔してる……」

　重いメロンが頭に直ちよく撃げきして、結人は再び気を失ってしまうのだった。







　病院に搬はん送そうされた灰はい松まつ冥めいは一命を取り留めた。

　彼はそのまま逮たい捕ほされ、治ち療りよう後は刑けいに服することになった。

　一人も殺さずに一国の軍隊を崩ほう壊かいさせた罪は前例がなく、量りよう刑けいの判断は難しいものになった。政府からは兵器開発の協力を打だ診しんされ、司法取引を持ちかけられたが、冥は断った。

　個人であれ国家であれ、冥は二度と兵器開発を手伝うつもりはないらしい。

　冥と共に暗あん躍やくしていた闇やみの種族の消息は不明。

　国こく籍せきも人種も持たない彼らはその名の通り、表に出てこなければ存在しないのと同義だった。

　ラミアーとその開発者を失った彼らに、世界を混乱させるほどの力は残っていなかった。







　脚の怪我が完治したばかりのとある休日。

　結人は五ご色しきと二人で車に乗っていた。

　暗い話は抜ぬきの楽しいドライブだった。

　結人にとってはかけがえのない癒いやしの時間。

　五色の作ってくれる弁当がおいしいからではなく、彼女のルーツが温厚な性格が特とく徴ちようの種族であるからでもなく、ただ、結人は五色という一人の人間と友達でいられることが嬉しかった。

　運転席に五色、助手席に自分、といういつもの構図を嘆なげくように、結人は言った。

「そろそろ免めん許きよでも取ろうかな」

「えー、ヘリの免許でエアモービル運転できるじゃないですかぁ」

「いや、空を飛ばない車の免許を」

　海岸沿いを走るランドクルーザーの中から、結人は対向車の中に目を遣やる。

「普ふ通つうは、男が運転席だよなぁ」

「ほとんど自動運転だし、気にしすぎじゃ……」

「そうかな」

「結人さんはもっと速い乗り物をいつも運転してるじゃないですか。こういうゆっくりした乗り物くらい、五色さんに任せてください」

「もう速い乗り物はこりごりなんだよ」

　マッハ３で空を切り裂さく超ちよう兵器を操縦していた頃ころを思い出しながら、結人は言った。

　あれに乗っているときは生きている心地がしなかった。

　五〇キロ程度でゆったりと走る浜はま辺べの景色を、結人はしみじみと眺ながめる。

「ラミアー、なくなっちゃって寂さびしいんじゃないですか？」

　五色がハンドルを握にぎりながら言った。

「まさか」

「なんとなくそんなふうに見えました」

　確かに最強と謳うたわれたラミアーに乗っていたときはある種の全能感を味わえた。

　ただ、その全能感に溺おぼれて悲ひ惨さんな目に遭あった人を見たせいで、最強の兵器に憧あこがれはなくなってしまった。

「気のせいだよ……」

「…………そういえば先週、結人さんに伝言を預かっていたんです」

「誰だれから？　また女の子からの手紙とかじゃないよな」

「なんですか、そのモテ過ぎて疲つかれ切った男子みたいなセリフ」

「いや、なんでもないです」

　結人はつい漏もれてしまったぼやきを訂てい正せいする。

「喜んでください。男からですよ」

「別に喜ばないよ……」

　五色はあはは、と軽く笑ってから、

「お兄ちゃんからの伝言です。一度くらいは面会に来てくれって」

　ラミアーを失った日から、結人は二度と冥に会うことはなかった。

　憧れのパイロットが二度と操そう縦じゆう桿かんを握れない体になったことが受け入れがたく、結人は彼と会うのを怖おそれていた。

　彼の野望も生きがいも同時に奪うばってしまった自分には、彼と再会する資格はない。

　どんな顔をして会えばいいのかわからない。

　会ったとしても、ただ黙だまっているか謝罪を繰くり返すか、暗い雰ふん囲い気きになることは間ま違ちがいなかった。

「面会か……」

「お兄ちゃんと会うの、やっぱり気まずいですか？」

　結人の心情を察するかのように、五色は優しげな目で問いかける。

「正直、何を話したらいいか……」

　俯うつむいて不安そうにしている結人に向かって、五色は元気に言った。

「また飛行機の話をしたいそうです。そういう話ができるお友達は結人さんしかいないから、だって！」

　五色は少し照れくさそうに顔を背けた。

　てっきり冥は飛行機が嫌きらいになっていたのだと思い込んでいた結人は驚おどろいた。

　一度は殺し合いまでした二人だ。

　何も遺い恨こんがないなんてことはないだろう。

　だけど、彼は友達だと言ってくれた。

　空の上ではお互たがい武器を振ふりかざしてしまったが、地上で会うときはまた楽しく話せると信じたい。

「そっか、じゃあ会いにいこうかな」

　結人は震ふるえる声でそう言った。







　冥が引き起こした事件を解決した功績を評価され、結人はＡＣ先進航空戦闘ＴＳ兵訓練学校で教官に任命された。

　操縦技術が優れているだけではなく、それによって何を成し遂とげたいのかが大事だと気付いた結人は、今年入ったばかりの新人パイロット達にその教えを説いた。

「君達に乗ってもらうのは学校の主力戦せん闘とうヘリであるコクレアだ。非常に繊せん細さいな操縦技術が求められる。これを乗りこなせるようになる頃には、君達は一人前のパイロットになっているだろう。君達はどんなパイロットになりたい？」

　よく晴れた全天を見み渡わたせる羽はね田だ基地の滑かつ走そう路ろのど真ん中。

　駐ちゆう機きしてあるコクレアの前で結人はそう言った。

「先生みたいなカッコイイパイロットと結けつ婚こんすること！」

「……………………………………同じく」

　新人達を後ろで見守っていた燕子花と国府宮が元気よく手を挙げた。

「そういうことじゃないよ……パイロットになって何がしたいかってこと。例えば身近な誰かを守りたいとか……」

　高説を垂れる結人を嘲あざ笑わらうかのように、新人パイロットの女の子が可愛かわいく包装された箱を差し出してくる。

「私、先生に憧れてこの学校に来ました。これ受け取ってください」

「せんせー、パイロットになったらモテますかー？」

「先生は彼女いるんですか？」

「だから、ここはそういう色いろ恋こいを教える場所じゃないんだってば。真ま面じ目めに先生の話を聞いてくれよ」

　浮うわついたパイロット達をどうにかして引き締しめることはできないかと結人が悩なやんでいたとき、遠くから結人とトップを争うエースパイロットが近づいてくるのに気付いた。

　長い髪かみを揺ゆらしながら確かな足取りで歩いてくる奈雲。

　右手右みぎ脚あしを骨折してブランクがあったものの、見事に復活を遂げ、また奈雲はエースパイロットの座を取り返した。

　学校で一番人気のエースに説教してもらえば、生徒達も聞き分けがよくなるかもしれない。

「奈雲、頼たのむよ、パイロットには色恋は不要だって教えてやってくれ」

　憮ぶ然ぜんとした鬼おに教官の顔で近づいてきた奈雲を見て、新米パイロット達は緊きん張ちようを強しいられる。

　さすがは長年教官を務めているだけあるなと結人が感心したとき、奈雲は両手を広げて抱だきついてきた。

「ユイきゅんしゅきしゅき～」

「おい、ここじゃやばいって」

「何が？」

「みんなが見てる。恥はずかしくないのかよ」

「私がユイ君を好きなこと、もうみんな知ってるし」

「今日は新人を教えてるんだよ」

「知ってもらういい機会じゃない。私は恥ずかしくないわよ」

「俺が恥ずかしいんだよ」

「ねえ、今日の夕飯は外食にしない？　いい店見つけたの」

　新米パイロット達があー、やっぱりモテるんだ～と冷やかすような声をあげた。

「先生の彼女？」

「いや、違ちがう。一いつ緒しよに住んでるだけだよ」

「同どう棲せいですか？」
















「違うってば、幼おさな馴な染じみってだけで」

「ユイ君、そろそろ私の気持ちに応える気になった？」

　奈雲に両手で首を絞しめられながら、結人は睨にらまれた。

「こらこら、パイロットに色恋は必要ないって」

「家にいるときはキスしてくれたじゃない」

「してないってば」

　生徒達が色めき立っている中、結人は必死で弁解を続ける。

「結人君～、私とデートしてくれるって約束忘れたの～」

「…………………………結人の本命は私」

　燕子花と国府宮まで負けじと思いを伝えてくる。

　理想の教官にはなれそうもなかった結人は、自分に呆あきれるように溜ため息いきをついた。
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　こんにちは。上うえ杉すぎです。

　多少ネタバレも含ふくみますので、本編未読の方はご注意ください。




　本作のラストバトル、どこでやろうかな、と悩なやんだときの話です。

　適当にどっかの山とか海に決めるのも味気ないなと思いつつ考えていたら、ふと地じ獄ごくの黙もく示し録ろくのラストシーンが思い浮うかびました。

　険しいジャングルを奥まで進んだら湖の上にやばい原住民とやばいラスボスがいた、的なシーンです。

　狭せまい場所と水。

　が、重要なキーになっている作品が個人的には好きです。

　使徒は狭い場所を潜もぐって湖の上のリリスに会いに行くとか。

　千○ちゃんはトンネルをくぐって湖の向こうに行くとか。

　ル○ンとかポ○ョとかポ○コとか。

　あのお方の作品はだいたい最後水みず浸びたしですよね。

　なんで人間は狭い場所を通ったり、もじゃもじゃした森を抜ぬけたりして、水に辿たどり着く夢を見たがるのか。

　その答えはフロイト先生の本によると……性せい欲よくの暗あん喩ゆらしいです。

　なんでもかんでも性欲の暗喩にしてしまうことでフロイト先生は有名ですが、別のことも書いてあった気がします。

　すべての答えは生まれる前の状態に存在する。

　胎たい内ない回帰。

　胎たい児じは客観的には無知無能だけれど、主観的には全知全能ってことですね。

　胎内にいるときは自分が何も知らないなんて気付くわけありません。

　もしかしたら、世の中とは分ぶん離りしてないわけですし、本当は何でも知っていたのかもしれませんが。

　というわけで、本作の主人公とラスボスも水浸しになって何か答えを得たはず……です。




　余談ですが、一巻ではドタバタしすぎてお伝えしきれなかった五ご色しきさんの魅み力りよくが、二巻ではかなり発揮できたので満足でした！




　では謝辞です。

　作品の出版にご尽じん力りよくいただいた関係者の方々、お世話になりました。

　へいろー様、引き続き素晴らしいイラストをありがとうございました。

　作品を読んでくださった皆みな様さまにありがとうという気持ちを伝えたい、ということだけがこのあとがきの目的です。




　本当にありがとうございました。
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